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建築技術選書
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岡田孝男

囚マイコンによる構造設計のすすめ

(改訂版) 魚木騎夫

回すまいの語録

茶谷正洋

町育造計画とやさしい力学|

須賀好富

国建具の知識と意匠
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須賀好富

回医院 ・診療所の計画と設計

池田有隣 ・船越陣回

目設計のコンビュータ一手法

飯塚英雄
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福岡喜久雄

固住宅の家具
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国設備技術者のための建築再入門

光安義光

図鉄骨構造の話
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〈プ口のノウハウ〉シリーズ

TQCから見た建設業
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荒木隆彦

躯体工事監里のチ工汐ポイント100

須賀好富

空調設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

衛生設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

現場マンのアイデア発想

合原一夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

徳 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒川治徳

霊窪湾却瀞条文を勤VJ 9] ' Y

高不任之

工業化住宅 ・考

これからのプレハブ住宅 住村芳一
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建築紛争の実際

石田満商

岡本辰

仕上工事監理のチ工、ムクポイント

白建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八東敏1導

コンクリー卜工事のチ工ツクポイント100

加賀秀治

インテリアコーディネ トの100ポイント

町田ひろ子監修/ 松本茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木1壬之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築関違法規を読みこなすコツ

高木任之

都市計画法読みこなすコツ

高木任之

外壁構法チェックリスト

飯 i家五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例・解決策

( 建築篇) r建築漏水j 編集委員会

達実 ・認市 ' E宅・二末」毒事アクセスチyク
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住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988"1'-
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構造コストと経済設計

須賀好富

新 ・建築と設備の接点

宮 脇 殺 ・南 部 武

建築設備の健康診
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定時評議員会

議決お知うせ

「日本建築協会80年史J

近く発刊!

頒布予約開始

日本建築悩会

Af t  

E 回

平成 11年 3 月24日の定時評議員会に

おいて 、平成11年度評議員会議長・副

議長が選出されるとともに、平成11年

度の役員か改選されましたのでここに

会告いたします。

l 平成 11年度評議員会

正副議長

議 長 鶴 回 昭一 ( 建築工房事l泉届)

日1I 議 長 三木 敏 男 (サング ロープ)

2. 平成 11年度会長・副会長

・理事

右表のとおり
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(技 術)

( 総合)

留 任

宏 ClI!:畑悠祭事務所)

新( 重) 任 判'f J 新任

i紫 (J thtllll 大学) 1  薬袋 公 明 ( 口述設計}

哲夫( 正大阪，11) 1  銭高 善 雄 ( 銭高組)

行 普( 昭和設計) 1  

笠( 大阪大学) 1  片倉 健 雄 (孟近畿大学)

郁 夫( 大成建設) 1*  Jl I口 順 弘 (竹中工務応)

幸男Ｈ多 ｊｾ 建築 研 究所Ｉ 1  坂 m目指( 大阪市計両訓笹川)

隆信( 板倉建策研究所) 1  賀藤 消二 ( 11 本建築総介試験所)

弘 次( 阪急エンジニアリング)1 塚本 幸三{ 住宅 m市駿備公団)

t世 ( 鹿島挫投) 1  松原 徹 雄 ( 大阪府建策郎市部)

吉彦( 安M I! 1$;投。l t事務所) 1* 宮田 照久 (6({事l設計)

達夫( 日本鐙築構造技術 E協会) 1* 山下 俊 一( 大林組)

慶三( 滅i辺設計) 1  和田 克 朗 ( 大阪住宅センター)

修 { 修悠祭事務所)

敏 郎 ( 中国支邸)

三辰( 東海文節)

誠失 (i制 i船

利 美( 熊谷組)

允 昭 (戸山建設)

宏和 ( 大阪建設業協会)

敬 三( フジタ)

鍛 三( 雌木工務自)

小林 四郎 { 住友情投)

( 電気) I 菅谷 節 ( ダイダン)

近藤 徹 (不二熱学工業)

( 管工) I 伴 昭秀( 西原衛生工業所k 阪脂)

I 立野 一郎 ( ユニオン)

(建材) I  
| 原田孝太郎 ( 原田セメント 化工)

常務理事| 加藤 三 郎 ( 事務局)

大林 芳郎( 大林組)

奥村正太郎 (奥村組)

鴻池 一季( 鴻池組)

竹中 統一( 竹中工務底}

友原 誠 (l I糊)

松 村 雄吾r (訟村組)

村上謙一郎 ( 治水他殺)

松 丸 哲 也 ( 盟闘也投)

荒巻 恭士( きんでん)

栗原 信英( 架駅工業)

消水義一郎 ( 清水工業所)

1山田 良行( カンダン)

恩 庄 二郎 ( 大阪化工)

永原 義夫( 王注工業)

( 敬称略)

さし、。

*  
申 込 先 日 本 建 築 協 会 紛 嬬

T E L  06- 6348心635

FAX 06- 6348心634

申込締切 1鈎 9年 5 月21 日 (金)

体 裁 A#l l ・240頁程度・並製本

頒 価 1部5，000円程度 (未定)

平成 9年度から進めてまいりました「日 れています。

本建築協会80年史」の編纂事業も 、 この「年史J の発行にあたり 、多くの

長谷部朔郎委員長以下編纂委員会関係 団体の皆様からご支援を頂きましたこ

各位のご努力により、近く発刊の運び とを厚く御礼申し上げます。

となりました。 おって、この「日本建築協会80年史J

1917年 (大正 6 年) に関西建築協会 は非売品扱いとしておりますが、本会

として唄々の声をあげた日本建築協会 会員には印刷実費にて頒布いたします。

の歴史か'A4判・ 240頁程度にまとめら ご希望の方は右記要領でお申し込み下

， r日本建築協会80年史J 内容

・ 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ r建築と社会J の変遷/ 大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会 ・講

演会/ よろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザインコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡安・武田五一・池田実; 設楽貞雄・波江悌夫・竹腰健造・

尾崎久助 ・東畑謙三 ・塚本猛次・葛野壮一郎 ・機浜勉 ・宗兵蔵・松本局象 ・園部文雄・日高幹 ・野村一郎・古字国実 ・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄 ・中沢誠一郎・坂静緩・今林彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中

西六郎・大林芳郎・伊東五郎・鴻池藤一・竹中錬ー・福田朝生・佐野正一- 鷲尾健三・松村雄吉・+ 黄尾義貫 ・足立孝)

etc. 

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」ー尾亀清四郎・大林芳郎・小西岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏によ

る終戦前後の協会活動の証言ー

・執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/ 桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺

知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉毅/ 原見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

建簸と社会・1999.5 1  



大型児童館

ビ‘ ック‘ パン( 仮称)

見学会

「建築と社会J 99/ 11 

会員作品特集号

“ 私の空間作法"

作品募集

日 時 1鈎 9年 5 月18日ω

13: 30ー 16:30

講 師 橋 本 博 雅/ 会館準備室長

太田隆信/ 坂倉建築研究所代表

取締役大阪事務所長

集 合 部 也

* 泉北高速鉄道「泉ヶ丘J 駅前

定 員 40人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，α)() 円/ 税込

申 込 5 月11 日ωまでに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: ビ ッグバン見学会

②氏名

③個人会員 ・団体会員一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月12日附 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区中毎回1 - 1 ふ2100

T Eし06- 6348- 0633

FAX. 06-6348・0634

干530-0001

主 催 附 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 松本剛/ 大阪府

ビッグパンは、泉北ニュータウンの地

区センターに隣接し 、池や雑木林など

の起伏に富んだ自然環境か残る敷地の

中に計画されている。建物は 、このよ

うな貴重な周辺の緑と調和し 、敷地の

地形を生かしたダイナミ ックな構成と

なっている。

「本館」は、円盤をイメージしており 、

内部はあそびゾーンとおもち ゃ体験館

とで摘成されている。 r遊具のt吾J は、

地上53mの高さを有し 、最上階から 4

踏まで約2 4 mの聞に垂直遊具を取川寸

け、こども達が中に入って楽しめる巨

大遊具である。 rこども劇場j は、人

形劇を主体とする 、惑星をイメージし

た球形の劇場で、紘町人収容できる。

- 挫築概要

所 在 地 m市茶山台1-9- 1

設 計 坂倉建築研究所大阪事務所

施 工 大 成 三菱森本建設W

敷地面積 106，170m'  

建築部綴 4，423m'  

延床而積 10，332m'  

精進規模 R C'S、B2.8F

工 期 1鈎6年 8 月- 1998年12月

オープン l 鈎 9年 6 月( 予定)

「建築と社会J では、今年も 11 月号誌 *  2_ 掲載作品数はご協力頂ける点数に

面で、広く会員の優れた作品をご紹介 この特集も今年で 6 回目を迎え 、ます もよりますが、原則として 、 1社

するため 、ここ数年間に会員各位が設 ます充実した内容にするべく一同努力 ( 1人) 1作品とします。

計された作品で、誌面に取り上げられ しておりますので、みなさまからのふ また 、8月末までに竣工予定作品

ていないものを掲載、 ‘ 私の空間作法" るってのご応募お待ちしております。 のもので写真をご用意していただ

というタイトルで特集号を組むことに ・ご用意願う原稿 (提出資料) けれる作品の場合は一度、ご連絡

いたしました。

建築作品やランドスケープデザイン、

インテリアデザイン等、建築に関係の

あるものならヰ重別は聞いませんので、

下記要領に基づいて原稿資料をご送付

下さるようご案内申し上げます。

1 . 写 真 外 観、内部のプリント 2 下さい。

- 3 枚程度 (サイズはキ 3  _ 作品の掲載順、及び誌面レイアウ

ャビネ判程度) 卜につきましては委員会で行いま

2. 概 要 作 品 名 称、所在地、設計 すので、ご了承下さい。

者、施工者名、建築面費、 4  _ 建物の特徴や特殊な事柄について

延床面積、構造規模、工 は簡単な補足説明をお願いする場

期など。

3  _ 説明文設計上の特徴や苦心され

た点などについて300字

以内にまとめて下さい。

・掲載に際しての補足

1 . 掲載料は無料です。但し、写真は

原則として白黒とし 、ご提出写真

を掲戴しますが、委員会の判断で

一部カラー掲載をすることがあり

ますのでご了承下さい。

合がありますので、その折にはご

協力下さるようお願いいたします。

5 . 応募作品が多数の場合等は、誌面

編集上、掲載できないこともあり

ますのでご了承下さい。

. 原稿期日及び送付先

1 . 期 日 1鈎 9年7 月21 日肘必着

2 . 送 付 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

編集委員会

「会員作品特集号」係

〒530-0∞1

私 の 空 間 作

※ 写真のj最影者名は必ず付記願い

ます。

※写真に著作権等が生ずる場合は、

応募者にて処理願います。

大阪市北区徳田1-1-3-.ー21∞

(大阪駅前第 3 ビル21階)

TEL 06- 6348品32

F AX 氏子- 6348- {お34
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主催日本建築協会

平成11年度 第45回工高生デザインコンクール

設計課題 道 の 駅

課題の趣旨

近 年、道路網の充実にともな っ

て、長距離や夜間のド ライブをす

る人のほか、高齢者や女性の中に

もドライブを楽しむ人も増え、快

適 で 安 心 し て 立 ち 寄 れ る 休 憩 施 設

が一般道路にも求められています。

道の駅は、このような背景から、

主 要 な 幹 線 道 路 沿 い に 整 備 が 進められ ている 公共の

施設て・す。 これは、単なる休息の場とし てだけでは

なく、地繊の活性化を図る目的で、地減に関わるさ

設 計 条 件

1. 敷 地。敷地の大きさ、形状ともに自由。

2. 規 模延べ面積は自由とする 〈ただし、500rrl 程度)。

構造・階数は自由。

3 所 要 室 . 休憩スペース

情報スペース

その他必要なスペースを適宜設ける。

4  そ の 他 : 24時間利用できる駐車場、便所、電話を設ける。

所 要 図 面

1  配 置 図 : 縮尺自由〈敷地・道路・建築物・駐車場の関係を示し、

績栽などを記入する 〉

2. 各階平面図・縮尺1 :  100 

3. 立 面 図 。 縮 尺1 :  100 (2面以上〉

4. 断 面 図 ・縮尺1 :  100 ( l l ! i 以上〉

5. 透 視 図 設 計 意 図 を 示 す と こ ろ 〈 ア イ ソメも可)。 着彩仕上げ。

模型写真に替えてもよい。

6 設 計 説 明 設 計 趣 旨 〈 立 地 ・周囲の状況なと' についての説明を含

む) および建築織委〈敷地面積、建築物の犠造 ・階数お

よび床面積など〉を示す。設計意図を表すサブタイト

ルをつけてもよい。

7. そ の 他 ・平面図 ・断面図には、室名 ・寸法を記入する。その他

必要と思われる図面を描いてもよい。

応 募 条 件

1 用 紙 . 製図用紙 A1判 (594剛 x 841剛 ) 1枚を使用し、その中

にすべての要求図面を描くこと。

2 仕上げ図面は黒色鉛筆仕上げとし、ワープロ・ C Gや C A D

・スクリ ーント ーンなどによる仕上げは禁止する〈ただ

し、色鉛筆等による着色は可)。 透観図は彩色用紙に播

き、製図用紙にのりづけしてもよい。透視図や模型写

真以外の貼りつけ、図面のパネル化は行わない。

審 査 員 ( 50音順・敬称略)

委員長石川康介/ 近畿大学理工学部建築学科助教授

委 員 柏 木 浩 一/ f附守中工務底大阪本庖設計部 プリンシパj レアーキテクト

貴 志 雅 樹 /側 I宏、雅樹環境企画室代表

北村 潤/ 附東畑建築事務所設計部設計課長

栗 原 幸 二/ f術大林組本庖建築設計第4部副部長

黒田 智子/ 武庫川女子大学生活環明学部生活環境学科講師

設楽 貞樹/附安井建築設計事務所設計部専門部長

島崎昭彦/ 建設省近畿地方建設局営絡部建築課建築謀長

まざまな情報を提供する場として

の利用も期待されています。

本 課 題で は、 ドライブを楽しむ

人やそこを訪れるさまざまな人が

わくわくするような使い方のでき

入選賞牌 る「道の駅」の提案を求めます。

車社会と地域のよりよい関係がそ

こに築かれるような、既存のかたちにこだわらない

アイデアあ ふれる作品を期待します。

3 応 募 資 格 . 平成11年4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人または

共同で制作したものとする。

4  そ の 他 ・用紙や図面には、学校名 ・学年 ・氏名など応募者がわ

かるような表示は行わないこと。

応 募 方 法

※ 以上の条件に違反した応募作品は、失格とすること

がある。

l 別紙用紙に、学校名 ・所在地 ・学年 ・氏名を記入し、封筒に入れ

密封し、図面の裏に貼 りつけること ( 記入用紙が足りない場合は複写

して下さい)。

2  共同制作で応募する者は、 l の記入用紙に連名のうえ、代表者に

丸印をつけること。

3. 応募作品は学校を通じて提出すること 。

締 切 期 日

平成 11年9月30日(柑すの消印をも って締め切る。

送 付 先

〒530-0001 大阪市北区梅田 トト3-2100 大阪駅前第3ビル21指

社団法人日本建築協会第45図工高生デザインコンク ール係

TEL. 06-6348-0633 FAX.  06-6348-0634 

入選作品の数および貧

1  入選作品は10点とする。

2 入選作品のうちから最優秀賞l 点、優秀賞2点以内を選び、賞状・

賞牌および記念品を贈る。

3. 他の入選作品には、賞状および賞牌を贈る。

4 応募者全員に参加賞を贈る。

※ 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する。

入 選 者 発 表

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌 「建

築と社会J 11月号に発表し、入選作品は翌l月号に掲載する。

遠 松 展 弘 /(紛日鐙設計取締役大阪本社両1) 代表兼設計室長

長坂 大/ 京都工芸織維大学工芸学部造形工学科助手

松本 明/ 松本明建築研究所代表

安原 盛彦/ 秋図県立大学建築環境システム学科教授

山本 光 良 /(榊l召和設計企画設計部部長

吉羽 裕子/ f術アイ・エフ建築設計研究所代表取締役

吉村 英祐/ 大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻助教授

このコンクールは、高校生のi没J tHitJ毘の向上を目的とし，lI li布130年より毎年テーマを伴えてl捌附して l 、ます.
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「建築と社会J 誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え 、特集と作品作風頁を二本 0635、FAX 06- 348- 0634) まで。

( 当時・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価絡はロ∞円( 送料・消費税含) 。

大正 6年 9 月に「関西建築協会雑誌J その時々の社会を反映したテーマを選 なお、 「建築と社会J 創刊号一昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に「日 んマ掲載してきた。 年12月号まで全i'f1巻の復刻版が、 1991

本建築協会維誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から順次発行( 不二出版) ・西日

間! 築と社会」と改題し、今日に至っ おりで、ノ " ';1 クナンバー購入希望は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている。附和42年からは体裁をA 4 変 円本建築協会事務局 (T E L 06- 348- 会 ［ ｊ ｾ 務局へお問い合わせ願いた ｌ 、 。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

特集一覧・ 1 9 7 8- 1 9 9 8

.
‘
，

n
v
'
 

号

引

川

5。
，
d

I

V

 

1979 

vol . 6O 

- デ ザ イ ン の

動向一新旧の ・水.

コントラスト

- 医療施政一 ・ 組合方式 ｉｾ ・C A  D ー

・外 壁 自 主 装 ・電波障害と ‘  ・新 し い 耐 震 ・第25回

病院建築と よ る 集 合 ・住 宅 G : 備 段 針 と ・一 般 号 ・ ・ ピ ル 環 境

材 料 ・ 建 築 ・ 鮫 針 青年技術者*

情報ン λ テム 住 宅 E十両・ コンビュータ

- 大 阪 南 港

・転 換 期 の 今 ・商 業 空 間 ・コンクリート ・ホテル建築と ・農 村 施 段 ・建 築 の 終 局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26回 ・建 鮫 業 の

再 開 発 ・ ポートタウイ ・ の ひ び わ れ ・ 日影規制・ 情報システム の変貌・ 強 度 の 検 討 まち づくり ・ インテリア・ 青年妓術者・ 労 務 事 情 ・

1980 . 80 年 代 の ・寺 桂 の ・量近の盟行量豊 ・草21圃青年技画書

vol 副 都市と盟聾ー 省エネルギー ・安 井 ill 築 ・住 宅 の ・建築行政と ・最 近 の ・高官市景観と ・屋 内 体 育 ・ホ ぎ わ の ・寺 桂 の 外 装 ・転 機 に た っ ・これからの建

集股官↑ と新耐

まちづ〈り町 の 鐘 勢 設 計 事 務 所 耐 久 性 e 法規・ 防 水 工 法 アメニティ・ 範設の政由・ まちづくり 吹付仕上材・

歴 史 と 展 望 ・建 設 金 物 作 品 集 集 合 住 宅 震 股 計 法 ・

1981 ・建築物と凪ー ・世宅 . 1市量憧企

Vol .62 ・中 国 の 論 文 ・ポ ー ト ピ 7 ・台所まわり ・シーリング ・災 害 と 法 ・都 市 住 宅 ー デザイナーの 田ー園西に必ける ・Ilfl 仕 切壁 の ・第28回 ・障 害 者 町

・職 能 鎗 ・ 一 北 京 の の 計 画 と ー 安 全 な 環 境 住 ま い 手 た め に 轟市量慣を中むと 暮らしやすい

都 市 計 画 ・ 官1・ 2主備・ 材 の 知 識 ・ をめざして ・ からの発想. ・日 躍 世 酎 L  f，膏岳目 性 能 評 価 ・ 青年技術者・ 環 境 と 段 構

作 品 集 ・ のE圃・

1982 ・盤本にみるすま ・第29回

VoI .63 ・新 た な 商 業 ・省エネルギー ・医 療 施 設 一 . 近 銭 の 地 銀 ・都 市 景 観 ー . 大 阪 市 庁 舎 ・ホ ー ル 建 築 ・大 ス パ ン ・昭 和 E主 計 いt まちづ〈り 青 年 技 術 者 ・風 土 空 気

地波医療と まちなみ美観

空間の展開・ と 開 口 部 ・ M 計画・ と 地 質 ・ へ の 誘 い ・ ( 第一期) ・ と音・ 構 造 * 作 品 集 ・ ・;-iLft ・22? 庁 舎 と人間・

1983 ・関 西 の ・マ イ コ ン の ・計画における ・大 阪 駅 と ・東 海 の 将 来 ・オフィス ・ ・プレ λ トレ λ ト ・車却自青年技有者

VoI . 64 ・多機化する ・建 築 と コ ミ ュ ニ7- ; ョ ・維持管理と ・大臣韓国&! 文化 ・集 合 住 宅

建 築 文 化 を 建 築 へ の ー ターミナル と 文 化 を イ ン テ リ ア 量節コけ 'J

連 動 施 鮫 ・ 品 質 管 理 ｾｴ プレゼンァー ー 段 備 更 新 λ ポ ー 7 と 生 活 音

考える 利 用 ション ヒル 考 え る の 変 革 ート構董 ホ ー ル ・

1984 

VoI . 65 

1985 

Vol. 66 

1986 

VoI .67 

1987 

VoI .68 

1988 

VoI .69 

1989 

VoI . 70 
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VoI .71 

1991 

VoI . 72 
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VoI . 73 
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・大阪湾物跨. ・東 海 の 現 在 ー鵬安井武且 めぐる鵬・ そ れ が 生 み 最 近 の ・}¥ 1 & 国際 演出 ・m市 と 健 民 建築にみる一 一 断 章 ・第32回

と 近 未 来 ・庫裏自の基 i H 見本市新会場 ・神 戸 研 究 ・スポー y ロ ・伊 勢 湾 を め ' j ! f 年技術者

与える 都 市 事 情 だ す 文 化 一 外 壁 討 科 学 園 都 市 ・日I!l Ut 作 聞 ぐ る 東 海
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• - 建物と町董みの

・行 政 建 築 家 ・シティホテル ・宝 塚 町 接点 ・第34回

の 可 能 性 の段圃 街 づ く り ・昭 和 段 計 脊 年 技 術 者

作 品 集

- 軟 弱 地 盤 ・E 慣における

・ホ テ ル 物 詩 と 基 礎 リ レ f J ・建 物 の 外 装 ・都 心 居 住 ・冗 ???1 ・21 世紀への . 申1I ｾ Ｊ＠
・文化と缶証ー車 . 車畑撞聾事器所 リ7 レフンユ・

梅 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ

- 集 合 住 宅 の ・第35固

・超 高 層 住 宅

リ7 レフン μ 青 年 筏 術 者 ・韻 資 テ レ ピ

を 考 え る A  

・大 匝 府 宮 曙 ・800号 記 念

1993 
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- リゾート事情 ・色 町 祖 惜 ・省 力 化 の ・構造の省力化 ・都市環境創造

・4‘ をのせる ・まちづくり ・博 覧 会 と ・都市環壇創造 ・建 築 と と 伝 情 E ・第36回 ・最近の博覧会

・竹中工窮屈圃立 ・東 海 町 新 建 藁 た め の 材 料 ・E島量盟主E宣車

輸 送 鮫 備 と法 ま ち づ く り と 段 薗 1 7 ー ト ・ユ ー ザ ー 書 加 青 年 技 術 者 パ ピ リ オ ン

90 周 年 記 念 と 伝 統 技 楠 ・ 工法 庫裏ttltl 作品集のハウジング

. ll 聾草のための ー ・や わ ら か な ・都市のナイス ・第37回 ・高量畢ー直鞠の

・商 品 化 住 宅 ・ニュータウンー ・東 海 の ・プ レ ハ プ ・国 際 花 と E 圃掴量ー ・高 強 度 化 住 宅 管 理 プレイス 青 年 技 術 者 頗. 皐性の時問

都 市 景 観 ・ス ケ ー ル 感 住 宅 技 術 の 中毘慎オフィスピ 量計のf 揖ft を ー ー

のデザイン・ ルネサノ λ ・間 耐ft 紳 現 在 と 未 来 線 の 博 覧 会 : ふみJ めざし τ ー・ ゐ サ の -y; 宮f ・22ftぷ ; : ; て の

・オフィス . ' 上京都 ・撞聾 t 土木 ・重量をめぐるトヲ ・空間の 7 イヂン ・自 拍 体 住 宅 ・建 築 と 土 木 ・スリムでタフな

・新 し い 都 市 プ レ ジ 守 ー ・東 海 支 部 ・大阪東京樺上 ・量豊車のためのE ・耳目師事社ピル ・一 般 号 プル t その解桂 子 イ テ イ 陸軍への提言 一 構 造 技 符 コンクリート

空間Iづくり ・昔 い 崎 市 圭 聞 復 活30周 年 歯掴量ー檀 ・21世紀の住ま い

づ〈りー E ピルデイング 直量ピルによ ｩ ・ 近盤地 ｂ 撞ｾ . ・量置車場のイメ ・きんでん写真集 ・大 枠 組 割 量 の 世 界 ー を 考 え る

・埋 草 の 凪 長 記 念 *  タススタヂイー 両 官 暗 部 ージ ＷＷＱ Ｑｈｴ ・ 大撞 ｾｉｴ 哨年 1  00 年記章 ・制目青年脱者 ンノポジウム

Ｎ ｾ＠ ｾ＠ 11 } - ・; 57M・建 築 E-ti itz ・地 球 環 境 ・1fdj i ・7!?:f; ・接 着 ー -;旦?ム; -tlE13T ・いま建築教育 ・京 の か た ち

人がかわる、 デ ザ イ ノ 時 代 の ー 建 婁 分 野 へ の ・ハ ウ ジ ン グ の に 何 が 期 待

・近量の郵政建 高層住宅のE憧 市聾圃企図聞西 ー 集 虚 材 1: の fl 判 事 メインストリーム と色

まちがかわるー 築15年町歩み ー車梅支苗ー ン ス テ ム ー 建 築 支社 10周年ー よる構造ー 眠りなさ可藍性 作品j “ を揺る されているか

. 1¥39目青年技楠者 ・環 境 ー ・暁 画 の 中 の ・建築の再生一 . 国際的パート ・軍40圃青年技輔E

・車圏直車事富所 ・東海の E 栴節 ・市 民 劇 場 の 限りある自扶 ・都 市 の インテ' ) 7  構 造 技 惜 の ・福 祉 の ・都 市 型 ・思 壇 ー 人 1:
・大 阪 府 営 繕 ， ナーシップの

割立 60 周年 博 物 館 舞 台 股 備 と 建 築 と の スカイライン ・吋いはんなプラ 役割ー まちづくり 住 宅 再 考 やさいも空間制

定 章 作 品 豊 か か わ り ザ住友ホール ・大 阪 市 宮 繕 可 能 性 量をめ n ，

1994 

VoI .75 

- コピー文化の ・1 州 の イ ン ・伊 夢 神 宮 ・建 築 の エ ネ ・明 日 に 向 か ・住 空 間 に お ・まちなかの ・水 と 建 築 ・埋草 E 園町 CG ・構 造 葉 ー . 酷 41 回 青 年

話時代 ・い ま 、 医 療 看:t1i : ' ; . ; : . ; : : ;  ｾｾけ ＭＢｪ 3  I 建襲のゅの英

J . ? レーシヨン式年遷宮{ と Jレギーシス って一会R ける底どころ ・日 本 建 築 妓 補 者

・広島の簡軒。 ロ 施G: は ・竹 中 工 務 庖 ・村野、轟趨襲 ・集合住宅団地

7 ジ7艶技大会 と誼 神 高 界 隈 テム 作田 への担点 の 集 合 住 宅 総 合 試 験 所 事 輯 所 リニューアル ・関西国際空港

1995 

VoI .76 
- 光 が つ く る ・ 飛騨Ｍつｾｩａ ・ トイレから ・私 の 空 間 ・新 し い 「 揮 ・建築構造と ‘ ・第42回 青 年

・音ー騒音から ・接 合 ・ユニパーサル ・ライ 7 ライノ

風 告 の 世 界 ー ま ち の 活 性 化 見 た 都 市 ・ トイレ杢 IUl 作 法 一 市 建 築 j の 社 会 の 接 点 伎 術 者

撞音/ 事l膏へ ・コスモタワー T ザインとは ! と盟聾I l : 帽・

・ と地 } j 文 化 文 化 会 只 作 品 世 点 ・日1I l 1宣言十・ ・謹賀県建聾諜

1996 
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今年の表紙

表紙デザイン 安 里 俊 久

じか印 ♀ *  r  IIIIL 令会

1917年創刊 第雌 / 通巻926号

特集・ 東畑謙三先生追悼一周忌

関西建築界の流れと束畑謙三の足跡をたどる

. 特集予告

6 月号/ 大阪域天守閣平成の大改

修・堂島アパンザ

関 西実 業 界 と 東Wl 謙 三 の 縁ー 私 的 な思い出を含めて ・田中益夫
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関西建築界での東対11謙 三 ・向井正也

大阪のまちづくりと東畑副長三 ・大 島 嫡

7 月号/ 改正建築基準法

8 月号/ 環境・近鶴郵政局
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東 畑 謙三 東 畑 建 築事 務 所 年 譜 38 

会 告 定時評綴員会続決お知らせ「日本陸築協会8 0年史J i丘 〈 発 刊 1 頒布予約開始ビ ッグ

パン見学会 11 月号「会員作品」特集作品募集のお知らせ工高生デザインコンク ル
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イ乍品イ乍風 篠山市立大山小学校 ・幼稚園 6  

小野市匠台公園体育館 8  

gallery  195ストリート (佐 藤 祐) ・前川治彦 10  

建築の眼 急変・本多友常彫刻のいのち・安永三郎 12 

下町のおばち ゃんとツ y カケ・森崎輝行 情報ネ y トワ - 7時代を生きる (5) 建築の協調設計. 本間利雄

素材と技術が生み出すデザイン 「緑」 芝生カか、ら . 桑原誠ニ 4η 2  

j法去令 コ一ナ一 “ 人閤サイスズe の まちづづ、くり" の始動. 宮本比佐志 4“  4  

設備の頁 {低民電圧床埋込式ネオンサイン . 東{ 信言良 47 7  

施工材料の頁 2成分1形杉ポ リ イ ソ ブ チ レ ン 系 シ 一 リ ン グ 材. 村瀬雅明 4必8  

基礎誘座 連結送水管管; . 由上雅章 4紗9  

B恥口∞口休k S臼ta訓tion 書名紹介 8 点 50 0  

infor m門mat ion フォラムハ、ま危ない日本の宝J .  r建築設備診断技術者」講習会第15回'99総合建築材料 5 1

設備展 .5人の舞台裏ー竹中 ・意匠展ー .1999年作品展& 記念セミナ 村井修写真展 『港ま

ちグラフィッケス J .  rノート' 99J - } ' ートスペース虹で- . ' 99建築プロフェ y ショナルセミナー

Sket ch Book 各地にみる建築作品 8 点 52 

月間の動き 平成11年 2 月分 54 

印 刷 所 背 築 印 刷 株 式 会 社

日 本 司1 狐 株 式 会 社
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施 工圃

フ ジ タ

篠山市立大山小学校幼稚園

ｲ ， ｬ ， よ総よふるさとよ ｪ をテーマに ｾ ｴＮ ｜Ｈｦ 、 ｼ 勺災 Ｙ "1三7 J  11こスター卜し

た 『ふるさとの学び合j づくりが、 4 111f 介fJ H去に篠山 'IJ となる け l判

ＱＱＱＱ の 以 後の ιｬｩ ｾ としてこのぷ波 ｬ を迎えた 1.1 1と総に |庄|まれた M も

のにも代え ilH' l 、I" I?: 長関JJl の '1

'

で、この仰.i立がさらなる魅 )J をも って

j 也.rY.日のシンボルとなるよう心掛けた

1  '‘1γi 

物は分 ｨ株械 ↓主 ｴ 化 しυＡ 凶云 Ｔ払似 ｩμ 』も分節化すること で Ｉμｾ ｩｊ仰 ｬド川 Ｑ川 ｈ の［以 ｩ止 ｴげＡ飢 ω になじませた そ

してυ切'J 2必t. 越回収 ー瓦持i} と、|ιiTのμ 分けといった伝統のモチーフを、

てi:': M，Aミ材で椛成して 『新しい伝統』のぷ引を試みた

ill 物の内装材には、 ffJt の予が触れる; 1 11分に木材をふんたんに能川し、

木の持つぬくもりと安らぎを Ｑ 必じる宅 ｼ 人 ｬ νｾ ｗｊ とした また外袋料に

ついても先 ｽｊ 裂が ｊ に木 村 を 使川 し、コンクリートの ｪｾＧ ｨＧｩ と対 ｪ ヒさせな

がら ｊ ｉｩｉ ｐｾＱ の［片側へのアクセントを持たせている

本の l長引の f見1[: 位以来 fふれあ t 、古ru は、小，、;: ・校と幼祁 tldの 小心に何d

［ ｉＢＧ ｾ し、 Ｑ "lIllii で後続して {- (Hたちの交流のぬとなることを! 日l¥干した

さらに地域に1 J f . 1放 され、大人も 7Tめた地域 体での文化創造がここ

で It-ii IJi lされることにもなる 川木造校? ? 解体の折に、外された| 祈段

のI，k似材は、 『 ふれあい立 ｲ ｵ の ｾＺ ｉ 対 派に Ｂ州 ｬ 川 され、寸 Ｎ 来 Ｇ Ｑ ＺＺ の込 ｬ い

n
l

，とJ ，< に新しい校f 1rの ー日11にな った

Ｈ て Ｇ Ｑ Ｂ ｢Ｎ Ｇｊ ｦ＿ＧｾＮ ， ｯｪ . 小村 i花火/ ' b.' J  I'ill Zお，i¥i，n" li務所 )

配 置 図 1  :  3000 

所 在 地 兵 庫 県 篠 山 市 大 山 新 100

敷 地 面 積 一一一 16，645. 88m

建 築 面 積 3，447.46 m 

延 床 面 積 3，973.43 m  

偽 造 規 模 一一一R C、3 F

工 矧 一一一一 199 7年 7 月- 1 9 9 9年 1 月

最 寄 駅 一一一 J R福 知山線 ・篠 山 口 駅

婦 影 一一一藤 義 買IJ ( 工 ス 工 ス 大 阪)

正 面 外 観

校 舎 棟 屋 根





m 

設 計・ ( 公園基本計画言宣言十)

ア ル パ y ク 地 域 計 画 建 築 研 究 所

監 理園

小 野 市 ・ ア ル パ y ク 地 域 計 画 研 究 所

言宣言十監理圃 ( 公 園 実 施)

小 野 市 ・ 玉 里 子 コ ン サ ル タ ン ト

絡 工.

戸 田 建 設

小 野 市 匠 台 公 園 体 育 館

小リ Ｇｈｬ ￭ ｬ Ａｅ台公 ｼ 草 ｼ体育 館 『 おのアク卜 』 は、 小ｾＧｲＮ肝 朽 ｦｪｦｬ 、 山 陽向 動車道 、

三木 ー小 野 インターから 111で 5 分、 小型I ' 仁;業団 地、小 灯流通卜tlJ 也の

問 に1立位す る 小リ『子市|ま台公園内にある 。 diTc と車li'liI ldi の ) Tやの交流

ｽｲｩｬｩｾ Ｎ量として 、また、グリーンネ ッ トワークの中主として、日 ＱＭ ｩｩＱￏＡさオ Ｑ た 。

敷地 l立、 北 fJ!i 1道 路 と1-1i ii !!l 1道 路で、 20- 30mの活がある Ii : で、敷地周

辺はなだらかな丘陵地がつづく 。

胞設は、このなだらかな l主をコンセ プトに、 u'f. f'e. 54_7mO
コ1'1の '1'に、

練 ｩＡＧｬｭ ノ ｦ レーボール Ｒ 而粍 ｕｾ の百立技ス ペースとトレーニングルーム、

管理制i門 をもっ小 体 育 館 とし、建物は、全体のボリュームを突1
1
1
1
，し

ないように、 I1精部分をドライエリアをおたんで、えっ二の li :_の FにJ'Uめ、

公悶 部 分と 一 体 となるように計 ｬ 煽 した 。 ｊ ｩｾ 繰 は、 Ｒ Ｐｾ ζ のビルド ｈ と

コンフ 。 レ ｹ シ ョ ンリンｾＯて 村 Ｑｾ ｽＱ，止 し、アルミ ｪ ￮ｊｩてＢ ｻ｟Ｇｪ］ き、 ｊ 公との対 ｊＺ ｉ ニて句

みせた。 内 部空 n¥1は、外部の上 にJ:'I1まったというイメージとはあIを

なすように、 1=1然光が充分人るようにした。

公図白11分は、人仁15 万人達成の記念他刷、法而も合め、 11h木 は 仰 木

と1' ; ' . ' を主体! こ植栽され、それらがn' ち、十安の lヱとなるがを Ni' ちわひe

ている 。

(lIIilTI怜嗣/ アルハ y ヲj自械，1liffii i l ! 築研究所)

配 置 図 1  :  1000 

所 在 地 兵 庫 県 小 野 市 匠 台34

敷 地 面 積 44，518ni  

建 築 面 積 一 ー- 2，144ni  

延 床面 積 2，740ni  

構 造 規 模 一一一 R C、2 F ，屋根5 ・ 宮sR C

工 期 一一一 1997年 6 月- 1999年 2 月

最 寄 駅 一一一 J R福 知 山 線 ・篠 山 口 釈

j量 影 一一一 清 水 向 山 ( エ ス エ ス 大 阪)

1階段技ス ペース

2階 ? ル コ プ







AR CHI T E CT's  E Y E  

急 変 | 彫刻の いのち

本 多 友 常

ノ1.:: I'iIi  ｊｾ Ｑ＠ JJ[ のj 也)1手に，{ i l lすると、 ittl 斜 JJ;'JJ 党そのものが、 n ノ1:.

政 交通・ バ リ ア ー ・Jj' l Wな ど の 集 係 の 特性 をだれ する1 J ! 1よ! と

な っ ていることはいうまでもな ｌ 、 。 ｬ ￬ ￭ ｪｬ 到来 ｲ ｾ ｴＧＡ ｬｨＨＮｩ における Ｑ ［ 佐ｊＮｴ ｈ 民

の;急JVlについて触れたが、 61{1"."' 111、Tは集治のほぼ令: 数が勾配!系

似 のj瓜; 』tであ った。 しかし、6 O{1三代 後 、|三から 1;をJi'! A;民の 家Jfl が;包l

i加こ):1:"1)111 し続け、 80{ 1ー代 、!とばには約 4 ［ ｩ ［ Ｑｊ が Ｒ Ｑ 悦也 ・ｼ 処ｊＮ［Ｍ ｾ ￆ ￮ｻ ラー

メン 桝 造に11:見って代 わ っている 。 しかしその後85イlーから何年に

かけての会〈化 はほとんど1!l¥l 、。

つ ま り わ ず か20T .II¥J の う ち に 、 生 活ν;;; 11'dl立i般会ーし、しかもそ

の 傾向 は 2 1析住 ｼ 峨ｊＮ［Ｍｾ似という ｼ 口 ｬ ー の形式を受け入れたものと

して j対象 し 、 突 然 に 休 11ーした。

3 f 符の契機とな った人ーきな 山米' j T. のひとつに、 1961{ 1' の 213 て

二十i l ［ｦ￮ｊ 瓜 が ｼ φ げられる 。 ｊ 己米、この集係の民 ｗ ｬ を ｾ Ｇ， Ｇ ｉ Ｇ 自主 卜 ｬ けて い

た の は 、 強)1¥l に た い す る 泳 の桝 えであり、 低い判、-J 、llb1ヰ.;J.fr ¥L 

j也による 相 I!J )j j) !I¥l 先J) 以の 強引 などであ った。 'j官llulな1'1'，' ; 巡の山. fJ l

は 、 桶 の 流行 を恨 み 山 した。

これは神 I ｩ 人 Ｑ ｚ 災後の ｊｾ Ｑｊｊ ｾの激変に 似 た 傾向 を 辿必 させる Ｐ

& 符は突然にi J }j れ 、そこにはトレンドが発ノ|てする 。 その ;J 例中) J

は、 設ｾ￬ｉＧ .(i の ) J を は る か に 組 え て 作川する 。 佳 築 家 が U をむ

け る べ き 人φ きな虫、|象 が こ こ に は あ る 。

和歌山大学教侵システム工学部環境システム学科

下町 のおばちゃんとツッカケ

森 崎 輝 行

|七111]"の お ば ち ゃんにと って、 111) はコレクティブタウンと H干べ

る。 |必|百lJ副主の ま ち な の で あ る 。 あ る も の は す べ て 、 臼 分 の 物

なのである 。主主7L;に行 くときシャンプーを 借 りにくるが、フミは、

返 さ な い。|燐 の プ ラ イ パ シ ー ま で も 自 分 の 物 な の だ。|燐り がど

ういう生活をし、五fi :と{、|き介 っているか等までまるで、わか って

いる 。路 地は 、 自 分 の 家 の ，" の廊 下 な のだから 。 ?千Jffi 、 家 の ，:，二!

の ｊｩＢｩ灯 、を ｊｽ く ＱＱ 半、その Ｕ ＺｴＡＮ ｦｱ ｾＡ りもあ っ て、スリッパを凶く人が多

L 、。 今 で は 少 な く な ったが、 |ご111] の陥 J也では、ツッカケ( 今、

この11訓告lj は 、 へ ップとよ 1;( オ1 、一|ごIII Jの デ ィ ス カ ウ ン トシ ョップ

でゾ己られている 。 ) という 11夏物がI i l l かれている 。 これ{立、. ' r' i f tで

はなく、 1;;' 駄の総{ 二、木; の板に5.E.l 1:: め( ノ、ナオではな L 、) がつ

いたものであ って 、 サ ン タ ル で は な L 、。 こ れ は 、 安 易 さ の 象 徴

である 。 n1j
i
i
i
.にツ ッカケれるのである 。路 地で のf t % にイミ"1欠

な物である 。 自宅 での 作業 を家の 外 に迄 継続 させる為に 必ｾｾ な

のである 。 f'l IJ えば、 7お1昔IJ をしている途中に将泌lを|燐りに (，"，' りに

行く H年てすである 。 1マ111]" の お ば ち ゃんは、ノ、イソ y クスを おJ l I し

ている 。 為に、 ｾ Ｑ ， Ｑ 紺の ｦ Ｎ ｊ いているド Ａ 駄では符易に、この緊急の

川 をたせな L 、。 行 動 範1111は!よく、 r' i J幼と 銭 湯 も ま る で l士|分 の 家

の ，" の内所の冷!I:者l; j1で、あり、 i ?i t とな っている 。気"年に、 3くは、

当者右lの 川 をji す ゐ に 、 今 11 も |ご川 の お ば ち ゃ ん は 、 ツ ッ カ ケ を

11妥いて111]"" ，を|品|歩 し て い る 。

森崎建築設計事務所
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安 永 三 郎

公 民 rl i を 訪 れ る と き 、 伐 採 の liif 後 に 興 福 寺 に 立 ち 待' る の が 押

'tD-tに な っ た。 実 は 「友 の会」 という f l刈l みがあり、 会 t..i になる

と凶宝 館等への人土砂がフリーになるので、 旧 山 田守 fム頭や、 ドrrf

11針 ii i1象な どを心 ゆ くまで員出立することができるのである 。

興 福 寺 は'i i!<: 乱 や た び、た び の 大 火 に 見 舞われ、 そのつど復9 ' ! ! を

繰り返してきた。必 操i作のなかで一番出、倒勿は北円堂 (1211俳 )

で あ り 、 鎌1.T ｈＡ ｉ の ｉ Ｇｬ￦ になるが、。 ｲ ｊ 込 ｾＧｉ ｬ 初 の姿で復興されたと

与 えられている 。 本来、 ， ｩｾｊｊ［ｾ イ ミ 比 ミ すの迫↑申のためにｾぶされた

ものであり、 屯ｾＡ な れ Ｇ ｌ ｉ＿ ｉ ｾ を ， ＮＡＺｩめるｾ物であった 。

ｾｬＺＺ円 堂はイ手 秋 Ｒ Ｑ ｔｉ ｉ の 特別 ｉￎ ト ｬ 扉 があり 、内外 を鍬ＧＱＧ ＱＺ することが

できる 。 ｾ ， ｮ 与の ｊ ，ｾ ［ 刻 ｷ は 川代 の機運を反 ｉ ｉ�とし た写実 的 で 消新 な

作 風 が 好 まれ、 その五条耳良fμ仏Lム、f川:¥1川州H削li の総総. リ一ダ一が運! 腿姿でで、あつた。氾

1)内/刈4に は泡迎D皮変 Ｇ ＱＢ Ｑ Ｐσのコ 主詩ポＫ伝 ｾｉ 附 Ｑ，Ｇ山 ｬｦ口 ｴｖｉ らしい Ａ目雌， Ｇ ｊ彪 ｊ杉 Ｕ 主刻 ｬリ ｬ日 Ｑ抑 ｗ が安 ｩ世泣されているが、 i以l此占ふ幻"

ft紋誌イ作乍lは立?央!l r民l 皆 . 1世立I彩w像象 (1212王年ドt吋f兵ω」ο) てで、ある 。 深 ｌ 刈 Ｚ ＱＴｩ 事 ｉＢ ｉ ｾ ｉ τ をたたえ

たー刈の像は、見るものに良倣の念を抱かせずに はおられない。

作の東西を通じてもこれほどの周絞りは 例 を 見 な い。 ミケランジ

エ ロが活躍した11寺H! Jが15∞ 年 前後で、あ った こ と を 思 うと、その

先 進 性 に 改 め て 燃 か さ れ る 。

木 は)1予を 刻 まれ、ノk.&の 命 をね た。

近後郵政局施設部長

信報ネ ットワーク時代を生きる (5) 建築の協調設計

本 間 利 雄

ｾ築設計と ↑占報 ネ ッ ト ワークが結び 付 けばどうなるのか 。 そ

の 具体 例 を 2 件 紹 介 し たい。 l 件 は 顧客 と 設計者 が、ほとんど

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 上 でn合 せ た だ け で 設 計 し た 話 で あ る 。大 |奴

から 5 時 間 近 くもかかる 山 間の J也に 建 つ 渦 泉施 設の言 |画 である 。

胤幸子と当方をネ y トワーク回線で結l f 、双方のインターフェイ

スはパソコンと T Vモニター 。T Vモ ニ タ ー はT V会 議機 能 を受け

持ち、 パ ソコ ンは羽川川「サー パ ー |二の |ヌ|聞 や デ ー タ を ブ ラウザ

で 表 示 す る 機能 と画 面に占き込める |土| 板機能 を受け持つという

述 陥 協 調設 計 シ ス テ ム を椛 築 し た。 そ の 結 果、 現 地 調 査 に l 回

出張 し た だ け で 、 あ と は す べ て こ の シ ス テ ム で 済 ん で し ま った

という 実験 プロジェク トである 。 もう 1f t1ーは、 2∞ 1年 の 脊 に 大

阪 で オ ー プ ン 予 定 の 大 相 テ ー マ パ ー ク の 設 計 で あ る 。 これはア

メ リ カ の 設計 チ ー ム と ゼ ネ コ ン の 設 計 チ ー ム 、 協 力 '11:務 jiJ i'チー

ムの三 つ の チ ー ム が伯 、被ネ ッ トワークを利 用 して、主要施 設 数

印 余 線 、 延 べ 而 制 約14万 ば の 設 計 を し た 話 で あ る 。 アメ リカ と

の 問 で は 、 図 而 や 名 紐 'I'j';幸liI の や り 取 り は イ ン タ ー ネ ッ トと

ｉｓｄｎ 専 用回 線で行い、また ｵ 本の 協力 事務 ｦｾ￭Ｇ とは ｉｓｄｎ 公衆 回

線を通じ て医 ｉ ｲ ｕｩ のやり 取 りをした 。 ｾ設省が目指している Ｒ ∞ Ｔ

年 の 建 設CA L S元年に向けて、さまざまな試みがすで、に始ま っ

ている 。 大林組建築設計第 2 部部長

建築 の眼



関西建築界の流れと束畑謙三の足跡をたどる

「東畑謙三60歳の像J 小磯良平画

東畑謙三先生追悼一周忌特集
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関西建築界での束畑謙三

向 井 正 也

神戸大学名誉教授

尽 都 大 学 と東 畑 謙三

i l 932年 12月創設の東畑建築事務所が一昨年創設65周年を迎え

た。 この65年の/ll ，、建築の「職能集団」として、関西、西日本はも

とより、首都圏を始めとして全国で、企画 ・提案 ・設計活動ぞ展開

し、官民を問わず、多くのクライアントから高し、言利illi と信頼ぞ得、

わが国の建築設計界にあって確固たる 地位を築いている。J (1 日刊建

設通信事Vr llfJJ 97年12月15 日号)

東畑先生の死はこれよりわずか半年にも満たぬ翌98年 4 月29日、

享年 Ｙ Ｗ 歳の絢 ｉ 高齢で、まさ に ｾｊ 成り名遂げた上での大往生てのあ っ
うれしの

た。先生の生地は三重県の松坂市に近い嬉野町で、有名な農政学者

の東畑梢ーを長兄とする秀才四兄弟の三男だったが、他の兄弟がみ

な名古屋の八高から東大へと文科系に進んだのに、先生だけが京都

の三高から京大の建築学キヰに進まれる こと になる 。 これには何かい

われがあっての事らしいが、 この一事こそ東畑陸築司王1先所をして今

日あらしめたものといえるのであって、その成功のi原は↑ 可よりも先

生が、なにわのド真中に腰をすえての御活躍にあったものと思われ

る。

先生が京大建築学年ヰを志望された理由として、下宿の北白) 1/ から

三高へ通う途中で目 にした、武田五一博士設計のチョ コレー ト色の

タイノレ張りのモダンな建築学年初新校舎伏正12年' 完成) に惹かれ

たからだい、われるが、 この年、先生は建築判;./. に入学されている。

当時建築学年3 . /てやは意匠学の武田先生のf針路として、東京から分離

派同人の一人、わが師森田慶一先生 引力制受として迎えている 。

本邦初のル・ コ ル ビ ュ ジ エ紹 介

私は終戦直後、軍隊から建築教室に復帰し、大学院から、しばら

く森田先生の助手をつとめていた頃、戦前に建築教室が編集 ・発行

していた学術雑誌「建築学研究J の復刊の編集を手伝うことになる 。

( 編集長: 西山知三)

そもそも この斜笥志はその昔、当時大学院生だった東r I Tl先生が主と

してその編集に当っておられたもので、時として、先生はこの雑誌

の表紙のデザ、インまでされた事は、戦後の私の場合と同様である。

だが問題は、束畑先生がさらに この雑誌に、研究中の建築論をも執

筆されて いることで、私が森田初受の下でモダニズムの研究をはじ

めていた頃、オランダ ・スティ ーノレ派の理論家、テォ ・ファン ・ドヮ

ースフツレグの「新構成芸術の基礎概念J をかじり読みした記憶があ

るが、 この論文は既に! 被前の 「建築学研究j に束畑謙三の手により

翻訳掲載されているという事実的川、定E とちがってドイツ詩が

苦手だった私は、何とか してそれを入手したいと思いつつも果し得

14 建築と社会 ・1999. 5

なかった こと を思いだす。

先生が自ら本邦初を誇りとされたノレ ・コ ノレピュジエ紹介の記事を

載せられたのもまた この雑誌であった。当時はあの分間間Rの運動な

どに示されるプレ ・モダニズムの|刷切に当たっていた ことは、余談

ゃから

ながら、武田↑尊士が 「きょう日 コノレブッシェノレとかいう読が.... ..J

などともらされたと伝え聞くことからもおしはかられよう 。

東 方 文 化 学 院 京 都 研 究 所

来畑先生の数少ない作品の中でのf回受作といえる京都北白川の東

方文化学院京都研究所の設計で、コノレビュジエに深< {t賄リしていた

先生としては、 この盤防が性格的に コノレフーからはほど速いと考え 、

最初は断るつもりだった t いうが、 この計画の中心人物、文学部の

浜田MK乍教授から、自作のスペインの僧院J1f f i . のスケッテな Eで説得

されてつくったい、うロマオ、スク風の建物は「一言 にして尽せば、

関西でなくては見られない濃かな気韻のある建物てある 。かかる感

じは関東地方に見る鈍重な厚ぼったい建砂ry 1: は正反対で、ある J (1新

建築J 1931)  1 : 、当時はなかなか女子評だったようだ。今見ても、かな

りの線を行くもので、後年の東畑謙三からは想像もつかね意匠的な

才気の片鱗がうかがわれる 。

ところが先生は、上記の学生時代におけるスティ ーノレ派の理論の

研究やコノレピュジエの紹介などについては、 ｵｾＢ 折回顧談の中で、か

なり力を入れて語られる半面、 こうし た自作の建築に関しては、そ

の後の数少ない作秒IJ のすべてをも含めて、ほとんど口を閉ざして語

ろうとされなかったのは何 il次だったのか。 もとより上述のプレモダ

ニズムの|期切に、いち早〈 モダニズムのスタイノレていやりたカ 3 った先

生としては不本意な作品だったのも事実であろうが、その後の経過

から考えても、先生は建築作品の芸術的な質ーなどにはそれほど関心

氏。ｾＮ＼ｯＢ咽｀・

「弘lt 築学研究」の表紙。1.:.(. が昭和 7年 6 月発行、ホがl昭和114年 12月発行のもの。



がなかったようなのである 。後に先生は建築はサイ エンスだといい、

自ら建築家ではなく構成技師だなどと規定したりされているのだが、

東畑建築事務所がなにわの地で、他に類のない「工場建築」専門の

設言十事務所として目党しい発展をするのふもとより先生の こうし

た考え方が基艇にあったからであろう 。

「学 究 」 か ら 「実務 」 への 転 換

ところでこの「設計事務所の設立J い、う、先生の「学究」から

「実務j への思い切った転換は、かなり唐突の感があるのだが、 こ

れについて先生は、その理由として、上記の，整助の「設計の案作を

やっている中に、建築家 t しての仕事をやるには E うしても実務に

携わらねばと考えるようになったからだ。J な1::1:' 述べられるのだ

が、 これがすべてではあるまい。 これには他にも っ と有力な契機と

思われるものがある 。 その一つは先生が師事 して来た武田五一博士

の定年退官であり、今一つは先生移11自身の結婚であった。結婚の相

手は[ " EI商岩井」の創業者岩井勝灯、[1の令嬢てや、勝次郎から縁談を

は口め

頼まれた関 ー ( 後の大阪市長) 夫人が、武田博士に相談したことか

ら、武田を1謀J的人としての結婚てあったという 。結婚は昭和 5年だ

が、* 畑謙三建築専1務所の開設は昭和 7年、武田博士の退官もまた

同じ年てあ った。

そして、その後の先生の事務所経営の成功については、何より義

父勝次郎の影響力 f大と見られる 。上記の工場建築への転換も、また

それを目的として計画された、事務所開設に先立つての海外視察旅

行も、みな毒邸乙のさしがねによるものだったと しづ 。

来畑先生が 「工場建築J の設計を始める重j臓となったとし、うアノレ

ノf ー 卜・カーンの設計ーによるシカ ゴのゼヌ、ラノレ ・モーターズの自動

車工場の見学も、また義父からの指示て前もってリストに上ってい

たものてやあった。

な にわの気 風 と後 継 者 育て

あきんど

なにわの商人は往々よく 出来る若者を選んて娘婿とし、後継者に

育て上げる例が多いといわれるが、建築の世界でも同様で、来畑先

生は御自身の ことについては榔U二げだが、他の目ぼしい先例につい

てはよく待| 府知で、「建築と社会J 70周年記念号 (87- 3 月) の白石登

喜男氏との対談の中で、後の日本建築協会の初代会長片岡安氏が、

日本銀行大阪支j苫長だった片岡直温に見込まれてその養子にな った

いきさつに言及されている 。「あの時片岡安先生は (IEI! &が) 品川町咳:

でした。 それが東大を ，'1" L 日銀の現場の監督に来たんです。『あい

つ、ょうやる男ゃな、おれの娘の婿にしょうかJ t 言っ て、口説き

落としたんです。 j さらに 「鹿島守之助がそうでしたね。あれも鹿島

建設のおやじさんが外国へ行くとき同じ船に乗ってて、 『ょうやる外

交官ゃな、あれ、なんとかならんか』 という ことで、守之助が鹿島

家へ入ったんです。J

もとより先生も、御自身の経験から、また同じ心てや「ょうやる男J

を求めて娘婿にし、後を継がせるやり方を実行されたと見られるの

だが、 この対談の時点 (1982) で、既に社長の座を、娘婿の市川宏

氏に譲られてしまっている 。

市川氏が「ょうやる男J である 事は今更いうまでもないが、先生

がどうして彼に白羽の矢を立てられたかについては詳てない。戦後

私が京大で、森田先生の助手をしていた頃、卒業したばかりの市川

さんと教授室の隣の小部屋で机を並べていたー|則明があった。当H寺、

市川さんは森田先生の設計のお手伝いで、 「湯) [1記念議官J のインテリ

アと取り組んでおられたのを思い出す。その頃だったか、はっきり

とはしないが、風の便りに束畑先生が卒業 主の中で 「ょうやる引

を所員に求められていると聞いたおばえがあるのだが・. ..

建 築 家 と経 営 の才 覚

1屈田善衛がカヲ テ、、ィの弱点について、 「建築家が芸術家である こと

をみとめながらも 、なおかつ他の芸術家 t ちがう点は、何より才覚

が必要な ことだと痛感したJ t 述べた ことがある 。いかに芸術的、

技術的に豊かな才能があっても、その才を発揮させるためには仕事

をとる ことが先決で、それには何よりも経営上の才党が必要となっ

てくる 。 この才覚なるものは、もともと身についたものかもしれな

いが、建築家の中にはすく守れた設計の能力をもちながら、才覚に欠

けた人が多いのも事実である 。

私は大学で 2 人の建築家の講義を聞いた。東畑先生( 工場建築)

と今一人は安井武雄先生( 施工法) であるが、御両所は何よりもこ

の才党の有無をめぐって、まったく対跡的だったようである。

それはあの戦争をはさむ冬の|時代において何より両先生の事務所

のあり方のお E ろくべき差異として示されている。大手各社の製鉄

所の仕事から軍関係の仕事へと、てんて こ鮮の忙 しさだった東1111事

務所に対して、肝心かなめの事務所そのものを海軍に接収されると

いう安非先生の運命が このことを何よりも雄弁に物語っていよう。

一方、安井先生に優る t もおとらねすぐれた建築家一芸術家であ

りながら、村野藤吾先生は、 一面かなりやり手の商売人でもあった

ろうかい

ょうで、ソロパン片手のかけひきの老猪きが伝えられていたりだが、

その村野先生に しても、戦時中は晴耕雨読の生活を送られた とか。

東畑先生は自分と村野先生との違いを建築の手法の遠いとして次

のように述べておられる。 「 … ・村町先生と違いまして、私には芸術

的な天性というものがないと思います。私には構成技師たる才はあ

るかもしれませんが、 それ故始めからそういう式でやっております。

やはり建築も これだけ専門が分かれてくると、 一人の人間だけでは

ゃれない、広雌裁でやらなければならないというのカ明、の主義で、そ

のため構成してゆく人が上に立たないとできな し、。その点て湾ムは

コ ン ダ タ タ ー

構成技師だ t いいたいのでやす。J (1日刊建設通信新聞 J 85年 1 月30日号)

これにはかなり先見性に富んだ1析しい考え方がふくまれているよ

うだ。今や建築は、先生もいわれるように、規挟的、機能的に巨大

化、複雑化 し、建築家個人の力ではやって行けないものが多くなろ

うとしている 。 その意味て¥われわれは、 21世紀を目前 に今一度、

来畑先生の考え方を再検討すべき H寺ではないかと思われる 。

( むかい まきや)
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大阪のまちづくりと束畑謙三

大島 靖

元 ・大阪市長、現 ・財団法人大阪国際交流センター会長

大 阪 万 博 、 日 本建 築 祭で の 活躍

東畑謙三先生は、そのお姿と同じように人聞としての大きさを感

じさせる方でした。j殺しさの中にもいつも優しさをたたえた眼差し

が印象的な温かいお人柄て¥包み込むような大きな包容力がありま

した。

先生は京者11の第三高等学校を大正12年に笹1I卒業されました。同期

には近鉄の佐伯勇さんがおられ、 l 級上には東洋紡の谷口豊三郎さ

んがおられました。三高の集まりで皆さんとよく御一緒しましたが、

私は昭和10年の卒業て束畑先生は大先輩でしたが、後輩の私に親し

みをもっていただし、て、いろいろと教えて下さいました。

私は大阪市の助役11寺代、まちづくりを担当しており、総合計画局

(現・計画調整局) 、土木局( 現・建設問) 、建築局( 現・都市整備局)

などを見ていましたが、そうしたまちづくりの仕 ｾ ｰＮに関して、東対 ＱＱ

先生からさまざまなアドバイスをいただきました。 そうした中て11百

和45年に日本万国博が千里丘陵を会場に聞かれ、東畑先生は、丹

健三先生、西山タfl三先生などと t もに万博会場の建設委員として参

画され、会場てつ'] [ 専会期中に開催された「日本建築祭J では実行委

員長として采配をふるわれ見事なイベントとして成し遂げられまし

た。 その後の沖縄海j判専てやは建前副聞として指導にあたられ、鶴見

の大阪1日専てやは政府苑の設計をされました。大阪万博当時は、大阪

はもとより日本の高度成長の絶T頁:JtJI て司王知l先生御自身、 j由の乗り切

っていちばん活躍されていた時勢jてやはなかったでしょうか。

インテックス大阪と大阪駅前再 開 発事 業

その翌年の昭和46年に、私は大阪市長に就任しました。 まちづく

りについてやりたい ことは数多くありましたが、大きな都T開十固と

いうのは計画から完成まで30年- 40年もかかり、 l 代の市長で出来

上がることは少なく 2代一 3代にわたる場合も多々あります。 そう

した年月のかかる仕事なので、私は自分のやるべき大阪のまちづく

りは、都市の基盤整備ではないか t 考えました。 もちろん市民のた

めの美予附官やスポーツ施設もっくりたし、と思いましたが、当時まだ

市民の生活環与逃備が先進国の大都市に比べ遅れており、まず都市

の根4宇であるインフラを整備していこうと決心 しました。

まず最初にとりかかったのは、ゴミ処理と下水処理の問題です。

もともと市町村などの地方自治体の成り立ちは、隣同士住み合って

いる各家庭て出来ない ゴミ処理、下水の処理など生活から出てくる

汚いものの処理を皆で一緒にやろう、お金が必要なら出し合ってや
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っていこうというのが原点なのです。私はやるにあたって、大阪市

内のコ‘ ミ処理、下水処理を 100%やろう、そしてきれいな住みよい大

阪の土古をつくろうと考えました。 ちょうどその頃、スイスの環境

設備メ ーカーの開発した「デロ ーノレ式」い、うあまり公害の出ない

新しいゴミ焼却装置があることを聞 き、これを輸入 して大阪市内に

清掃工場をつくりました。東畑先生には四i却 I1の清掃工場を設計し

ていただきました。 そうしたことで大阪市内から出るゴミの全量を

処理出来る体制を整えました。

一方、下水処理は地下に下水管を埋設する、人の目に触れない仕

事で苦労と大変なお金のかかる性質のものですが、皆さんの努力で

これも 100%完成しました。市内の道路舗装は、就任当時は砕石にア

スフアルトを流して固めた簡易舗装のものが大半でしたが、そうし

たものをきちんとした舗装にしていき、これも計画を完全に達成し

まし? こ。

こうした都T昨 |画という仕事は、大変な年月のかかる仕事で雨? を

の埋め立てなど、私の 2代前の中井市長の頃に計画され、当時の士

田茂首相の尽力でドイツのマルク債ヵ、ら資金調達ぞ行って実施し、

私の在任中に完成しました。 その甫港ニュータウンの未来を象徴す

る建築物として「インテックス大阪J を来畑先生に設計していただ

きました。完成した 「インテックス大阪J を目にした時、市港の事

業に取り組んださまざまな思い出カ曹長り、その素晴らしい建築デザ、

インと相まってほんとうに感動しました。その後、 「インテックス大

阪J 営会場として、数多くの国際見本市が聞かれ、大阪の国際化に

大きく貢献しました。

もうひとつ忘れてはならないのは、大阪駅前の再開発事業です。



大島元市長 t 束州m長三氏

戦後、大阪駅前には日本最大の| 告l市があり、ここの整理、立ち退き

には大変苦労しましたが、ここを再開発する構想、も中井市長の時代

から考えられ、私の頃になって本格的に動き出し、 4棟の高層ビノレ

が完成しました。 ここでも東対II 先生に杭恕段階から参画していただ

き随分とご苦労をおかけしました。

大 阪 市 建 築 審査 会 会 長 時代 の 東 畑 先 生

また、大阪のまちづくりの根幹 t い、える大阪市建築審査会の会

長を東畑先生にお願いし、 12年もの長きにわたって務めていただき

ました( 昭和44年 8 月- 56年 7 月) 。 そこで京畑先生には、建築、土

木、者rSi' 1育十画、交通などさまざまな分野の専門家の意見を聞き、ま

ちづくりの方針をまとめていただきました。 その手際はまさにオー

ケストラの指揮者のようで、数多くの音を合わせる才能は見事でし

た。 そこには、先生の建築や都市にカ、かわる技術と文化への深い洞

察と、意見を集約して構想、をまとめあげる手腕があり、先生が本来

備えていた建築家の総合力を見る思いでした。

大阪はもともと商業都市として発展し、土地の区画そのものが非

常に小さく、そこを再開発するにはさまざまな工夫が必要でした。

そこて1ミ畑先生は、審査会会長時代に小区画の男知也をまとめて開発

し、都心の良好な公開空地の古11tHを誘導する「総合設計背II 度J の推

進に力を入れられ、都市の旬以直性一アメニティの向上に力を尽くさ

れました。 また、大阪の景観づくりのひとつのアイデアとして、東

畑先生が提 ｕ ｾ されていたものに、水辺の景観主主怖があります 。 先生

は中之島などの川の両岸の附拘院の上に遊歩道をつくることを提案

され、のちに緑のプロムナー ドt してこれが実現しました。先年、

亡くなられた元 ・関経連会長の日向方斉さんは、晩年、ロイヤノレホ

テノレて、暮らしておられましたが、都刻、その遊歩道を散歩するのを

楽しみにされていたとお聞きしております。

水辺の整備にカ、かせない川の水質保全については、大阪市内の下

水処理施設や下水道の整備を完全に行いましたが、市外の寝屋川上

流から汚れた真っ黒い水が大}II を経て道頓摘に流れ込んで。くるのが

残念了でした。市長在任中に、パリで「第 3 ミレニアムの者II r 陪十匝u

に関する世界会識が聞かれ、日本からは東京都の鈴木知事と私が招

かれました。この会議は紀元2001年から 3000年までの都市問題を話

し合う壮大な会議でしたが、相、が基調講演を行う ことに なり、高速

道路などの通過交通路をすべて地下化し、 t也上の交通は早朝から深

夜まで市民の足代わりになる告排>1パスを走らせる、寝屋川の川の中

に下水処理施設をつくり水質浄化を図るなど、都市の未来像を話し

ますと、各国の代表者から非常に好評を得ました。

私は、大阪のまちづくりを考える時、いつも大阪市という地域だ

けを限定するのではなく、 もっ と広〈大阪府会イ本 そして京|荻村、

関 西 い づ グ ロ ーノf ノレな視点、て¥近畿一円が共に発展していきたい

という願いを込めています。 そうしたところから大阪市の人口減少

問題については、私自身、あまり気になりませんでした。大阪市内

の地価上昇のため、郊外に家を持ち市内に通勤する人が増えるのは

当然で、市内の人口が減っても府下全体で増えればし、 L、t 思ってい

ました。但し、市内の若年労働者の減少は都市の活性化において非

常に大きな問題て二活気あるまちづくりに若い人の力はかかせない

ものです。 そうした若い人たちを呼び戻す方策のひとつとして、新

婚者ー向け住宅をつくることにし、京畑先生にも修H相談して何件かを

手控トけていたfごきました。

その頃、庁内を見て回っていた| 時、たまたま新』持者向け住宅の設

計をしていた若い独身の職員を見かけ「独身者が新婚者向け住宅を

設計できるのかJ ! : . 問いますと「僕の新婚の夢を託してこの住宅を

設計していますJ ! : . 答えたのが、今でも印象に残っています。多分、

今では結婚して子イ共の 2、 3 人持っている年齢になっていると思い

ますカ九

趣 味 の 世 界 に 遊 ば れ た 晩 年

東畑先生のご趣味にふれますと、先生は国内外の建築や都市に|到

する古書や古地図を熱L、に収集され、多くの12重な文献を集められ

ていたと伺っています。 また、古い陶磁採などにも関心が様〈、大

阪市が中之島に東洋陶磁英中附官をつくった際、先生から I皿( 青花社

丹唐草文盤/ 元時代1271年 - 1368年) と査( 青花芸品弛 文 梅 肌/ 明時

代洪古111368年- 1398年) のご期間があり、 とくに血は重要文化財の

指定ぞうけたもので、大阪市の12重な文イヒ的財産となっています。

先生 IJ : 、第一組を退いてから、キ111戸の御影の修11自宅てや静かにお暮

らしてあったとお聞 きします。永年培われた幅広い文化に対する 造

諸のi奈さが礎となり、おそらく |晩年は、古書、古地図、古陶磁器に

固まれた薫り高い雰囲気の中て¥広〈深い教養の世界に遊ばれてい

たのではないでしょうか。私も 83歳という年齢になりますと、そう

した先生の心境がわかるようになってきました。

先生の各| 騨犠に参列させていただいた JI寺、 ー以与の前て手を合わせ

ながら、生前お好きだった三高の剰ほお経の代わりに口ずさみ、

先生にお別れを申し上げました。 ( 談)

( おおしま やすし)
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関西実業界と束畑謙三の縁

私的な思い出を含めて 一 一

田中 益夫

関西ペイント株式会社相談役

古代エジプトの油壷

関西ペイン卜本社ビノレの玄関脇に、 1ftl 膨石てやて。きた優雅な形の査

が置いであります。本社ビノレの設計者、東畑謙三先生のデザ、インに

よるものでありますが、先生によると、この原型は古代エジプトの

油査で、当時の女性カ河口庄に使っていた植物油を入れる器だったそ

うです。ある時先生から、 「君のと ころはペンキ屋て¥建物を美しく

する仕事をしているから、化粧油の査を置くのがちょうどし、いん

だ。」と 話していただいた ことを記憶しています。先生が亡くなられ

てからもう l 年近く経ちますが、玄関の脇の優美な査を目にする度

に、先生のお話ぶりのi回目見さや、時折 i' こやっ J とした表情て? 笑わ

れるお顔色官、い/ 1 ' ，します。

岩 井勝 次 郎 と 東 畑 謙 三

関西ペイン卜と束畑先生との関係は、関西ペイントの創業者岩井

勝次郎と先生とカ市田戚関係にあったことから始まりました。宕井) 勝

次郎 li 、文久 3年 (1863年) 、京都府北桑田郡! U! i I サ( 現・亀岡市旭町)

の農家にI笹山i原宿衛門の次男 t して生まれま した。1 3 . 歳の時、勝次

郎の将来を考えた切のはからいで、母方のいと こにあたる 岩井文助

が大阪で営んて¥、た岩井静U苫に見習いとして入ります。岩井商屈は、

当時、神戸の外国人居留地てや、主にアメリカ人、イギリス人、 ドイ

ツ人 t の交易を行なっており、彼らが母国から持ってきたランプの

はや、釘、ねじなどの品物をヲ |き取り、 これらを大阪の雑貨商等に

卸すのが仕事てがした。外国人相手の商売に使う 言葉はほとんどが英

語でしたが、勝次郎は丹波の田舎の出身ゆえ、教育らしい教育を受

けていなかったにもかかわらず、わずか 2 - 3年てや不自佳!なく外国

人相手の商売ができるようになったといわれています。おそらく語

関西ペイン ト本金l ピノレの玄関脇J の蕊
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学には天賦の才があったのでしょう 。やがて、先輩格の庖員が皆辞

めてしまうにし、たり、 16歳の勝次郎が実質的に庖を切り盛りするこ

とになりました。 それが庖主の岩井文肋に認められて、 27.歳の時に

は入り婿として文J l )Jの娘と結婚し、岩井勝次郎と名のるようになり

ました。

勝次郎の岩井商庖はJI 岡部lに諸問誌を伸ばし、日 :本村議する総合商

社( 現 ・日i商岩州側) にまで発展しましたが、卓越した起業家であ

った勝次郎は、 当H寺の国益にもかなう製造業の重要さを認識 してお

り、各分野に計 7社の製造会社主ナ起こしました。 そのうちの l 社が

関西ペイントで、大正 7年に設立されました。

こ の岩井勝次郎の 三 女 ｴｾ ｊＮ子の嫁いだ先が京畑謙 三 先生であったわ

けです。東畑先生は、当時京都大学建築学キヰの武田五一教授のも t

におり、その武田教肢の勧めて。縁談がまとまりました。先生は三重

県松阪の名家の生まれですが、地元では 「京畑四兄弟J といわれた

秀才の誉れ高い兄弟( 長男精ーは農学者、次男敬二は哲学者、 三男

が謙三、匹l男四郎は農林政務次官、いずれも故人) のひとりに娘を

嫁がせることに、勝次郎はたいそう満足していたといわれます。

このとき、勝次郎は娘に宛てて、嫁としての心得をしたためた手

紙を書きました。 このことは先生には知らされておりませんで した。

しかし、先生の奥犠の没後たんすの中から勝次郎直筆の手紙を見つ

けて、ずいぶん驚かれたそうです。私どもにはその手紙を見せても

らうことはできませんでしたが、それは、 「主人を大事にすること 。

お前も身体に気 そつけよ 。i' l ' 人さんには毎月あいさ つに伺うこと 。j

など L 娘を案じる親心に満ちた内容であ ったといいます。

結』酎ｾ、先生は、「それだけ建築が好きで熱中するなら 学 究に留ま

らず、具体的な成果をあげる 実務家にな ってはどうか。J との勝次郎

の勧めもあり、 H百平rJ 7年に大阪で東対11謙三建築事務所を設立しまし

i刻j 1lj ペイン ト木社ヒ‘ノレ外鋭



た。 30歳引| 寺のことです。さらに、「建築をやるな ら住宅ーのよ うなも

のよりも、工場ーなどの大きなものをやれJ い づ 勝 次 郎の助言 とと

もに資金援助を受け、欧米各地に先進の近代姥築を視察しました。

中でもアメリカの合理主義的な工場建築に大きな刺激を受けたそう

ですが、帰国後の初仕事が、勝次郎の会社のひとつ中央是糸( 現 ・

束E断蹴倒的) の八日市工場て二 H訴 [1 8 年に完成しました。「旬f:は旬|屋

に」と考える勝次郎は、建築設計にあたっては- c ) J 口を山さず、東

畑先生に存分に腕を振るわせたと跡、ています。 その後、勝次郎の

事業が拡大するにつれ、関西ぺイントを含む行井産業グノレーフ。の多

くの施設の設計が先生に任されました。

勝次郎カ苛ミ畑先生を高〈詞司郎する こんな話が残っています。当時

の関西実業界を代表するひとりの伊藤忠兵衛( 伊藤忠の創業者) が

先生を ｾ ｉ ｾ Ｇ ， ［ ｩ ｲ ［ に可愛がり、その熱 心 な仕事ぶりを誉めると、勝次郎は

わがことのように喜び、目を帝国めていっしょに誉めたと L' L、ます。

また、ある Il 勝次郎夫人が「邸の屋根が雨漏りするので兄てくれ。J

t 先生にい ったと ころ、勝次郎は「つまらないことをさせるな。設

計家: は屋オ即歪てーはなし、。」とー! 喝し、 これには先生も驚いたと後に語

っておいてでした。

関 西 ペ イ ン ト の建 築 物 の 設計

岩井勝次郎が実業家として成功した秘訣のひとつに、人の能力を

見抜き、健秀な人材を育てる才に長けていた点があ ったと思います。

勝ニ知 ｾｉｓ が見込んだ人材が、関西ペイントをここまで成長させ、また

岩井産業グノレーフ。を含む関西実業界の発展に大きく貢1駄したと いっ

ても過言ではないと思います。 そして建築家として見いだ、した人材

はといえば、娘婿の来畑先生であったわけです。私は若い頃、創業

者のな志て当社の建築物の大半を先生に設計してもらっている こと

を知りましたが、それを教えてくれた上司( 生聞きんという人て‘ し

た) が、「あの来日父はいつも気むずかしい顔をしておるがII¥J 追いのな

い偉い先生だ。」といっていたのを今も党えています。

私がヰi 長 引l桝¥( 平成元年~平成 7 年) にも、建物の設計は基本

的に束畑先生にお願いする ことにしました。自IJ 業者の基本方針を隊

持すべきだと思いましたし、設計 t 施工とを同じと ころでやると甘

いところができる、胞工から独立しきち っ とした7訴 -1をするとし、う

業務が大切だ、 t 考えたからです。

その判断がII rJ 泣いなカ 3 った ことを思い女11ったのが、阪神大足災の

ｈ 寺でした 。 関西ペイントの尼崎工場には、製造工平野 ｾ ｉｊ に多くの工場

があります。 その内のいくつかは震災で大きな被害を受 けました。

しかし京畑先生に設計していただいた合成樹Jj 旨製造工場はどクとも

せず、すくやに操業を再開する ことができました。私は、すぐさま束畑

先生のと ころへその ことを ご報告に伺いました。その日、私の話を 聞

いたあとの、先生の「にやっ」と笑われた表情を私は生涯忘れる こ

とができないでし ょう。「田中君、私に任せておけば、大丈夫という こ

とがやっ とわかったか。J とおっしやりたヵ、ったに違いありません。

「す? にとんで、来よって、かわいいやっちゃなあ。」と思って下さっ

たかもしれません。 それまで、来畑先生とは長いおつき合いでした

が、敬愛すべき先生である t 同時に、厳しさや不可思議な怖さを秘

めた方でもありました。 しかし、震災の後のその nの先生は、まるで

幼児のような物μ后な笑顔で私を迎え入れてくれました。先生が私を

認めてくれたようでもあり、また、達観した表情の先生にそれまでと

は違った親しみを感じるようになりました。ただ、残念ながら、先生

の生前のお姿を日にしたのは、 この 円が最後となりま した。

偉 大 な 親 父

東畑先生は、粁くして設計事務所を起 こし、戦後の厳い、l時代に

も家族的経営でヰi tlの生活を守り、ーイモて事務所を ここ まで次きく

されました。 また、制材i という不動翻 Ij 針よそっくって事務所の

経営基盤を強化したとも聞きますから、経営の才にも長けた方であ

ったと思いますし、 ii 没前戦後の関西実業界の手引喪に寄与した功絞も

忘れる ことはできません。ただ、私にとっては終生厳しい設計の先

生であり、また、大きな書斎の内で海外の書物に閉まれて日々研鑑

に励まれる教義人としての先生であり、あの 「にやっ J t した笑顔

に親愛の情を込めていえば 「偉大な親父j でした。 その 「親父」か

らね、が最後に受け取ったものは、 ロータリ ークラブの会員で した。

東畑先生の推聴で入会する ことになったのですが、実は このと ころ、

毎週の出席義務に少々閉口していると ころでもあります。 しかし、

先生に泣きごとをいってみても 、「君はまだわカ・っていない、そのう

ちにわかるよ 。J といわれるだけでしょう 。

私もそろそろ会社を離れる年齢に差しカ、かつてきましたが、人が

長生きする ことは良い ことだと思います。子孫に日;桜; と生きる勇気

を授け、まわりの人間 に喜びと安-t' A惑を与える ことができます。 そ

よわい

の意味で、齢 96で天寿を全うされた束畑先生は、私たちに大きな勇

気を与え、綴々な教訓を残してくれました。まさに、自分の人生の

目標としたい敬愛すべき先生でした。私にと っては、 96i設い、う年

齢も、あの度iEの大きさもなかなか越えがた い日棋ではありますが、

いつの日か先生にご報告できるような し、い人生を送ってみた いもの

だと思っているところてす。

( たなか ますお)
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文化人としての束畑謙三

伊藤郁太郎

大阪市立東洋陶磁美術館館長

青 花 牡 丹唐 草文 盤 と 洪 武 の 梅 瓶

東畑謙三先生に最初にお目にかかったのは、先生が永年愛蔵され

ていた ｩＺ Ｑ ｾ 国陶磁を当官官に、ご寄贈いただけるとのお話があ っ たのが

きっかけてやす。

大阪市立東i洋羊陶磁美術飴館，ゆ開館 5 年目にあたる H昭自和6臼2年のある

臼、突然、 東畑先生より直f桜妄お屯話話-カがf あり札、 じつは自分の持持牟つ てLい
、

る陶 Ｑ ｍ 慈 ｉ銭若器号ををｾ 2点寄j贈! 猶首した Lい、とし、われまし fたJ 。私がどのようなもので

しょうかとお尋ねすると何と 「元染付の牡丹文のI皿てす」とおっ し

ゃる 。私は思わず 「えっ、本当ですかJ と大声 をあげてしまいまし

た。 それほど先生からお申し出のあった「青花牡丹唐草文雄J は武

重なものです。重要文化財で、 しかも元染付の皿の中で世界ー との

高い評価があり、古美術界て加l らぬ人すらないほどの名品だったの

です。私の声と対照的に、先生は落ち着 いたお声てや 「美神強'13'・て11っ

てT頁けますかJ と言われました。私は 「勿論です。 当館にとってこ

れほど嬉しい ことはございませんJ とお答えいたしましたが、そ の

時の私は、まさに天 にも昇る 気持ちでした。同時にそれほどの貴重

なものを 「貰って項けますかJ とおっ しゃる先生の謙虚さに心打た

れる思いがいたしました。

さらに先生は 「東洋陶磁美制浦官を何度か訪ね、展示されている陶

磁器の数々を拝見したが、明時代のi;tJ.; 武年間に作られた染付カ対照し、

ので、それもあわせて寄贈しましょう J とおっし ゃいました。重文

の牡丹文の皿 をいただけるだけでも 素晴ら しいことなのに、洪武の

棚 tEまでも、 とのお話に私は 2度驚かされました。

「青花牡丹唐草文型剖は、牡丹の花が遠った角度てや四輪捕かれて

おり、生地はあくまで白〈、染付の コバルトの発色が自に痛いほど

ff 花牡丹山平文鍛
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濃く強い。 そして、文様自体が力強く、 しかも傷が一点もない。 こ

れらの条件が見事にそろ った元染付の世界ーの皿です。一方、洪武

の栴瓶は、 そもそも洪武年聞の焼き物自体が非常に少なく 何II値が高

い上、その 1:1:
1
でも先生がお持ちの材fi j : j 低は非常 に稀な蓋付のものです。

このような素晴らしい名品をご寄贈いただける ことは、当官官にと っ

て非常に光栄 なことであり、大阪市民にと っても大きな財産となり

ました。 じつは、この寄贈の話には後日談がありまして、先生にお

聞きしますしはじめは東京国立↑ 専物館に重文の元染付の皿を寄贈

されるお積もりだった そうです。 しかし、当館が開館されてから何

度か訪れているうちに、 当館の運営方針が気 lこし、られ、翻意された

と伺いました。開館以来、 一生懸命やっておりました当館のそうし

た姿勢力f、厳しい先生のお目に適ったという ことは二重の喜びてや、

館長である私としましては一生涯忘れられない砂慨を昧わう ことが

できました。

厳 しい限をもっ コ レクタ ー

これぞ契機としまして、幾度か先生にお目 にかかり、お話を伺う

ことが出来ました。中国陶磁の収集家 としての東畑先生は、少し古

いコレクタ ーなら御名前を知らね人はいないほど高名で、しかも「厳

しい眼をもっ コレクタ - J として知られた存在でした。 コレクタ ー

とい ってふさまざまな方がおられ、ただ集められた コレクション

の量の大きさを誇る人も数多い中、 「厳しい眼」ぃ、う喜判断は古美術

界てやは最高の賛辞です。 そもそも 中国陶磁の価値はその謀とした厳

しい美 しさにあり、内面を厳しく律する 人のみ、その其の美 しさと

価値が理解て3 ます。おそらく先生は御自身にも非常に厳しい方で、

その厳しさが先生を中国陶磁の世界へ向かわせたのだと思います。



また、先生は素晴らしい文章を苦かれる方でもあり、平成 2年に

上梓された 『ねずみ色からぼたん鍋まて] は、先生の其髄の一端を

窺わせるすぐれた随筆集です。干支にちなんだ話を集められたもの

ですが、題名からして酒脱きが棲み出ていますし、その題材が洋の

東西を問わず、 とりあげ方もｾｾ庁新で諮り口は絶妙、すべてにおいて

合苓の深いものです。 これを拝見しますと、先生はおそらく文筆家

としても名を残 したであろうと忠われるほどで、まさに 「文人東川

謙三 ここ に在り J といったJ惑がします。

ここに著かれた文章からだけで。も、古美術への造詣の深さが窺わ

れます。例えば「寅J については、おそらく世界最古の虎であろう

中国政時代の大理石製の虎に|刻する エ ピソ ー ド、ワシントンのアリ

ア一美事附官にある虎のブロンズ像の話、 「卯J の章での「鳥鋭ひ紋匝昨全

巻J に表された主主遣いにいたるまで、 その指摘は微に入り制に入り

:苫かれています。読者が思わず 「あっそうだったのかJ t 車附号させ

られるほど専門家はだしであるが、決してペダンティックでなく、

さりげなく教養の深さが凄み出る t ころに先生のお人柄がしのばれ

ます。 この随筆集はすでに正剖坂という こt ですが、ぜひ復刻して、

一人でも多くの方に読んでし、ただきたい t 思います。

心の広さ、 自由 さを象 徴

先生の径| 趣味の広さは、 こと陶磁器だけでなく 、青銅器、拓本、

油絵、建築 ・美術 ・工芸に関する古書、さらに晩年には古地図にも

領域が広がっておられたとお聞きします。 そうした収集の対象の広

さは先生の心の広さ、自由さを象徴するものではないでしょうか。

芸術は本質においてどれも同じで、キfi 千11
1の自由な人は自由に対象を

選べます。その時々で最高なものを求めていくと、決して一つのジ

消 林 文 庫

.・・師四四・

消林文五li の目録 t 随筆集「ねずみ色からぼたん鍬までJ

ヤンノレにとどまっておられないのです。

このように芸術のあらゆる分野に感応する心をもっておられたか

らこそ、東畑先生は建築家 t して成功を収められたので、しよう 。建

築は総合的なもので、見る力、聞く力、感じる力があれば、おのず

と空聞が見えてくるものです。 しかも秀て
γ

二人には優れた空間を感

得し、それを表現する ことがで》ます。先生は優・れた建築家で した

が、ほかの分野の芸術家としても卜分に大成されたと思います。

先生は、明治の人の気骨を感じさせる厳しさと同時に、慈愛の心

をお持ちでした。私どものような若い者仁対しでも柔らかい気さく

な態度で接せられ、お目にかかるとつい話が弾んでしまう方でした

が、そうした雰囲気にこちらが気を許 して馴れ馴れしくすると、 一

喝されそうな緊張感をいつも感じながら お付 き合いさせていただき

ました。私も仕司王柄、さまざまな分野の優れた方々にお会いいたし

ますが、 そうした中でも鮭同非常に魅力のある方の最右翼に位置

づけられました。

一度ゆっくりと先生のお宅にお伺いして、収集された コレクショ

ンをす平見しながら、お話をお聞きしたいとす、っと思っておりました。

その人の持ち物を 3点見れば、その人が分かるといいますが、先少

のお都屋に一歩入るだけで、先生のお心を感 じさせるものが満ち満

ちており、そ こにあるものの一点一点 に先生のお心が通っていたに

違いありません。それが実現ていきなかった ことが残念:でなりません。

しかし、先生の最も愛されたもの 2 点を当館が所蔵 しているわけで、

いわば東畑先生は、東洋陶磁美初戦官の中 に生き続けられているとも

舌 えます 。 先生の ｾ ｉ Ｍ ｉ 国陶磁への温かく厳し い 眼差しをナ受け継ぎ、先

生とお話し しているような気持ちで日々を過ごしています。 ( 談)

(仁、 t う いくたろう)

fN- 林文庫の一部
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教育者としての束畑謙三

紙 野 桂 人

大阪大学名誉教授

昭 和30年 という時勢

私が大阪大学て束畑先生の指導ぞ受 けたのは、昭和30年 (1955)

の森か ら秋の初めにかけて、約半年Il ¥J のことであ った。先生カf指導

されたのは、 1耐冬学年前期における設計計画演習の総イ土ヒげにあた

る科目てや、 学生としては過去 2年間の設計演習を通じて積み上げて

来た建築計画 ・建築デザ、インの思考力、表現力を改めて設計実務の

客観的なi浪て洗い直される賞重な機会て、あ った。 このような科目の

趣旨については、それまて。設言付旨導を受けてきた足立孝助教技 (ψ

時) からし っかり伝えられていたので、 受講する約20名の学生は、

設計に自信のある者も無い者もそれぞれに思いを新たにして この科

目にのぞんだものて。あった。

、!c1n寺、大阪大学工学部は大阪市内の都品区東野田11)j"に あり、すで

にli 没後10年を経ていたが、まだ多くの校舎が空襲によって焼失した

ｪｩｬ 久 ｉｉ Ｚ ｾ から ＱＱ 見け出せてはいなヵ、った 。 そのため施設環境は極めて悪か

った。設計す骨導が行われた建築コースの製図室は、 笑は戦前に機械

工学卒|の笑習工場として建てられたもので、 屋根 ・外壁とも石綿ス

レート張りの建屋の一部に間借りしていたのである 。天井はうんと

高いが床はモノレタノレ土聞でほこりぽっく、設備としては製図板と木

のメ叶奇子が粥防本と詰め込まれただけであった 。 空 ｲ ｴｬ ｾ 面白日主力 ｲ￬ Ｎ 度って、

株屯球がぶら下がっていた。 このような状況の下、先生の指導を受

けるにあたって、そのつど、製 ｉ ｾ ｉ 板を片寄せて帝 ｉＱ 屋の中央に空きス

ペースを造り、そ こに一台の製図台と椅子を置いて先生を迎えた。

そこで批評を受ける学生と先生の迦りを全学生が|副んで、そのやり

t りを聞かせていただくという形であ った。先生は決して口数多く

社民平されることはなカもったが、そのご指摘は的慌て、言葉はユーモ ア

を含んで鋭かったことを良〈党えている 。

当時の大阪大沼[ e 主制I Ｈ 大阪 ｲ ｬ￯ 者 ｉｬｲ Ｎ ｾ 区 東野間Ｉ
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ところで1昭和30年のH奇勢Lはどのようであったか。それを少しふり

返ってお こう。

戦後のわが国の立 ち直りを指導して来た吉田茂内閣が前年の 12

月に総静職し、リベラリストと 言われた鳩山一郎氏の内閣とな って、

わが国の動きが新しい局而を迎え初めたのがこの年てあった。いわ

ば、戦後処理のl時代から i断お求長の時代へと入る節目と 言 えよう 。

日本の総人口は約8930万人て二人口増加率はこの年あたりから第一

次ベビーブームによる急士郎仰を過ぎT 、年平均 1%程度の安定成長

期に入っている 。 この年の産米は戦後最高との発表カキ大にはあって、

世に明るさが見えつつあった。 しかし、建築学生の京却制犬況は、同

じ工学部で造船学年ヰ卒業生なE が恵まれていたのに比して、決して

良いものて" はなカ B った。

社会の移り目を象徴する文化事象をあげると、文田の旧 |止代を代

表する広 告 師 ｛ｉ ｾｉ Ｉ が「松 川 ［Ｚ［ ｊｾ 件」を 小 説として発表し、他方、私らと

同年齢の石原悦太郎が「太陽の季節j を刊行してt ! t (=t ! l l f 撃を与えて

いる 。京大カラ コノレム探検隊の出発や南樹現iWI参加の決定、原子力

研究所の予E足など新しい世界への参入が見え初めている 。

大阪の建築界では、富士写其フイノレムピノレ( 東畑謙三) 、クラブ関

西( 坂倉準三) 、大阪厚生年金病院( 山田守) などが前年までに完成

し、この年には朝 FI座( 旧文楽座 ・吉田五十八) が竣工している 。

また、手わた|坂ピノレ(村野藤吾) が若工 している 。 これらの建築は、

すでに姿を消 したものもあるが、 それぞ、れが人間的なスケーノレてやデ

ザインされた都市の建築として、私の心に今なお残っている優品で

ある 。特に東対11先生の富士写真フイノレムピノレは、今も御堂筋の一角

に優雅な姿を見せてくれている ことがうれしい。

京畑先生の指導を受 ける前年、私は大倉三郎先生( 京都工芸繊維

大 学 教授 ・ 当 時Ｉの主ｾ築計画 学 を受講した 。 その講義でいまなお鮮

1'1' ，士 写 其 フ イノレム ピノν



明に記憶しているのが次の言葉である。それは銀行建築とはいかな

る計画粂1
L
Iニを持って いるかに ついて話された後で、 「ところで君達

は、一生のうち銀行建築やオフィスヒツレを設計する機会が一度でも

あれば幸運なのだ。大部分の人はそんな機会に出会うことは無いだ

ろう 。J という 一言であった。私は この言葉で、建築家というものへ

の道のけわしさ、その社会的な意味の重さ、それを目指す ことへの

党陪のほどを教えられた。 それだけに、その建築界の中心にあって

活動しておられる束畑先生は、実に大きく見えたものであった。 こ

れに対して先生は、常に私たちと違わない座にあって厳しく批評を

加えて下さった。有難L、ことて、あった t 思う 。

東 畑 先 生の設 計指 導 から

ほこりっぽい倉庫のような灰色の製図室に、先生はいつもきちっ

とした背広姿で姿勢正しく入って来られた。そして室1:1:
1
央に私たち

が急ごしらえした指導の座を前にして一言。 「ここは，建築の設計をす

る所ではありませんなJ 1 : ，決して嫌味に聞こえない気楽な雰囲気

で言われたものであった。設計をする場所ではないと 言われた意味

について私は後でこう理解した。 それはひ t つに、建築設計をする

もののマインドが豊かであるべきことの重要性を何かにつけて指導

された点 t 結びついている 。

例えばホテノレ建築の設計について、当時たいへんft 重て‘ あった米

国出版の設計集を持参して見せて下さったが、 言わば当時三最先端の

計画 ・デザ、インの情報に接することを大切にしておられたと思う 。

貧しい情報からは貧しい空間しか生まれて来ない。貧しし、H寺代にあ

っても豊かなものを知る機会を持つ こと、それを教え られたのであ

る。 そしてまた一言、建築家は機会があれば、一流ホテルで食事する

くらいでありたい。学生でも思い切ってホテルのロビーには入れ、

あれはオープンな場所だから入れる 。 これは都市にある 学生の特権

だよしところで、当時の大阪ではホテルと 言 えば堂島河問、1"の新大

阪ホテノレぐらいて、あった。 それは今はなし、。

そしてもうひとつ、これは私自身が先生に言われたことでいある 。

当時の設計草案は、全紙大のケン ト紙に直桜書き込んで出すのが普

通であった。 このケント紙なるものは、 少々消して書き 直しでもび

くともしなし、。設計は、草案段階から これに書き込んてーいって修正

を重ねて儀後に仕土げんだから私は、草案図面が多少汚れていて

も平気のくせがつ いていた。先生は私の図面を広け‘ させて、まずふ

っと息を l吹いてほこりを飛ばして図面が良〈見えないよと 言われた

ものである 。 そして指導を受けたのは、君、図面は商品だよし E

んなに良いものが書かれていても汚れた図面は駄目だとおしかりを

受けた。実はその背景にほ こり っぽL、わが製図室の環境があった。

そして私自身の不精もわざわいしていた。だから先生は毎回、私の

図面を見引1寺はあきらめたようにほこりを払われるので、あった。こ

いつは馬よ目だ t 思っておられたかもしれない。

私の図面が汚れて見にくい理由のもうひとつは、他の人のように

別の紙にスケッチしてt州男の上で普くことをしないで、思ったらそ

のまま蓄し、たり消したりする少々いらちの性傍から来ていたと思う 。

結果の良し悪しは別として苦労の跡が見えてし、る戸斤でもあった。先

生はそのことは良〈判っておられて、苦情ぞ言われながらも図面は

良〈見ていただいた。逆に、いかにもすっきりとして、清々しいが、

内容は型通りという草案や図面については、「この人は真面目な人で

す。J あるいは「構造のて3 る人です。J という 一言で終りであった。

最終学年ではすでにゼミが決って、構造か材料か計画かい、う方向

づけは学生自身一応持って いた。だから、構造学の方に興味があっ

て設計はその次という者について、少々皮肉っておられた所もあっ

た。

先生の指導で 心 に残 って いる のは、計 ｩｬｬｩ ｬ 粂ヂｼ 二の解決引 Ｑｾ み上 げて

いって答えを出す ことを重視する合睦性をより| 変的強〈求められたこ

とである 。 それに対して私らは少々生意気になって、わざと斜行す

る空間軸を持ち込んだ平面を書いてみたりしたこともあった。 そん

な時先生は、「君は形から入っているな。J I : 指摘されて、建築の基本

I. : J : 直角に交差する所にあ ってそれなく して人は安心できないのだと

諭されるのであった。建築の基木はライト ・アングノレにあるという

こと の重要さにつ いては、その後、私自身の考え方に大きな; 関陀

及ぼしていると思う 。 それは真理だと私は考えている。

それと並んで先生が重視されたのは、窓と壁の相互の響き合いを

外観の形に| 台lけていかに心地良〈定めるかというデザイン力にあっ

たように思う 。私は関西のとりわけヒツレ建築に、その良い伝統があ

ったように思う。大阪カヌ ピノレにそれがあり、 富士写真フィルム ピ

ノレにもそれがある 。新大阪ピノレの村野藤吾先生は、そこからさらに

新しい形ぞ意図されたように思う 。

東畑先生は、当時われわれが雌んに真似をしたノレ ・コノレ ビュジ、エ

の作風について、良いとも悪いとも 言われはしなかった。ただ一度

言われたのは、ノレ ・コノレピュジエの本を日本で最初に翻訳して、 そ

れを京大のセミナーで報告したのは私ですよ、 と言 うことて、あった。

それが「鍛ｾＡやける都市 ｪ であったか ｅ うかは残念ながらうかがっ

てはいない。 またそれについて、どのように考えられたかもお聞き

する H寺間が無かった。残念に思っている 。

後年、私も大阪大学で建築学の一端を担うようになって、何かの

機会にお会いした時、よく先生はこう 言われたもので、あった。「学な

りますかけ。 その度に私は恐縮した。 ( か み の けいじん)
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京都大学建築学科と束畑謙三

金 多 潔

京都大学名誉教授

京 都 大 学 建 築 学 教 室 本 館

東畑謙 三 氏は京都大学建築判ヰの第 Ｔｾ 羽生伏正 ＱＵ 年卒業Ｉであ

る。

京都帝国大学工学部に建築学科が新設されたのは今から約80年

前の大正 9 (1920) 年 8 月のこ山、 9 月には附切が始まり、教

官 4名、新入生14名という小さな世幣で出発した。東畑氏が入学さ

れた大正12年のH寺点てやは、 学生定員は15名、教官は武田五一、天沼

俊一、藤サ|二厚二、坂静雄、森田慶一、太田喜二郎、片岡安、阪谷良

之進、古字国実、中牟田三治郎の10名とな っていた。

教室は、最初、工学部大教場を使用していたが、大正11年 6 月、

武田五一先生設計の建築学教室本館が竣工し、移転した。東畑氏は、

新築第 2J 羽生に当たる 。外壁にタイノレを貼った鉄筋コンクリ ー 卜造

2 階建てのこの本館は、木造かレンカ、造の建物しカ、なヵ、った京大構

内で、はなはだ近代的な、外壁がチョコレー ト色に輝〈、 しゃれた

建築物てや、 学生達にも大人気だったと聞いている 。

この頃のことについて東畑氏は、ある座談合、、次のように発き

されている 。

“ 私は 12年に入ったんですけれども、高等学校が三高な もんてやす

から、卒業 まぎわにな ってくると、どこへ行かんならねかといろい

ろ迷う時代ですね。 まあ工学部だヵ、ら、あの辺ぶらぶ ら歩いて、ど

こへ行こうかなと友達と皆集ま って相談するわけで、す。 そのときに

赤レンガのと ころにあれがポコッとチヨ コレート色の建物が建った

んですね。あの色がまあ若い者にと って非常に変ったし、い色なんて。

すね。それで建築というやつはおもしろいぞというわけです。(笑)

私のときは 15人定員、 三高からの応募が12人でした。そのとき 30何

人か らの志願者があって、幸か不幸か 11人受 けて 9 人入ったです

京都大学建築学教室本館
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ね。そのときには、こんな ことそ言 うといけませんが先生がどなた

であるか、坂先生がいらっしゃるか、武田先生がいらっしゃるか全

然知らないんです。建物が変わっているものだからそれに惚れた。

侠) そして皆誘い合わせて来たのを覚えています。そのときはた

しか建築志望で東京大学へ行った者は l 人もなかったと思います。

皆京都へ来たわけです。"

この木館11、今てやも建築教室のシンボルとして、およそ 当初の状

態が良〈見出寺されている 。

学 術 誌 「建 築 学 研 究」 の 編 集

大正13年 4 月に、建築: 判ヰにも大学院が設置され、東畑氏も大正

15年に大学院に進んで、武田五一教授指導のもとで建築意匠設計の

研究を続けられた。 また、研究のかたわら、その頃、建築制収官IJ

刊された学術誌「建築学研究J の編集にも参加されている 。 その辺

りの事情について、前述の座談会てやは次のような発言がある 。

“ 私が大学院に、たしか 9 月に入ってその年から始まったと思い

ます。あれは服部君が主 としてやろうじゃないか t いうことで、武

田先生のところへ度々行くのですが、どうもうまく行かない。では

大学院の学生だけでやろうという ことになりました。坂先生 にも

度々お願いに行くのですが、 「わしは建築学だj ということでなかな

か書いていただけないのです。 侠) 意IJ tlj 号はたしか大学院の学生だ

けでや書いているはずです。森田先生のところへ行って原稿をいただ

いた記憶があります。広告などもとりまして、ペイしまして、損は

しなかった筈です。毎月発行して、 3年、いやも っ と続いたと思い

ます。私がなに( 事務所開設) しましてから建築協会へ委託しまし

たけれども、樹氏の図案を画いたのを覚えています。" ( 判各)

“ 漢文を1質事 きにしたのは、あの雑誌が初めてでしょう 。私、編

集しておって、返り点をどちらに打っかで、だいぶもめたことがあ

りました。"

京 大 人 文 科 学 研 究 所 分 館

白亜のロマオ、スク風京大人文科学研岩間庁分館( 旧 ・東方文化学

院京都研究所) は、東畑氏が大学院H寺代に設計された建築であり、

極めてユニークなものとして、今日に至るまで人々の注目を集めて

いる 。 この建物の建設にまつわる エピソードを毎日新聞記者の斎藤

清明氏が書いているので、その→陀要約させていたぷ} 。

“ 設計は工学部建築学キヰ初受、武田五ーに話が持込まれた。京大

のH寺計台をはじめ、京都を中心に関西の近代建築を手がけた著名な

プロフェッサー・ アーキテク卜である 。

武田は、これを 当時27.歳、まだ大学院生の東畑謙三にやらせた。
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「外務省が金を出し、 卜万巻のシナの本ぞ入れ、それを中心にー|

五、六人の研究者が勉強するシナ文化砂防町i庁をつくる計画がある。

ひとつやってみないか。J

*対11は、のちに日本建築協会会長もっとめる建築界の大御所とな

るが、この研均所が最初の大きな仕事とな った。 ところが、シナ文

化と聞いて、東畑は悩んだ。近代建築の祖い、われるフランスの建

築家ンレ ・コ ノレビュジエに心酔し、彼を円本に初めて紹介したという

束畑にと って、シナ文化の建物といえば、 「反った屋根に、柱に竜か

何かを巻きつけて、およそ コノレピュジ、エと l. i ;f.由主いJ と考えてしま

った。しかし、教授の命令を断るにはII友を切る覚悟がいる。

そこで、 この建防の設計の中心になっているのは誰か調べてみる

と、浜田制乍( 元京大総長) とわカ、った。偉い樹受 U まいうものの

学部のちが う文学部の先生だと思いe切って訪ね、自分の気持を打ち

l明けた。すると浜田は、

「何をいうとるのや。反った屋根みたいな、わしも嫌いや。・

建築というものはシナの研究をするからシナのスタイルという、そ

んなパカなことはない。建築は建築らしし、ものをやったらよい。J と

来畑を説得したうえ、自分の描L、た研究所のスケッチをみせた。

「わしの好きなのは、スペインやイタリアの僧院や。J

浜町はスケッテを何枚も画いて、東畑に示して こういった。

「僧院の感じを出してくれ。 うんと強制してくれたまえ。 そうす

ると落着いた気分になり、 研究者はゆっくり仕事ができるんだ。J"

当初の設計てやは赤色だった屋根瓦を黒色に変えたり、塔の平面形

を変更したりの妥協もあったが、昭和 5 (1930) 年10月に竣工した。

中国の宮殿建築を模して建てられた東京研究所はラマ寺院のよう

に荘重であり、南殴の僧院を? 模した京都研ヲ屯所は軽快lこノ、ィカラで

あると評され、多くのシナ学者を輩出してし、る 。

来畑謙三氏は東畑建築事務所を主宰されるかたわら、昭和

22 (1947) 年から同37年まて京大建築学キヰの非J開 講 師 t してf締

の教育に当たられた。来対II 先生の担当科目は「建築計画各説l の言'W

誌であった。筆者も昭和26年秋( 第 2朝刊に先生の講義を聴講し

た l 人である 。 その年の 「建築計画各? 削の内容は 「工場建築J を

中心、としたもので、あ った。

週に 1度の講義の際、東畑先生から毎回いろいろな工場の設計図

面( 青写真) が孝財オとして配られ、製鉄所や機械工場のレイアウ ト

などの計画の仕方について興味i朱いお話があった。勅材の図面が大

変締麗に画いであるのに感心 した。筆者にとって、 とりわけ強〈印

象に残ったのは「屠殺場」の設計計画のお5舌で、中庭に集めたj防

段々と誘導路に押し込み、消毒液で洗浄し、屠殺ラインに至る段階

を、先生はユーモアを交じえて詳しくお話して下さった。

何年か後、筆者がサンフランシス コてツ ーセージを作る工場を見

学 した t き、東畑先生のその講義を'1裳ヵ、しく想い出した。

先生は、いつも定刻通りに教室に現われ、 2時間近く立ったまま

堂々たる体躯から出る朗々たる戸てやゆっくりと講述された。誰にも

わかり易〈素晴しい講義だった。

東畑先生は、また、大阪大学でも長年、建築専攻の学生に講義を

なさっていたと 附 ｪｾ 、ている。 ( かねた きよし)

〈参考文献〉

*  1)  r京都大学工学部k l ! 築学教室六十年史上京大建築学教室六卜年史編集委l J .

会、昭和55年 8 月。

*  2)  r京大人文l i J f ｊ 、斎藤 Ｐ ・ ｉｉｾｉ 、 ｈ 百平 ＱＱＶＱ 年ｬｊＧ Ｑ 、側創隆社発行 。
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日本建築総合試験所設立と束畑謙三

横 尾 義 貫

日本建築総合試験所顧問 ・京都大学名誉教授

日本建築総合試験所の 創設

日本建築総合試験所は、いまから 39年前、昭和39年 4 月に、建設

省所管の財団法人として創設されました。H百平[142年 12月には現志の

千里の地に、本館が|明かれ、なお多少遅れて昭和47年には通商産業

省 t の共管となっております。

戦後の日本は、昭和35年に成立した新日米安保条約と、池田勇人

首相の提H品した所得倍増計画を契機として、安定した国際関係のも

とに、驚異的経済発展を遂け、ますが、試験所の創設はまさに、その

新生日本へ向けての飛朔の| 埼矧に当たっておりました。当時のシン

ボリックな出来事をあけ、ますしまず35年に香里に、 37年には千里

にニュータウンが聞かれております。 これらは日本各地に建設され

たニュータウンの先駆けをなすものです。39年には、東京大阪をiJ 隠

れ世界初 ｝ の高速鉄道、東海道新幹線が開通し、東京には ｉ ｾ 外てや

初めてのオリンピックが開催され、やがて ＴＵ 年には悶ｾ Ｎ外ヰ ＧｩＩ ｊ の Ｗｊｴｴｾ

が、大阪千里丘陵に開催されます。

このI期切は、1 : 1本が全体として、 とくに関西が、開発への意欲が

高かったように想像されます。関西建築界では増大する工事の質を

A酎寺するために、また新建材 ・菊荷持法開発のために、材料 ・構造の

諸事泊先を行う公的な、 しかも高度のレベソレをもっ副験機関を、大阪

にもちたいという要望が強くなっていたと思われます。

試 験 所 設 立へ の東 畑 先 生 の 貢 献

当時の 日本建築協会会長の束畑謙三先生は、 副会長の塚本抗次先

生とともに、その高い人望 M蹴 t力を発揮されて、地元の要望を集

約して、見事に建設省認可の現制験所ぞ実現されます。 "Il央と地元

の意向の一致、資金 ・土地 ・人に関わる諸問題を向粍たし、 38年 6月、

近畿の建築関係 6 団体の会長懇談会をスタ ー トとして、多角的な活

日本建築総合試験所
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動をされ、翌年 2 月には手続E人会を聞き、 4 月には認可に漕ぎつけ

ておられます。驚くべき速さです。 なおとくに付け加えておきたい

ことは、初代所長( のち理事長) には建築工学の権威坂静雄先生を、

刷所長( のちの事務局長 ・副理事長) には、優れた建築テクノクラ

ー卜 である、大阪防衛施設局長、錦田直一氏を招致されたことです。

なおこれにより試験所のもつ特色、表現しにくいですが、科学|生と

申しますか、 一種の気位のごときものカ可隊成されてきたように思え

ます。 これらの創設前後のご努力は、試l脚斤の機関紙G B R C創立

20周年記念号 (1984・10) の座談会(1) r財団設立の経緯と将来への

展望J の 『束畑メモj によって知ることができます。 このメ モは、

先生を知る第一級の資料である t 信じますので、いたずらに抄訴す

ることは止め、お許しを得て再録することにいたしました。ぜひご

一読下さい。

東畑先生は、創梢: & も永らく副理事長として、また副理事長引持

された後も理事として、大処高処より試験所ーをご指導項きました。

厚〈感謝の意を表 したいと存じます。 ( よこお よし つら)

東 畑 メ モ

昭和38. 6  .  4  6 会長( 日本建築協会、大阪府建築士会、大阪建設業協

会、日本建築材料協会、日本建築学会近畿支部、日本建築

家協会関西支部) 午餐会を新大阪ホテルにて開催し、建設

省の勧奨による建築試験所を大 l阪に新設する f牛について

協議。

塚本盆次日本長l l : 築協会話IJ 会長が"1' 心と なって本件に| 到し

調査検討を行うことにした。

その後塚本氏を 中心として 大阪府関係者並びに 6 会の

副会長、業務局長が再三会合して このf牛についての調査

検討を行い、このrm建設省とも密接に連絡して 一応の構

想を縮めた。

7  .27 塚本、 III 村史郎日本建材協会事務局長両氏が菅隆二大阪府

試験所機関紙 r GBRCJ 創立20周年記念号座談会におりる東灼i謙三氏( 右か ら2 人

目)



建築部長、太田吾郎同次長、 111本康雄向指導謀長と共に左

藤義詮知事に而桜し援助方を要請。

7  .30 6会長午餐会をガスピノレ食堂に於て 1)11催、これまでの経過

報告の後協議の上、試験所設立についての補助金交付を建

設省 に陳情することを決定。

なお、設立に関する件については日本建築協会に位話役e

f衣頼するこ t にした。

8 . 1 * 京第一ホテノレて、主ttii 文字[ 三宅俊治指導謀長、松谷芳一日11技

官、塚本、悶村、東川の 5 人で食事。建設省の重点 Jl 包策と

して、「特殊法人で建築材料の格付けをする試験所を作り

たいという気迩J に釆っている 。

各種材料がたくさん I'_U，てきたので材料の格付けの :必要が

出てきた。 その仕事をこなす機関が必要である 。

ところが現在は日本建築センターの設立の話が進行中。建

研の支所にしてもいいが、それではお上の話ばかりにな っ

てしまうので予算がつかないし、民間の助けを得ないとい

けない。

大阪で進んでいる話し建設省の思惑が一致、「それはけっ

こうな話だ」ということで翌 日 8 . 2

8 . 2  建設省住宅局長前閃光泌氏訪問。 山本幸紘次官 1; : 1. 立ち話。

前回局長は部屋に入れてくれた。

そのとき同行したのは三宅俊治指導課長、尚 l明調査官、松

谷清一郎技官。この話はぜひとも大阪でや ってもらわなけ

ればいけないので「なんとか予算にのせよう J と松谷氏。

設立についての建設省の対応に確信をもって大阪へ帰る。

国としてはそんなに金が出るものではない 。地方公共団体

の援助がなければできないというヒントをもらう 。

8 . 9  市の娃築局長、部長、越 I: R 正勝課長へ以上の経過を説明し

了解を }Rむ。

8  . 26 科学技術センターで会議。「建築試験所J という仮名てやろ

うじゃないかということになった。

8  .30 指導係松谷氏をへて建設省の次官、局長へ陳情、大阪府主I !

築部の新部長 i奈尾実郎氏の試験所予算案、すでに本省と打

ち合わせ済みか 7

10.1、10. U O  26 とたびたび三宅、松谷両氏と会う 。松谷氏が色々桁示し、

その通りに東川が動〈 。

12. 18 大 阪 の 衆 ・参議員動かさねば予算がつかないということ

て、衆議員古川丈吉、大倉三郎氏へ陳情、菅野手11太郎氏、

原岡慾氏、大蔵省主計官背 ) AI 明司氏にもたびたび面会して

陳情する。

12. 23 建設省前田局長へ予算ぞつけてもらうよう氾文て、依頼。

12. 25 建設業協会事務局長久米保衛氏、建築協会事務局長手品政

ｹｾ 氏来訪、盟 ＧＱＧ て ＢＳ ， ＰＰＰ 呼位の土地が手に入らないかの相

談。

12. 28 田村氏が屯報て、建設省の補助金として、 1500万円 ついた J

と連絡してきた。

｜ｉ ｾｬ ｉｬ ＳＹ Ｎ＠ 1  .  6  鷲尾健三、塚本両氏とキ' " 談、試験所所長として坂 i¥Hf/'. 京大

名誉教授、苦悶盟丞氏( 大林組) の名が上がる 。

1. 9 塚本氏と資金の苦IJ 当守相談。

1  . 16 大阪市へ。柄拘l秀夫建築局長、地井敏克営繕部長へ説明し

て試験所設立の資金、人事等について大島助役まで認が上

ヵマった。

建設業協会へ、銭高郷之大|坂建設業協会会長、 il主辺節大| 波

! 荷主I ! 築士会会長へ説明。

1  .17 募金額の苦1 ] 当内容決める 。 人員候補決定。所長に坂先生、

専務理事に錦田直一大| 仮防衛施設局長。

1  .19 錦閏氏と正式に面会。「防衛庁の許可さえあれば行< J との

司王で力主? 得る 。

1  . 21 悠設省訪問、前田町長、 三宅謀長、l向調査官に錦町氏のこ

とも報告、 T :iJ主。

1  . 23 '.1.'村 文夫日本建材協会会長、竹 中練一 日本建築協会副会

長、* 畑、塚本、府へ陳情、補助金要請。

1  .24 '1
'

馬車事大阪市長、大向折助役へ市からの折| 凶UJ 金要請及び隙

情。 中村氏理事長就任を内諾。

1  .27 発起人慾談会。 "1"村理事長、坂所長決定、募金案決定。

2 . 4  建設省を訪問し、人事決定を報告。錦田専務理事を了解し

てもらう 。

2 . 7  設立発起人会議。

2  . 15 建材試験センタ一理事一行( 笹森巽所長、顧問浜 III 稔 束大

名誉教授、 北村敏正通産省穀業建材課長) をむかえる 。「建

材試験センターと いっしょになれj という申し入れは「設

立の動機が違うので不可能J 1 : 返事する 。

2  . 26 府企業局宅地開発部企画謀長五百蔵芳明氏が千里ニュ ー

タウン内に敷地があるという話をもってくる 。主導者は吹

田rliB日発協会。

①鋭l間氏の十| 二で防衛J]匝設庁長官小野裕氏他に了解を待な

ければいけない。

②( 財) 吹田市開発協会常務理事、吹田市総務局長前田清氏

に土地をわけていただく交渉に行〈 こ t 。

3. 3 尚氏から泣話て、錦町 l乏の件、了解つけた。三宅綴務議官

へ依頼したと ころ、 3 月31 日付で局長の織をはずし本部付

きにする 。 文主Ｚて‘地位給率 ｼ を記似して願告を小肝長官に Ｚ ｾ ｕ ，

せ 。 そこで ＧＳＹｾ ｦＭ 4 月 1 11 にさかのぼって錦岡氏を出す。

4  .  2  1' 1本建築協会手島政93君、財団法人届出提出。
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束畑謙三と日本建築協会

佐 野 正一

日本娃築↑ /，JJ 会名誉会長、安井建築設計事務所取締役会長

日 本 建 築 協 会 創 設の経 緯

東畑謙三 ( 1902 ・明3日F出生- 1998 ・平 10年死去) は、生涯に数

多くの図柄古動に関わったが、そのなかで最も ￬Ｊｾ 、関心をもち業設立

を残したのが日本建築協会であった。古い話になるが関係があるの

でやこの協会創設の経緯からはじめる 。

日本建築協会は 1917 (大 6年) 3 月30日関西建築協会として創J.lz

した。理事長は片岡安。理事は池田実、葛野壮一郎、武田五一、宗

兵蔵、 i皮江悌夫、設楽貞雄の 6名。事務所IJ . 大阪市東区今橋の片岡

事務所内にあり、 この年から機関誌「関西建築協会雑誌j を発行し、

1919 伏 8年) 、会の名称を日本建築協会と改称、 誌名は 「建築と社

会 ｪ に改めた 。 ＱＹＲＶ 伏 Ｑ Ｕ 年Ｉ社団法人設立許可されてｾ ， J.， 。

明治期以降の大阪 ・村戸地区は、束京が政治省11市として整備が進

むに対し砧極的な商謝辰輿によって産業者11市として大きく発展し、

特に大阪では新しい都市計画手法を導入して近代都市への脱皮を計

るぺ〈着々態勢を? ととのえつつあったH郁朗にある 。建築界に於いて

は臥沫流の基礎技術の導入が急速に進み、アーノレヌ ーボ一、セセ ッ

ション等の新思潮が次々伝えられ、新 しし、開発については時代の流

れとして比較的積極的に取り入れられた。

明治期大阪で活躍のめだつのは辰野金吾 ( 1854- 1919) 、河合浩蔵

( 1856- 1934) である 。 ともに東京に学んで大阪で活躍の場を拡げ

た。辰野は大阪で後輩の片岡安 (1876- 1946) カfEI銀技師とし て日

銀支底建築を終えたあとを誘ない明治37年辰野片岡建築事務所ぞ

開設し、以後大阪市公会堂、大阪市庁舎、新聞社、銀行等目立つ公

共及び民間建築物の設計を次々実現することになる 。同窓に京大教

授武田五一 ( 1872- 1938) があり、欧米の建築 ・技術の新しい情

報、判断の紹介を得て、互いに啓発し技術の向上をはかり、業務の

改善あるいは法令の規制について改善の建識を行い、また都市住宅

の計画、設計に提案を行うなど時宜に適しためざましい貢献を果た

した。

片岡安の功績はなんい、っても近代都市にとって洋品建築が必須

である ことを社会に認めさせ、臥沫流の建築家 t いうあたらしい仕

事ぶりを大きく認識させる ことであった。併せて建築にたずさわる

人達のオ、ットワ ークをつくり、 「関西建築界J を形成してお互いの交

流と外への発言をはかるようにしたい、また関東には 「建築学会J

という t雌! ，I j i があるが、関西ではもっと建築技術を手がかりに幅広い

院H系者の人間的な接触をめざ した1舗、龍にしたい、そういう考え方だ

ったように思える。学会のt蛸哉とは違っ て、関係者であれば幅広く

参加を受け入れて自由活発な組織であった。創設者片岡の功績は大

きい。

28 建築と社会 ・1則 5

竹)J 要健造 (1888- 1981) が建築協会の役員になるのは大正11年か

らであるが、昭和 12年から副会長として片岡会長の補佐の役割を引

き受け活動を継承した。 しかし今度は苦労の多い役まわりだった。

昭和17年戦時体制下で建築界 IU;蝉哉変革の論議の対象にされ、日本

建築学会、日本建築協会両会を何らかの方法で合併すべきものとす

る雰囲気のもとで、竹)J 要副会長はその議論の矢面に立って昭和 17年

より昭和20年に亘り折衝の中心に あったが、戦局の進展に伴い昭和

2伺三合併ー問題は当分延期することに決着し、以降この問題が再びと

りあけ‘ られる ことはなかった。建築工事はー先生はほとん E停止して

建築思潮論議E ころではなくなっていた。戦局lま方苛IJ 、雑誌発行の

為の用紙入手が難しくなり「建築と社会J 誌はついに昭和 19年 4 月

号から休f lJ 、昭和22年 1月号からようやく再刊となるのである 。

第 2代日本建築協会会長竹服従造の任期は 1947- 1958 (昭22年 4

月一 33年 3 月) である。日本建築学会 との合併論議て潔張した経過

はすでやに終わり戦後はーからやり直しのH朝乃である 。束畑謙三の協

会への参加は この時にはじまる。

戦後の建築界の大きな出来事は 1950 (昭25年) 建築士法 ・建築基

託地改正であろう 。 これに関連して日本建築士会が1952 (昭27年)

発足 し、日本建築家協会も 1956 (昭31年) 発足した。竹! 際会長の示

唆で建築協会内のt雌識だった建材部門が1950 (昭25年) 関西建材会

として再発足 (11訴[1 9年に創設していた)、 1957 (昭32年) に社団法

人関西建iM協会となって独立、 1959 (昭34年) に社団法人日 本建材

協会になった上て"1965 (昭40年) 、建設、通産両省認可の「社団法人

日本建築材李鵬会」に改組改称して今日にいたる 。戦後の職能団体

が次々成立してくる状況の下で、日本建築協会のような職能横断的

な懇親団体の将来を E うするか新たな課題をかかえる ことになった。

近 畿 建 築 会 館の設 立

第 Ｓ 代建築協会会 ー 長尾 ｾｉ 奇久 Ｎｉｬ Ｉ ｊ の任期 ｝ は ＱＹＵ Ｘ ＭＱＹＶＴ ( 昭和33年 4 月

一39年 3 月) であり、第 4 代建築協会会長束畑謙三の任期は

1964- 1971 (昭39年 4 月- 46年 3 月) である 。束畑は昭和 2 - 6 年

は京大大学院で恩師武田の下てE知択の新建築をじっくりと研究し、

この聞に処女作 t なる東方文化学院京者間究所の設計を仕上げ、岳

父岩井勝次郎のすすめて' I D ¥7 択の建築視察の旅に出る 。見るものすべ

てに5伊釘惑銘の連続だったが、当時はドイツ等て、盛んだった新建築

運動の所産にはそれほど興味を示さず、かえってアメリカのアノレパ

ート ・カーンの岡|片安合の鋼フレーム工場建設のたくましさ t 建設管

理の近代的なゆき方に強い共感を覚え、帰国早々、 1931 (昭 7年 12

月) 、独立して建築事務所を開設し、 エンジ、ニアリングを総合してあ

たらしい空間構成をひらくことを大きな目標として行動をはじめる 。



東畑I ; J : 、建築設計は専門分野の技術を総合して成立するものであ

り、設計弓可先所はその実践の場となるとし、う考え方だった。1941( 昭

16年) 京都大学講師、 1948 (昭23年) 大阪大学講師委嘱、後輩の育

成 に も 手 れ 3 しながら着々業績を重ねた。いわゆる産業建築い、う

新生面を開拓する努力が注目された。在学当時からのつながりで藤

井厚二初受を助けて京大建築判ヰ機関誌「建築学研究j の発行を続

け、のちに建築協会もその発行事務に協力する こU: なるのも片岡

一藤井一武田一束知|のつながりの濃さを物語っている。

昭和22年竹l眼健造が第 2代建築協会会長になった ことから束畑

謙三は竹肢のよき有1¥佑設として役員に登場する 。最初の仕事が事務

局整備だった。日本建築協会の事務所は大正 6年の創業以来、大阪

市内のヒツレを転々とし昭和 7年以降は北区中之島の朝日ピノレに在っ

た。直接戦災こそまねがれたものの、戦後の建築際H系団体の再興に

当たって狭臨て、不都合だったと ころか ら、昭和31年東区北浜三丁目

に空家となっていた伊藤邸跡を協会事務所に恰好のものとしてこれ

を取得すぺ〈究捗し、若干の増築改修そ加え地下 l 階、 I也上 4 階の

堂々たる近縦E築会館にまとめたのは東畑謙三( 会館法主委員会委

員長) の功績である。

IEll匙杉J取得に 1200万円増築等合む総事業費 1600万円に対し、協会

の支出は 100万円残りは借入れて潤う方針だった。借入金は 5年後

から返済し完済して束畑の仕事は終わった。開館は昭和31年10月、

この時矧自己建物をもっ団体は稀であったから協会は他から大いに

羨ましがられた。友好団体の関西建材協会、日本建築学針丘畿事務

所、創立問もない大腕荷建築士会、日本建築家協会関西支部が日本

建築協会 t 共に同居し近畿建築会館の名実ともに大阪に強力な建築

センタ ーの出現を印象づ‘ けた。この会館日時代は昭和58年まで長期つ

づくのである。( 上記建物は元大倉三郎氏の設計による)

建築協会の事務所問題はさらにつづく 。会館の建物は取得したが

土地は大腕荷: の所有だった。昭和50年代に入って府から土地の買い

取りの要請があった。協会としては財政上困ったが、第 5代会長坂

本猛次 (1910年生) 任期1971- 1982 (昭46年 4 月一 57年 3 月) は昭

和55年買い取りを決断し、心要な資金は借入れにより約4100万円を

調達して、大阪府と売貸契約を締結し所有権の登記を完結した。借

入金返済は平成 3年完了した。

ところが昭和58年 7 月隣地ヒサヤ大黒堂から事業拡張の目的てや

協会の土地建物一括譲渡の希望申出があり、第 6代会長福田朝生

(1917- 1984) 任期1982- 1984 (昭57年 4 月一 59年10月) は慎重検

討旬結射の 3億円で1*1il' ， ( こ応ずる ことに決し、 移転先として大阪市

て予万築の大阪駅前再開発ヒツレ第三号棟内で適当な物件を取得し、こ

れに内装等設備を行い、 1983 (昭58年12月) 開館の運びとしたもの

である 。 この寸主の事業は、東畑謙三元会長の周到なアドバイスに

よって終始誘導された こと を忘れる こt はて3 ない。

日本建築総合試験所の誕生

いま 一つ東畑謙三が建築協会の立場から大きな努力を払って実現

したのが、財団法人日本建築総合試鳥畑? の創設である 。昭和3炉開i

築基詩句去関連てや必要な認定 ・建築材料の言明禁事の業務機関を東京と

大阪に設立したいとする建設省の勧奨に従って大阪では建築協会が

|矧系建築団体と連絡しながら具体化のため調査検討をはじめること

とな った。

東畑謙三はその推進役となり、塚本猛次がその補佐とな って、建

設省住宅局三宅俊治指導課長、松谷若一郎技官等と接触しまた大

腕符建築部山本康I酎旨導課長、日本崩オ協会等と連絡して官民の出

資、土地建物点財オの手配、人材確保等の重要司王£頁を遂ー具体化し、

その聞に建材を主管する通産省担当の建材試験センタ ーのlf : x. 扱いと

の調整等曲折した経過があって、国9985万円、大阪府、大阪市各 l

億円、民間寄付-3.2億円、計約6. 2億円を財源とし千里丘陵に土地を

取得、建物 2億 2 千万円、機械器具その他約 3億円の施設を整え

1964 (昭39年 2 月) 、日本建築総合試l換所は発足した。 ( 以上の数字

は昭41年 8 月刊の要覧による発足時の計画であるが、その後の状況

変化て昭和39- 47年度の合計で、国の支出は 485万円に大阪府は 1

億 1千万円、大阪干11" 5500万円計約 l 倍、 7千万円に減じ、代って自動

車振興会、兵庫県から計約 l 億 2千万円が投資されている)

キYバt 理事長 lこは建材協会会長中村文雄、専務理事には元防衛施設

局長錦回直一、試草食所長には京大教J京反青争雄が夫々就任した。同年

4 月建設大臣設立認可、昭和47年 8 月建設省、通産省両省共管、関

西にかねて必要とされていた公的試l験研発機関カ苧誕生した意義はす

こぶる大きく、関西建築界戦後の|直仰l的な出来事といってよい。

第 2 回日本建築祭と当時の状況

東畑謙三が建築協会会長として尽力した仕事の一つ に第 2 回日本

建築祭がある。東畑謙三は 1964 (昭39年) 建築協会会長に就任し、

1967 (HB42年) は協会創立50周年を迎えていた。戦後数年を経て経

済界は大発展を? とげ、なかでも建設界は明るい希望あふれる状況に

あり、建設関連建築材料の生産も飛躍的に近代イじと生産増強が好調

だった。協会は創立50周年を回顧しつつ記念式典をあげて今日の雄

大を祝った。 この年から機関誌 「建築と社会j は大判に姿をあらた

めた。

1970 ( 昭和]45年) 開催の決った日本万国博覧会開催に向けての関

係者挙げての大きな動きが始まり、世界各国からの参加を得て「人

類の進歩と調和J のテー? をかかげて世界にひろがる人間の叡知の

かぎりを? 示す創造物を会場一杯にくりひろげ、戦後日 :本がJ! 文li 攻から

立ち直り 、あ らん限りの力を結集した成果として説文示する機会とな

っ?こ。

わが建築 8 団体( 日本建築協会、日本建築士会連合会、1 : 1木建築

家協会、日本建築学会、全国建設業協会、建築業協会、全国建築士

事務F刷弘会連合会、全日本建築士会) 主催、建設省、大阪府、大阪

市、万国博↑ tJJ 会後援のもとに昭和45年 7 月23日、会場お祭り広場に

於いて関係者 4千人を集めて大会を開催、東畑謙三は建築祭委員長

として主催 8団体を代表して高らかに万国|専の成功を祝って建築祭

そうたいあげたのだった。東畑にとってめぐりあ った好運な役まわ

りであったが建築界60年の起伏を思い起こし、戦後が終わってこれ

よりはじまるあたらしい姿を思いやって皆附来いものがあったにち

がいない。 ( さの しよういち)
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製図室の思い出

東 孝 光

建築家、大阪大学名誉教授、千葉工業大学教授

昭和]27年から昭和32年までの 5年間、大阪大学て建築を学んだ

が、設計製図については足立孝先生と束畑謙三先生に指導を受けた。

最初は足立先生から手 lまどきを受け、それから束畑先生から諜題が

出て、子取り足取りて滞 N-i 貨習を見て項いた。

H寺聞をかけて中身を育て積み上げていくという 設計の呼|吸をまだ

全然知らない学生の当時の私たちには、エスキース ・チェックの当

日が到騒動で、直前までスケッチをまとめるのに大わらわ、そ こへ

定刻には先生がおいてやになる 。当時まだ40歳代の先生は、きちんと

三つ揃えの背広に 中折れ帽、革の鞄とし、う紳士然とした姿てや挨だら

けの製図室に悠然とおいてやになる 。たちまち我々悪童連に固まれて、

今日は何番から、 と宣言されると、どっとどよめきがi91; き起こると

いった調子てあった。

たしカ 3学生ホーノレカヨ食堂かの器官で、私は R C シェノレ構造の込続

ボ、ーノレトの屋根をデザ、インしたつもりで、カ ーフーしたスラブの断面

をコンパスをつカ 3 って平行線で拙いていったと ころ、東君、シェノレ

でも何でも、力が伝わ ってし、くのだから根元は先端より厚みが増え

てし、くのだよ、 と自らフリ ーハンドて私の線を直して下さった。 そ

の t き初めて、建築の中を重力が伝わっ てL 、〈、そ の表現い、うも

のが先生の古倍去の動きと重なって、強〈鮮やカ、に実感されたこと、

40年五μ 二経った今日でも鮮やかに目に浮かぶ。

東川11先生に推薦状を書いてT頁いた郵政省の試験の二度 目の相凶変に

成功し、上京してしばらくは設計の仕事に夢中、その後坂倉事務所

の大阪ア トリエに移って同窓会などで先生にお目にかかる機会も持

てるようになったが、先生の温顔と時々とび 1':1:' 1すユーモアは製図室

の時と少しも変わらず、 とてもうれしかった。

1992年から 3年にかけて、京都の北白) 11で京都大学の先生の住宅

を設計する ことになった。現地 を訪れて住宅地 を歩いてみると、戦

前li 没後のし っ とりとした住宅に固まれて、中央に京大人文科学研究

所の白いスパニツシュの建物が目について、なにカサ裂かしく、懇き

つけられるようなたたずまいて。あった。 まわりのf主まいも、ど こか、

この静かでやさしく、鹿としたこの建築に、外壁や屋根の色づかい

でつながっている。私も 心に決めて、外壁の色を この建物に合わせ

て使うことにした。 この建物が、京大の東方文化研究所として、武

田五一先生の下で大学院|刷t の東畑先生が担当されたことを、あと

で東畑事務所の方々から教えられ、あっと思った。百万の言葉てゆ

説得も良いが、自分を磨いて諜としていれば、廻りはそれを囲むよ

うにして自ら学んでいく。束畑先生の製図室でのお姿は、 1担主変わ

らねものだった、 と今更のよう に教えられる思いであ った。

( あずま たかみつ)
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ベントパイフ。のことなど、

尾亀清四郎

株式会社三晃空調相談役

の昭和121年創業の三晃空調の工事組悲喜を見ると、昭和26年の頃に

呉羽紡績発注て子呉羽紡績鈴ｊＱ ｕ 場の消火給ｴｊ ￞ｍ ｩ ｾｦ ｾ ｴ 設備工事を、 6  

ヶ月で約2200万円を施工している 。別におl村証の下請て京都伏見深

草の駐留米軍施設の空調l助 別 姓 制i校、 3 ヶ月で5000万円を施工

している 。 この年の年商は僅か l 億 4 千万円余であるから、 これら

の工事は当時の 三 晃にとっては大工事てあった 。三 晃空 ｲｊｉｾ は、前年

から斎Ti紛土長以下の主力が?I:j l純米軍工事に従事していたので、鈴鹿

と伏見の工事はね、が担当した。

東畑先生は鈴鹿の現場ぺl寺々お見えになり、そのつど懇切なご指

導があった。ある日持ド* 用通気管( ベントノ f イフワのT頁部が露出し

ているのを目ざとく指摘され、工場建築い、えども美的感覚の犬切

なこt をf木験させて項いた。

②東京オリンピックのあと第 1 i l l 1 日本建築祭があり参加したが、第

2 回日本建築祭は千里の万国博会場で挙行された。H寺の主宰者ーとし

ての東畑先生の楓凍たる英姿が今も初 ＱｾＱ Ｑ とする 。

③ 日本建築総合試験所の設立につ L、ては、私共の制it 士会にまで先

生がわざわざお運び項き 、出摘団体のーっとして要請があった こと

は感激そのもので‘ あった。設備士会は、その後建築士法の改正てや建

築設備士が生まれ、船建築制市技術者協会となったが、検尾先生が

前験月iの理事長にご就任のとき私にご指名があり理事の一員に加え

てT頁いたが、 これも東畑先生のお蔭と今に感謝してし、る。

④“ 建築士の 1: 1Ｂカ ｾｬｉｩ ｬｊ 定されたとき、大阪府建築士会 小 西 Ｑ Ｂ Ｑ ド 会長の

発案で“ 主主人会" と称、して、東:):111謙三、森忠一、浦辺鎮太郎、田中

良太郎、高橋広三夫( 順不同) の諸先生を招き、 (1'1汐て阪倶楽部で午餐

を共にし ていろいろご高説を拝I隠した。士会からは小西会長と副会

長として足立孝先生と私が参加させてT頁いた。毎年の建築団体新年

互礼会の席上、東知|先生が該博な智識でその年の干支の話をされた

ことは有名てあるが、建人会ていの機智に富んだ5炎論風発もまた大変

有意義で、あった。

その後メンノ f ーに少し移動があり、恥官、一、高折度三夫の両先生 lこ

横尾義貴、イ但野正一、小西山1
1
の諸先生と私も加えてT頁いて建人会が

続いているのは誠に喜ばしい。 ( おがめ せいしろう)



東 畑 謙 三 先 生 の 思 い 出

十二支の話

小西 岬

大阪府建築士会名誉会長、小西設計会長

京畑先生が社長であった当H寺の、昭和 13年 4 月に私は長谷部 ・竹

! I 姿建築事務所( 現 ・円 建設計) に就職して、 7 月から約 3 ヶ月間、

|二|木製鉄材司会初訓I限術庁に縮問令せのため駐在してし 、た時、

東:.I:!l l事務所から出向の後の不二主主設掛Q: ¥会社の社長をされた故山口

吾郎氏と同室で仕事をしたのが、初めての按触てあった。

先生と大阪倶楽部でお会いする後会が割合多ヵ、った。「小泊ーさんは

頭の毛が少し、から、散髪代1; t . 半額ですか」と冗談を言われたが、「恰

女子をつけるのが毛が少ないと難しくて逆に割増金をとられますJ 1: 

切返したものである 。

和、が大阪府建築士会の会長をしている時、業界の長老を年一IH. I大

阪倶楽部へお集り願って、懇談を兼ね建築士会の運営についてご意

見を承り、 ご指導を戴〈機会を持った。 ご出j市をJ! 易ったのは*畑先

生を始め、森忠一 ・回r! -，良太郎 . ifli 辺鋲太郎 ・高橋度夫 ・塚本猛次 ・

但野正 一 ・ 横尾義民 ・ 堀内 Ｓｾ Ｑ Ｑ ・ 上西 喜 雄Ｈ順不同Ｉの諸先生であ

るが、東畑先生は大先輩として常に座をリ ー ドし和気弱々の 'l 'に、

色々と有益なお話を承る事が ｴ ｬ ｾ 米た 。

また、在阪業界団体の新年会 ・忘年会て. は毎年先生より ー|ー二支の

謹菩あるお話を承ったが、原稿なして湘iかい数字や難しい名前を並

べて、長 ｬ 時間に 亘 りお話を承る ＴＺ ｊＺｾ が，ＧＺＱＺＧ，来、楽しみにしてお ら れる方

が多かった。

私は十二年間、 (;fJ:)j三|腕前: 建築士会会一長の職にあったが、後任の会

長につ いて就任 6年目位か ら其食IJ に考え、 これと思う人に当 ったが

旨く行かず、最後の切札の枯りで、東側先生を訪ねて市川宏氏の就

任をお願いしたが、期待していた良い返事をT頁戴出来なかった。}[t; I，

えば先生は、市川宏氏を将来、建築|説会の会長仁と考えておられて、

建築士会の会長になる事に賛成されなかったのてあろう 。

先生は京都帝国大学工学部建築学科 を大正13年に卒業されたが、

大学卒業の建築家は少なく珍い、時代てあった。建築事務所の稲藍

期に事務所そ開設され、事務所を認識して貰うのに ご苦労が多ヵ、っ

た事 と推測している 。戦中戦後の受鮒昨代を切抜け、人材の育成を

心掛け、加えて得意先に恵まれて我国でも屈指の大建築事務所に育

てられた 。 業界の先輩、 同窓 の大先輩とし て世 話を ＧＩＺｾＡ￉ ｾ，而倒をよ

くみられた頼りがし、のある方であ った。 ( こに し み さき)

束畑謙三先生を憶う

西川 幸治

滋賀県立大学教授、京都大学名誉教授

東畑先生には じめてお会い したのは、 1960年の春の こと であっ

た。京大イラン ・アフガニスタン ・パキスタン学術調査隊に参加す

ることになり、隊一長の水野清一先生に同行し、事務所を訪ねたので

ある 。テャナカデリ追跡の大きい岩石を動かすチェンブロックやベ

ノレト コンベア ーを紹介していただき、 これらの調査資材をきl ' lj也へ運

送した。調査を終え、報告にうかがう と注 意i菜〈き いてくださ った。

やがてメハサンター寺院i跡の制査で、私たちははじめてカ、、ンダーラ の

仏像を発掘することに成功した。 さっそく先生に報告すると 「それ

はよかったJ 1 : わが事のようによろ こんでくださった。

東対日先生は人文科学羽「究所にも、 u寺おり 顔をみせ られ考古学の研

究室で水野' 先生はじめ、貝塚茂樹、長広事妨住先生らとたのしく談笑

しておられた。 この北! とl川の人文研の建物は浜田M1乍先生のテV サ

ンをも t に、当H奇げて学院在学中の東畑先生が手がけられた建物であ

り、研究所には知己の方も多く、先生に とってとりわけなつかし い

建物だったのだろう 。 ヨーロ ツノ fl:!"-I止の僧院をおもわせる この櫛泊

な建築は、装飾li 的財' I J IJ を配した玄関まわり、也統したアーチのJI J

柱の回廊でか こみ、その中に池や井戸を配した長方形の'=1='庭、鐘楼

をおもわせる書庫ぞ収めた熔屋など、その細心な定; 匠はスバニ ッシ

ュ ・ロマ オ、スクい、われ人ひ. とに親 しま れている 。

東対II 先生は美術にとどまらず、古書籍 ・古地図などにも造詣州楽

〈、その蒐集につとめておられた。 その一端を見せていただき大い

に ｬ ￭｜ ｈ￬ｾ させていただいたのも 、 つい こ の 聞 のように 思いだされる 。

それにしても、建築家として深い趣味と丹念な蒐集に示されたたの

しみと苦心について、 もっとうカ3 がっておきたカヨった と悔まれる 。

東畑先生は私たちのヵーンダーラ泣跡の調査に、深い IJ，lJ心 をもって

いただき、調査隊の報告会にはいつも顔をみせ、激励してくださっ

た。平成 2年 2月13日、 日本建築協会建築ク ラブの第2141i l l 朝食会

に、私は「カツダーラ 仏教追跡j について話す機会をあたえられた。

早朝 lこもかかわらず出席いただき、恐縮したのもなつかしい思い出

である 。 それにしても、カ。ンダーラの報告をする先生を失った こと

はなんともさびしく、悲しい。

先生の ご冥福をお祈 りするしだいて、ある 。 ( にしかわ こうじ)
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阪急・石橋の事務所

平田 定男

平田建築構造研究所相談役

紅、が来畑先生に初めてお目にカ活力、ったのは、京都大学建築科の 1

£院主の時である。先輩て、、大阪で設言同工務所を経営されている工場建

築の権威の先生であるとの ことであ った。高知県の田舎の "1:1学から

高知高校を出て入学した私は建築学科 t は住宅のプランを考えたり、

商業建築の美 しし、パースを l亙I < 所だという知識しか持合せていなか

った。工場建築い、うものが、構造計算で柱とか梁のメンバーを決

めて設計するものだとしづ講義を聴L 、て縫いたものである 。建築学

教室の西イJ!i Jの第 1 講義室であったと思うが、あの教室は外にもみぢ

の木が一面に植えられていて、少しl 1 ! j . u郎、教室であったが、長身の

先生が黒板に平家の工場のトラスを画いていた記憶が残っている 。

第 2 回目は卒業して 1 年目の昭和 17年である 。私は卒業と同H寺に

鴻池組に入社して阪急沿線の石橋に下宿した。石橋と蛍ケ i也の中間

に背 ｊｾ ｴ，［Ｑ主とし、う 当 時としては高級住宅地があった 。 私はそこにまｓＡｬｊ， ｉ 誌

の家があって、その家から蛍ケi也の駅に出る途"1: 1て二偶然先生の事

務所の棋札が目に止って立寄ってみた。先生と先輩の佐々木保さん

にお自にカ、ヵ、った記憶がある 。f両足、この話ぞ思い出して敢に話し

でも、そんな場所に設計事務所がなあと 言 う返事が返って来るばか

りである 。市川 さんも筏il 存士I山い様だし、: r l 訓l事務所の孟役さんに

会って、その話を してみたが全々通 じなかった。私は事務所が外壁

がグリ ーンの木造 2 階建であったと記憶しているけれど、 昔の こと

であるのでや私の忠、い遠いではなカ 2 ったヵ、と考える昨今である 。

第 3 @] 目は終戦の年のたしか 6 月頃でなカ 3 ったかと，E、う 。 それも

またな外な見 ｲｲ で、長岡天村にあるお寺のｽｾｉｦれで先生にお目にカ Ｓ カ 、っ

てし、る 。 その経緯は少し一長くなるが説明をする。それはは坂I縦 ft先

生い必旧直一先輩( 日本建築総合開会所願IUD が|刻係してし占 。

相、は昭和 19年、病気のため鴻池組を退社して坂古Mf t先生の紹介てや

錦田さんの勤務していた軍需省の近畿管理部に就職した。昭和 19年

の ことで敗l波間近し 、とは知らず、 軍需工場を山聞の空ヵ、らみえない

場所に疎開さすべ〈退位也探しの仕事をしていた。工f場易互建!主i築の権威の

束畑先生にf各倒御Z向印IJIωB

大役をおおせつカか3 つたカが主、話の内容 lはまイ何可も記f憶怠していな L 、、。 その時

先生カが言l在臼主当iいし、カスリ の若牧物l庁でで、帯をを? きちつとしめた姿ててで、引、私をを? 送つて下さ

つたことL、 その道の両側に背の高い竹オ、ホ本カが主鳴恕統t いていたことだけは-1憶l隠窓

えている 。先生に初回に御願いしたのは、兵庫県綾部の山間の適地

を判定して裁く ことであ って、それが丁度終1j 袋の 8 月151: 1であ っ

た。fJl' r可共の錦田さんの話によれば、綾部の駅の手前の汽 ] I[ の中てや、

終1j 投の笹p詔束力をお聞きにな ってし、る 。 この話も案タ同日っている方は

少ないかも知 Iれな L 、。

ヰl、が先生に最後にお目にかかったのは何時のことであったか。平

成 5 年に私は病気波養のため高知県の生れilJ6l! li に号 |き揚げていたヵ、

ら、それより 少し前の平成 2 ・ 3年の京大建築会の忘年会の時てあ

った と思う 。御元気で干旬、不の音頭をとられた姿を記憶している 。昨

年平成10年の忘年会では先生の姿はなく、病気が少し回復した私が

出席者の最年長者として音頭をとることにな った。先生に初めてお

目にかカ、ってから、約60年の歳月が過ぎてし、る 。( ひらた さ ｴｾＮ Ｑ￲Ｉ
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『空間』という言葉

藤森 照信

東京大学教授

初、が住んで、いる東京の中央品尉的制こはシヤレt:. 西洋館がいくつか

あるが、その一つ を見に行ったら、表札に「束畑J とあった。おそ

らく名高い民政学者の束畑精一氏の家と思われるが、その時は、精

一氏と謙三先生が笹11兄弟 U ま知らなヵ、った。後に兄弟と知l り、 もし

や謙三先生の設計かと思ったが、そうではなかった。

東畑謙三先生の思い出といえば、私の場合、まずあの西洋館が浮

んでくるのだが、しかし、今はもうなし、。東畑兄弟ももうおられな

。

、
し

謙三先生には昔話を聞 きにうヵ、がっただけで、個人的に特別深い

関係があ ったわけではないが、昔話は面白かった。武田五一先生の

前川はじめて手がけた京大の人文科学 問 聞 の こと、そのスパニ ッ

シュ様式のこと、あるいは若き日に接した分間 ｾｩＩｋ の運動の こ となど

を話してくれた。

そうしたなかで、 一番面白く、かつ興味深〈思ったのは、「空間j

という 言葉の由来についてだった。

すほ、建築について語る時に 「空間J という 二文字を使わないわ

けにはいかないが、その二文字をはじめて使用したのは自分である

と先生はおっしゃられた。そ して、その二文字を造語したのはかの

哲学者の三木清だ い、う のてある。

なんとなくずっ と苦からある 言葉の ようだが、昭和の初期に、 三

木清が造語 し、東畑謙三がはじめて使った。

その頃、 青年建築家であ った謙三先生は、建築を諮 るうえで二構

造でも材料でも装飾でも様式でも場所でもない、建築の一つの大事

なものについてなんとか言言割 ヒしたい t 考えていた。まだ客名f もない

それについて lはまドイツ3語苦に“ R a u m

を日本語に訳せ引lば正いい、 と考えた謙三青年は、 三木清に訳出l をイ衣頼

した。当時すでに高名な京大の哲学者であった三木に依頼できたの

は、義兄だったからにはかならない。 そして、 三木が「空間J の二

文字を与えてよこしたのである 。 この二文字を、謙三氏は建築雑誌

用の文の中で使い、世に出た。

モダンデザインの隆盛の中てや、様式や装飾に代る言葉を求めてい

た当時の日本の建築界は、空間の二文字を受け容れたのである 。

j;JJ:ヵラ反:1:111先生の昔話だが、それが正確にはいつ何という建築雑

誌の ことで、初出の文というのが何なのか私はまだ不在かめてない。

どなたか、関西建築界の人て市'(ii かめてくれれば幸 いである 。な んせ、

京都生まれの言語なのだから 。 ( ふじもり てるのぶ)



束 畑 謙三 先生の思い出

堅実で繊細なデザイナー

三 宗 司郎

昭和設立| ー代表取締役社長

私は、昭和46年に神戸大学大学附l主了と同時に、恩師鳥田教J受の

お勧め通り、東畑建築事務所へ入社させていただし、た訳ですが、も

う当時ても先生は、時々しか設計室にお姿をお見せにならなヵ、った、

芸の上の存在であったと託惜しています。

入社而接のl時に、「良い月院を若せてもらって、両親に感謝しなさ L、j

と言われたことも忘れられない一言ですし、その昔は工場建築の←

家とし、われ、その頃は、全ての分野に亘り、卓越した才能を開花さ

せておられ、丁度、完壁な円熟の| 時代に私はお出合い出来た事を幸

いに思っております。

入社して与えられた名刺の肩書きが「技師」。実務は即、サイ ロの

基礎伏図、鉄管制l組図、 鉄骨詳細図、部構図、雑配筋匡1etc入極めて

基礎的な技術を習得する訓練でスタ ー 卜をしました 。 学ｾ交を離れれ

ばすくやに「建築家j の仕事が出来る様な錯党をしていた私にとって、

Ｑ ￱ｊＱ Ｑ 奇 ｾｊｾｾ 匠図カ寺前かせていただけるのか、内心、心配していました 。

勿論、数ヶ月の後には、立面図の検討や、大型の開発案件や医探施

設等を担当させていただく織になったのですが、先生の堅実なお考

えでは、構造を具体的に毛II解していない設計τ創立、きっと考えられ

ない存在だったと思われます。

設計室を廻られる先生は、特に若い人々に対しては懇切丁寧に指

導下さいました。最初の訓練を過して、力学や納まりを 中心 lこ設計

される先生ではないかという先入観を持ちかけた浅薄な私の印象を、

次の司王f牛が、見事に打ち砕いたのです。

石能力、パノレ コニーのデザインに、私が半円のキャンティレノ f ーをテ、、

ザイナーよろしく作図していた所へ先生が釆られ、質問され、「君 I.:J:

E んな形に見せたいのか。J 1:， r半円に見せたいのです。J とお答え

すると、「それなら、コンパスで半円を: t iMi いてはダメだ。j と。「作Ti iJ(

ですか。J i : 図々しくお尋ねすると、「半円は下から見上げると桁円に

兄える 。半円に見せたければ、楕円にするべきです。実際のケース

を色々見て碓認しなさい。H 指導され、あれだけ、 学生H寺代に主! 1; 築

心理学に関心を持ちながら、製| 副板に向うと、何故か、定規とコン

パスに振り廻されている自分を大いに反省したものです。

月円が流れ、円満退社の後に、昭和設計に飛込みの面接を受け、

入社させていただいて今 |司に至っていますが、何より嬉しヵ、ったの

は、私が担当した神戸ポートアイランドプーノレ t ワーノレド記念ホー

ノレの作品展を先生に見ていただL、た11寺に、「よくここまで日l来たね。J

とおっしゃっていただし、て、何となく、 1J 1j込者に卒業吉正苦をいただ

いた気持になった ことです。

感謝と共に、御冥福をお祈り申し上げます。合掌

( みつ むね しろ う)

学成りますか。

森 田 司 郎

京都大学名将教授、日本建築総令試験所所長

京都大学を定年退官した| 僚に、今までの自分自身の過ごして来た

llVt l P 1 f をふり返る機会があった。 その際に一つの車111 となったのが、出

会った 「人J であ った。私の これまでの生き様、人となりに大きく

ｅｬ 斧ｾＡを与 えた人物 をた ｅ ると、 「東畑 謙 三 先生」の存在に出会う 。

* 畑先生とのj出い出会いは、和、が刺H建 築:J' ，務所に入社した昭和1

34年 4 月から退社までの 1 年 2 ヶ月間である。この特別の期111) 剖徐

けば、せいぜし、数年に一度平到支のものであった。パーティーの会場

などで久し振りに側尖拶申し上げると、 iJffJ 須をさらにほ ころばされ

ながら、決まって「学成りますか。J 1 : 尋ねていただいた。 これが私

にとっては、他に代え難L、刺激になってきた。 それ t 言 うのも先生

の知遇を得たにも拘らず( これは私のひとりよがりかもしれない

が) 、事務所ぞ短い期IIIJ て官z したことにがlする自12の念が、いつも私

の意識にあったからである 。先生に喜んでいただくには、研究者と

して少しは一人前にな らなければと、怠け心に鞭打ってきた。

最近は ご自宅て往J i j 決議中と聞いていたが、 L、っかはひょっこりと

お会いできて、「あんたも名誉樹受か、この頃は名誉教授の値うちも

下カtったもんや。H 、 lこやっとされる fごろうなあ、などと想像して

いたものだった。

「東畑謙三集」を先生の御元気の聞に出版する企画が、京都大学

の布野修司先生の編集で進められ、私も r-WJ Il l 建築事務所の思い 出

の記j と題して小文を寄稿したが、 ついに出版を待っていてくださ

らなかった。

東知l先生は往時の事務所では厳しい経営者でもあったことを? よく

承知している 。 その後も、! 殺絡さを加えられたと 聞き及んでいるが、

外にいる私共にはその{ ! l 岡を、むしろ見せないように自己慮しておら

れたのであろう 。サほ、不l、カ湖務している日本建築* ' z : .合試験所にと

っては、 * 畑先生はj殺しい育ての親であられたようだ。今ても理事

会の議事の検討などの折に、 「こ れは東対11先生がおられたら、厳しく

質問されるな。」と 言 う反省が聞こえてくるのに驚〈 。

今度お会い した時にはどんなアイロニーがお聞きて3 るかなし

めのL臓 を 忠L、浮かべなヵ% 想像していた楽しみが消えてしまった

のが悲しい。 ともあれ、私にとっては慈父のような存在であり続け

ている 。 ( もりた しろう)
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関西建築界の巨人たち

一一 リアリズムの風土のなかでーー

石田潤一郎

滋賀県立大学助教授

1  . 昭 和初 年 の三 巨 頭

本号の主人公、来畑謙三 に、 1" 臨{ 談をお願いしたことがある 。1932

年( I 1p，;r- n7) に彼カf事務所を構えようとしていたころについて話し

てし、るなかで、こんなことを言fl った。一→湖西の建築界には大立者

が三人L、る 。片岡宏、波辺節、松:)1二世太郎だと教えられた、 と。筆

者が号長引=武雄さんや村町，さんはどういう位開づ、けだったのですかと

尋ねると、有名になっては L 、たが、 三人の次の1止代のホープという

ふうに兄られていた、 という :7:;f:1床の返答てあった。重ね て、武田先

生 は ? と彼の阿について訪ねると、もちろんこの三人と同格で. あ

るという ニュアンス fごった。

片岡 ・渡辺 ・松井の 3人が大立者と 11 されて L 、たい、う事態は、

昭和 l初年という |時代と考えあわせると、なかなか意味深し、。 そして

Ｊ ｉ ｾ 得できるも のである。

片岡安はいうまでもなく、 |禁l同建築界に沼| 恥する存在だった。彼

には 3つの重要な業績がある 。一つ は設計幸附Hい、う観念を社会に

認めさせたこ ｴ だ 。 ｩ 皮とそのスタッフは ｮｗ ｉｉｬも祭日もなく ￭ｾ Ｉｊきつづ

けることで彼らの職能の何II 他を主張し、 10年間の苦闘の末にようや

く、設計者には設計判を払わなければならないことを大| 仮人に認め

させる 。片岡 li 、者い者が逆ら ったりすると、「建築家が設計料を貰

えるようにな っ たのは→村 ＨＨ ｾの おかげた、、」と怒ったそうだが、 こ の

一言は彼の向負をよく示している 。

二つ Uは洋風控築 t 社会の対応関係を築いた ことであ ろう。片岡

安は大| 坂財界の大立者、片岡直i昆の養嗣子で、あり、そこを糸円にク

ライアントを開拓していった。だが、彼はそうした個別の需要の喚

起だけにとどまっていなヵ、った。資本主義社会、そして近代都市に

とって洋) ! . I i 地築が欠くべからざる存在であることを社会にも建築界

にも認めさせたのである 。片岡安は、整備された街路網とそれにそ

って櫛比するオフ ィス ピノレ一一い、う 者1¥市空間のイメ ー ジを社会に

提示し、大阪をそうしたすがたに変えることに努力を傾注した。

三つ 日の功績は、 ｩ 羊 ｊｋｾ 法主築にたずさわる人 ｉｍｊ 、特に建築設計者の

オ、ットワ ークをつくり、「関西建築界j とu乎ぶに値する1雌識を生みだ

したことである 。明治末期までの|湖西は、孤立した建築家たちがそ

れぞれの持ち場て ＧＱ￭ｩＧｾ Ｇｬｌ のようにバラバラに活動しているい、う 状態

てあった。 その後急速に者い建築家の数が培t えてくる機をとらえて、

片岡安は、建築家が辿帯して、相互に交流し、また外に対して発言

するえ、ットワーク守築きあげる 。このi雌紘化の終着点、が、1917年の

関同建築協会( のちの Il 木建築協会) の結成である。

1931 ( 昭和 6) 年には事務所を石本喜久治にゆずって、財界人と

しての活動が主 となるが、 Hi'!.;f: rl 2l 年に亡くなるまで、円本建築協会

の会長を務めつづける。それだけでなく 、前記の石木喜久治 との共

同のほか、内分が手がけてきた都ホテノレの設計を仲間終吾を登用し

て引き継がせるなど、建築界を左有する実力を保っていた。

二人日の波辺節は、洋風建築の性格が1920年代にいた って変化し

てきたことの定、l床をだれよりも的iift; に兄抜いた人物て、ある 。 その変

イヒとは、 ヨド n常的なモニュメン卜から、 1ttをオフィスピノレにft表さ

れるような投資の対象の一つへというシフトにはかならなし、。彼の

事務所のモット ーは「安〈 、政〈、早りである 。 その仁1
1
の「早く J

に波辺の真什項が: 現われている 。すなわち、建設資金は借入金なの

だから、金手IJ に西国; しなければならない。また、建設行為がヒツレ経

営い、う事業の一環であるj ;J J 二、一五IJ も早くそ こから利益を上げて

投じた資金を同収しなければならなし、。 そこまで面白世、した設計をi度

辺は 日本で最初に行なった。

波辺tI J ' i はクライアン卜に対し「 これだけのお金を余分に出すと、

) ¥" 岡安 北開銀行 ｊ［ｾ 百 ＱＱ 支 ｊ ， ｉ ｾ ( 設計: 辰野 )'.-1品Jkl !築 'JH長所、 19161n
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これだけお得になりますよ J 1 : いったアドバイスが可能な人物fごっ

た。第一次大戦中の好ij ( J 引の不動産ブームにおいて経営顧問的な娃

築家を待ち望む声カ fでてきた。 それをf粍見して兄せたのが渡辺節だ

った。1929年の昭和恐慌以降、設計事務所の経常1; 1 : . 逼迫し、高齢の

姥築家が次々 t 引退するような状況になる 。 そうしたなか、渡辺は

財保人から厚い信望を勝ち得ており、ひとり IE自在な活動を続ける 。

京拘 ｵ 謙 三 ヵマ ｷ や ｊ ｾ ナ耳にしたのは、まさに ｩ 度辺の 地 力が際立っていた

このH封切の ことである 。

三若手口の才色件貫太郎の名はやや意外かもしれな L、。松井はt黄河工

務所の大阪事務所長である 。 1906年( 明治39) 東京大学卒業て二日香

川賦をはっきり否定した最初のi lHtてある 。同期の| 市]1]1信一郎、

3  ｾｴ ｈ 下の ｦ 釘自主慶 二 と親交があり、彼らとともに反様式の論陣を帰 っ

た。* 点 ・大手11f Tの 円本工業倶楽部に彼の主慌を今 rI でも作品とし

てst!. ることカ fていきる 。

こうしたヤンチャな革新|企の一方で、松井はクライアン卜に対し

ては信義を重んじ 、待計義に1嗣先を来たした。樹 j百[ 工務所は三:nJ け|制

と銑紡の仕事を多〈受注してきたカ f 1920年代以降、大阪:;<IW先所は

それらの傘下の工場建設に忙殺される ことになる 。「美術建築」を

次々と手がけていた若い ころを忘れたように、松井は工場を黙々と

作りつづける 。松井のそうした姿勢は、横河民中ili に心tJix し、忠勤を

尽くした心情の表われである 。 そのrl -Iでも彼が実力を蓄えていた こ

とは、丸の内に長大な姿をとどめる 三信ピノレ (1930年) に IIJl らかであ

る。久々 にジ、ヤ ーナ リズムをにまわせた この作品によって彼の成栄

が日まった ことは疑いない。 その手腕とまじめさ、それに織河工務

所の安定した経営とがあいま って、 f皮を関内，建築界の重鋲1 : 11 され

る位;il に: t 1jl し上げていった。

2  . 武 田 五ー な か り せ ば一 一一

最初に触れたように、: r l 訓|謙三は三人の大立者の ことを 円にする

とき、武田先生も同絡いづ前提で話した。 それはもとよりそのと

おりで、彼が世を去ったときの追悼記事を兄ても 「関西建築界の父J

「娃築意匠界の泰三I-J といった形符が並ぶ。

しかし、武川五ーのど こがそんなに偉かったのだろう 。三人は上

に比たようにワン ・アンド ・オンリ ーの業績を築いていた。彼らが

いなかったら、 |具JjJ Yの建築はかなり違ったものになっていただろう 。

そう考えた延長で、 もし武仕l五ーがし、なければ何が起きたかを想像

する t 少し困ってしまう 。たとえば、底野金吾が明治建築界の父と

呼ばれるのは結同のところ、人材を? 供給するアカデミ 一、需要を l喚

起する官界と財界、施工を逆行する建設業界一一こ の三jf iJ lヲのすべ、

てを辰野が作り上げたカ B らてある 。 これに対して、武田五ー が身を

置いた関西建築界は、まず公共建築は副次的な存在てあ った。 そし

て、主たる需要を恨む財界は、住友のように向前の営結1雌裁を育て

るか、フリ ー ・アーキテク卜へ起改良する緋|ヌ|が武凹とは|刻係なくで

きあがってい った。 その人材 1; 1 : . 、辰野金書が作り卜. げた東京帝13，抗

予や一仁手さ針変から1A: ，t : 合されていたし、建設業界も同様である 。最後

まて" 伐ったのは娃築家の職能の社会的認知 lの問題ていあるが、これを

片岡が力ずくて解決したのは先に凡たと ころである 。

もちろん、武IIUiー には有数+1LIの建築作品 と種々の工芸デザ、イ

ン、ストリ ー 卜・ファニチュアがある 。早稲LrJ のイ初孫功ー と北ぶ、

ｻＨｾｪ 三のフ 。 ロフェッサー ・ ア ー キテクトい、 っ てよ ｌ 、 。 しかし、足立

絡旨l氏カ丸、うように武 IJ I作品に対しては「平板であるとか、メリハ

リがないとか、彫りカ fj J i ; いといった指摘J カf{尚 :する (i!&築家武田

E一 ・人と作品J (1' ，干物館Il H?白木l編 『武|北五一 ・人と作品J )( ' l i 収) 。

|日I Ｇ ￬ 有 ｾ室
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武田に対するオ、カボティブな詞ヰ凶は 実 ｬｩｩ ，皮カ究 ｽｾｩ Ｕｴの ｴ きからあって、

京大退官記念の席てや、弟子が「先生には代表作がないのでこれから

がんばって下さ L、J とスピーチしたという 。 それどころか、大学の

同期であり、ともに関西建築界をにな ってきたはずの片岡安は、 『建

築と社会』の編集者が「武田博士の建築作品」という 言い方て宮市逗

にすると、「武田君に建築作品なしJ と言い捨てたらしい。

こう見てくると、武田五ーなんて要らない、 ぃ、いたくなる 。だ

が、試みに 19011: 1三に京都高等工芸 学校に赴任しなければ、かわりに

だれが来たか、ぞ推測してみよう 。東大の 1期上には名古屋高等工

業学校教授にな った鈴オ吋良次がいる 。同期てやは首席を争った森山松

之助( 第一銀行から台湾出会首府) 、 l 期下には文部省営繕に勤めた中

陳精一郎あたりに可能性があった。いずれも腕達者で、中候精一郎

などは曽網中侠事務所を主宰する以外の人生がありえたと空想する

だけでも楽しい。だが、冷静に考えて、彼らの手腕が関西建築界 t

適合したかどうかは疑問である 。それい、うのも、関西は 1910年前

後からセセッションが大いに広まる 。様式折衷の名手たちがそこで

所を得るとは考えにくいのである 。

1916年げミ正 5 ) 、葛野壮一郎は「大阪の建築J ! : 題して次のよう

に述べた。「大阪は万事実行の地てや、東京の批評家がおしの上で彼是論

議して居る聞に、 此の土地てやは遠慮無く 実行する 。ヌーボーと かセ

セッションとか、兎に角手庁1未の勝った流行的様式がドシドシ取り込

まれて、思い切った物が出来る j 。

「ヌーボー とかセ セッションj の影響を示す作品として早 いもの

には、武田五ーの京都府立図書館 (1909年) や京都市勧業館 (1910年)

がある 。IlI y場の建築では設楽貞雄の日本窃哉会社本庖 (1908年) 、山

本m制力商庖 (1909年) が目立つ。 さらに大正年間にはし、ると、片岡

安、河合治蔵といった大家が 「歴史本主式のセセッション化j を図っ

日本工業倶楽 部 ( 設計 松井賞太郎、 1920年)

36 

ている 。 こうして葛野がいうような 「流行的様式がドシドシ」生ま

れる 。葛野自身、大江ピノレテ川ングなどで 「新しl床の勝った」デザ、

インを提示する 。

こうしたとき、関西では歴史1細め価値引虫〈 主張する建築家は

いなカ、った。本来は反休制的なセセッションがf木市IJ そのものになっ

てしまう 。土着の美意識とシンクロしたといってよい。 こういう状

況下では、鈴オt禎次が来ても中候補一郎が来てもお互い不幸なこと

になっていただろう 。やはり武田五ーが来て正解だったのだ。

3  .  リアリズムとロマンティシズムの

ね じ れ

もう 一点、協め手から武田五ーの存在理由について考えてみよう 。

それはリアリズムとロマンティシズムいづ税12，である 。近年、古

山正雄氏( 京都工芸繊維大学教授) が関西の若手建築家 を論評して

「カ行の男J と 「ナ行の男j という分類を示した (W関西建築フォ ー

ラム j )。姓がカ行の音てやはじまる人問、すなわち岸和郎、北村博昭、

久保清ー とい ったと ころは建築作品と現実 との関係に関心をもって

いるとし、う 7意味て、、リアリス トてゃある 。 それに戸す して、ナ行て。はじま

る人々、すなわち根岸一之、新田正樹、 1:ll 村勇大は現実を超えたも

のへ関心が向かっているという 意味でロマンテスト t.:_' ''_ーー という分

類である 。いかにも古山氏らしいアッとおどろく 着眼点で、なによ

りリアリズムとロマンティシズムいづ古典的な二分法が、事態を?

解釈するのに こんなに有用だという こt を教えてくれると ころがす

ば らしい。 このネ見点を近代建築史のなかにも導入してみたい。近代

日本においては、早い段階から建築は工学であるとする見方と 芸術

であるとする西洋的な価値観との対立が存在した。だが、 二十世紀

に入ると、 この対立とは次元を異にする分裂が生じる 。学問の世界

三信 ピノレ (設計 松 井賞太郎、1930年)



では、具体的な建築物の設計 ・建設に結びつく問題守重視する実務

主義 と、 学問それ自体を目的とする 学理主義の分裂が生まれる。 そ

して、 ここ で問題にしている設計の世界でも 、クライアン卜の満足

を亙視し、個別の問題に最適解を与える ことを7話十の最大の目的 t

する立場と、あるべき 「建築」像を追求する ことが設計の目的とす

る立場の分裂が生じる 。前者をリアリズムと呼ぶ ことに問題はない

として、後者をロマンテイシズムとすることには語義てを拡けすぎと

いう印象が生じるかもしれない。 しかし、ロマンティシズムが「山

のあなたの空遠< J にある 幸福を求める 心性だとすれば、個々の依

頼を超えた「建築J を追求する姿勢をそう l呼んでまちがいではない

のである 。

大阪の風土がリアリズムに徹している とい うのは しばし l訪問向さ

れると ころだ。大正期の建築家について、向井正也氏 (1，111戸大学名誉

樹受) は本誌の建築協会創立70周年記念号に こう車、ている 。irもう

かりまっかj とか 『それでなんぼになる j などがログセの勘定高い

なにわの商人を相手に仕事をするからには、一般に彼らの建築観が

東京の建築家のそれとは本質的に巽なるものにな ったのは当然のな

りゆきといえる J。三人の大立者を こうし た義見点から見ると、片岡安

はあきらかに現状密着型である 。 自の前の問題を解決することでか

ろうじて職能が成立していた明治の建築家であればむしろ当然? であ

ろう 。渡辺節は、 「もうかりまっかj に対して 「こ れだけもうかりま

っせJ と即答できる建築家てあった。 リアリズムを研 ぎすませる こ

とてや後発だった渡辺の事務所は存在何Ij 値を得た。松井立太郎1;1:リア

リス トとロマ ンテス トの顔をイ史い分けた といえ る。彼の代表作が東

京にしかないのは、若い日「新しいものにしか生命はないJ !:.揚言

した彼の ロマンテイシズムを関西が育てなかったか らであろうか。

こうしたなか、武田五ーはやはり巽色だった。彼は一条の線、ー幅

のステンドグラスの美しさを建築全体の総合的価値に優先させるこ

とを肯定した。 そして、 「今までにない何か」を求めて、表現のl隔を

少しずつ広げつづけた。 そのロマンティシズムカf いささか側目的な

もので、あった t しても、建築の自立した魅力を示す ことに大きな意

味を持った。今日、 一般人の武田五ーファンが増えているのも、武

田作品に漂う ｾｊｉ ，ｆ，粂件な楽しさの故であろう。

太平洋戦争後のモダニズムのi矧 ヒは、上に述べたようなリアリズ

ムとロマンティシズムの構幽を崩壊させた。渡辺節の「もうかりま

っかJ リアリズムは、モダニズムの合理主義に補強されるように見

えながら、前提となる歴史段式への言朝国を突き崩されて磁改定する 。

武田五ーの「サムシンク、、 ・ニ ューJ ロマンティシズムは、 モダニズ

ムの語法カf現在装飾の幾何学形態に収束した ことで窒息する 。

新しし、リアリス〉は、やがて束畑謙三判左野正ーがもたらす。組

織による技術的革新と計画学的考究とが 「現実J の望む解決を可能

としていった。一方、新しい ロマ ンティシズムは村野藤吾によって

姿を現わす。 その手続きはアク ロノf ヅト的てあった。 まずリアリズ

ムによ って教条 的モダニズムの「スチュ ー デント ・ ワーク ｊ を訓嘆 ｦｾ

する 。 そのうえで、神戸新聞会館( 1956) ・事肘ミ阪ヒツレ (1958) ・米

子市公会堂 (1958) ・早大文学部校舎 (1960) なE 、ザ、ツハリッヒな

手法を採用し、そのなかで少しずつモダニズムの語法を拡張してい

しその積み重ねによって、村野流のサムシンクず ・ニ ューの魅力を

知ら しめる ことに成功する 。束畑謙三 も佐野正ーも 村野を誰よりも

高〈詞ヰ而している 。 リアリズムを突き詰める意義を知る者は、その

むつかしさも知っているのであろう 。

酷薄な現実力f夢想、をきたえる 。 そして、づ金に夢見る力が「現実J

のアキレス腿を射抜〈 。明治の昔から二十世紀末の今日まで、関西

はそのli 伐場て。あった。 ( いしだ じゅんいちろう)

武 凹 五一 名柄1 ft 虫研究所( 設百十 : 武江ll i 一、 1907年)
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束畑謙三・束畑建築事務所年譜

西暦( 年号) 社 会 の 動 き 東畑 謙三・ 東 畑 建 築 事 務所 に 関 わる出来 事 主要作品

1902 ( M35)  三重県一志郡笠地村に生まれる

1920( T 9)  三 重県立 ￬ｾＡＧＢ 学校卒業

1923( T l 2) 第三高等学校卒業

1926( T l 5) 京都帝国大学工: 学部建築学科卒業

1927 ( S 2  )  京都帝国大学大学院入学

1929 ( S 4  )  外務省嘱託 t して東方文化学院京都研究所設

言|ー

1930 
1931( S 6)  大阪市q屈託として新大阪ホテノレ設計

1932 ( S 7)  第一次上海事変 欧米建築祝療

5.  15:iF 件 東対日謙三建築事務所 IJFJ設( 大阪市北区)

1933( S 8)  日本、国際迷県)J 見退 事務所移転( 大阪市東区) 中央毛糸紡絞楠工場、関西ペイント東京及び

地下鉄梅田~心斎橋IJf.Ji邑 本社工場

1934 ( S 9  )  室戸台風 徳山鉄板f防止工場、日本生命保険神戸支庖

1935 
1935 ( S 10) 銀i展根トラスをラ ー メン桃造にして経済性を 渡辺栄一階jl 苫築港工場 ・倉庫

医|る

1936 ( S 11)  ベノレリンオリンピック 大 IIrJ紡絞大111] 工場、丸紅西ノ京染工場他、日

2.26IJJ 件 生病院

1937 ( S 12) 日rl l!隙ff' 始まる 設計監理のため "1-'図に所員派遣 天 津!f}j 絞公司、呉羽紡車交天津工場、富国人絹

御堂筋完成 鉄鋼統j ] l IJ により木造立体トラスによる架構 IJ f. J発 パノレプ祖父江工場

1938 ( S 13) 国産電機東京工場、来対n謙三建築事務所分室、

石川市IJ 作所工場他

1939 (  S  14) ｾＡＧｉ￭ｬ￬ｪ ・ 竹筋コンクリ ー 卜の研究 第二国産屯機組立工場

1940 
1940 ( S 15) 日独伊ニ国岡県 Ｚｾ ｉ Ｚ ｉ Ｚ ｉ 市蛍ケ 池 に分 ｾｦｩ 生世 台湾紡絞王国工場、国産屯機小間j京、大同工場

1941 (  S  16) 太平洋戦q' IJH戦 東川謙三、京都大学誹仰委 嘱 大 日本セノレロイド新井工場他、淀川 製鋼所住

軍主l ! 協力会設立 宅

1942(  S  17) 海軍施設協力会設立 呉羽航空機護側I工場

1943  ( S 18) 夕、イ セノレ網干工場

1945 
1945 ( S 20) 太平洋戦q，終戦、 11投災復興院 呉羽ゴム工業津工場、事務所

設立、東海 地 方大ｨＮｾ災

1946 ( S 21)  11*国慾法発布 不二建設附設立 大五l ! j産業各工場

1947 ( S 22) 束j : J II 謙三、 EI木建築家協会入会

日本建築協会入会

1948 (  S  23) 生l ! 設省発足、初ヲ1二大地 i)f J1ミ対日謙三、大阪大学講師委嘱 久保問鉄工所本社工場

1949 ( S 24) I，Il; J凶ペイン ト本社、東亜紡絞本社

1950 
1950 ( S 25) 朝鮮 Ｑ Ｑ 攻守 ， Ｎｴｊｊ 発、ｾ寺町公気 不一! t l ! 設附分間i経営 大阪鋼材木社、や1

'

F t事覧会外国館

建築基準法、建築士法公平li 紡 ｸｬｩｾＡＧｉｾ 工場を我国で初めて採用

1951 ( S 26) サンフランシス コ講和条約 株式会社東対u建築事務所に改組 伊藤忠名 i!i 屋支底、富士写兵フイノレム大阪支|

一級建築士事務所登録 J;li 

耳l:j:J n謙三、日本建築協会副会長に就任

1952 ( S 27) 三重県立博物館

1953 ( S 28) 伊勢会館、甲南高校

1954 ( S 29) 大和銀行堂島支] 苫、 EL PR，α:;RESO TEXTILE. S.  A  

1955 
1955 ( S 30) 日本住宅公団設立、や1

'

武jif 気 東川謙三 、日本建築学会理事 大阪国際見本市展示場、 二重いすず自動車本社

1956 ( S 31) 円本、国連JJ lI ll ¥i 可決 富士写兵フイノレム足柄研究所、徳島ピノレディング

1957 ( S 32) Y 述人工j;iI 暴スプー トニク l 号 九州支所IJHfJt ( 小倉市八時区) 兵庫県災林会館、 GENERAL T E XTILE MI - LLS 

建築基準法改正、なべ、底不況 本社新築移転( 大l仮iTi東区)

1958 ( S 33) 東京支所開設( 東京都中央区) 大阪営林局庁舎、 INDUST Rl AL T EXTILE-S-A  

東川謙三、大阪府知事表彰

1959 ( S 34) 岩戸公気、伊勢湾怠 J!a 大阪府決林会館、甲南大学 5 号館

1960 
1960 ( S 35) ベトナム戦争 :}:)J 発 東ｪＺｊ ｮ 謙 二 、日本建築家協会理 ｊｉ ｉ ｊ ｾ 大阪府立大学図舎館、大和銀行堂島支J;5

名古屋支所開設( 名古屋市中区)

東対日謙三、建設大臣表彰

1961 ( S 36) 市街地改造法公布 大阪府千里丘共同住宅、美津波東京支応

株式大恭務

1962 ( S 37) 東京支所を東京事務所に昇格 ・移転 大阪府民林技術センタ 一、三重県庁舎、岩井

ｊＱ明 ｬｉ ｩ｜ｉｾ 三 、 Ｑ 程綬褒立受章 産業本社

1963 ( S 38) ケオ、ディ大統領暗殺 名古屋支所を名古屋事務所に昇格 大阪駅前第一 ヒツレ、山陽特殊製鋼本社研究所

1964 ( S 39) 東京オリンピック |井l催 東川謙三、 EI本建築総合試験所高IJ 理事長 甲南大学15号館、富士写其フイノレム 中央研究

東海道新幹線全通 日本建築協会会長 Jifr 

1965 
1965(  S  40) 1:1' 図、文化大革命 東畑謙二、 EI本万国博覧会会場計画委員 大阪市工業技術試験所、専売公社米子たば こ

名神高速道路全通 工場

1966 ( S 41) 汗i林永岡 Ilrf ピノν
竣工、東京事務所入居 大 |坂見本市恒久展示場第 3 号館、亀戸二丁目

*j : J 1I 謙三、大阪商工会議所議員 市 街地住 宅

1967 ( S 42) 北 九州、| 支所、名古屋事務所移転 y出林省
"1'

央研究所本館、鈴鹿市民会館

深刻n謙三、日本万国博覧会建設顧問

1968 ( S 43) 3 億 l
工

l事件、十勝沖地良、 東畑謙三、 l司木建築家協会終身会員 三 重県伊勢総合庁舎、ｾ楽美術館

都市計画法公布

1969 ( S 44) アポロ 11号月面着陸 耳〈畑H謙三、大阪市建築審査会会長 万国博覧会インタ ー ナショナノレプレイス、 小

者11市 再開発法公布 Ｚｃ￬ ｩ 光山 ｲＸｪｾ
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西暦( 年号) 社 会 の 動 き 東畑謙三・ 東畑建築事務所に関わる出来事 主要作品

1970 
1970 (S 45) 日本万国博覧会|井l幕 耳iJ lII 謙三、大阪府|非19E務査会会長代理II 徳ぬ県立中央病院、ダイヤモンドファミリー

建築基準法改正 凶大寺

1971( S  46) ドノレショック 東:J:1II謙三、日本建築協会名誉会長 神戸市文化ホ ーノレ、兵庫駅前市街地住宅

DEMOS 導入

1972 (S 47) ;，附日返還、 札幌オリンピック 、 東対H謙三、日本建築学会名巻会只 大阪市環境科学研究所、鈴鹿市体育館

日本手11[;:j 改造論 勲三等瑞宝f ; i : 受立

1973  (S 48) 第一次オイ ノレショック 東川謙三、 沖純国際海洋博覧会thl ，会建設顧問 神戸市北区総合文化セン タ一、 EI商岩井大l坂

市川 宏、大阪府建築士会理事 本社

日本長I ! : 築家協会関西支部幹事

1974 (S 49) 国土利用計画法公布 本社大阪事務所完成 ・人居 森の宮市街地住宅、大阪府立砂川| 厚生稲祉セ

国土庁発足 東側謙三、日 中建築技術交流会高11会長として ンタ ー

友好訪中

1975 
1975 (S 50) ベトナム戦争終結、 t中純海洋 北九州支所移転 兵庫県新段業会館

1再開幕、宅地開発公団発足 市川 宏、大阪建築設計敗理協会副会長

1976 (  S  51)  建築基準法改正 豊橋勤労福祉会館、岡山県立津山総合体育館、

1977 (S 52) 大阪市此花区総合センタ ー

1978 (S 53) 日中平和l友好条約調印 大阪府勤労青少年研修センタ 一、D C寝屋川

第二次オイノレショック ショッピンク守セン ター

1979 (S 54) 東京サミット 京都市下京区総合庁舎、典型火災海上本社、

ホリディ ・イン南海大阪

1980  
1980 (S 55) イラン ・イラク戦争手1J 発 北九州支所、九州事務所に昇格 筑波学関者11市農林省関連胞設、大工大中央図

主!:fif'; 、神戸市 中央区役所、四日市カ ン トリー

倶楽部

1981 (S 56) やl'戸ポー トアイランド tuJ 京者11社会教育総合センタ 一、古!f'1珂rl "央: 聖子察 ・

住宅 ・都市整備公団発足 消防場合同庁舎、岡 山県倉敷iJW
L
7Kプーノレ、鈴

j良市立図55館、甲南大学理学部棟

1982 (S 57) フォ ークランド紛争勃発 市川 宏、日本建築協会副会長 徳島県立三好病院、京都府伏見港公闘体育館、

耳UIIi謙三、取締役会長に 愛仁会高槻病院

市川 宏、取締役社長に

1983 (S 58) rl" 国自動車道全通 横浜支所開設 京都駅南 口蒋|制発、大阪駅前第 4棟、束手日薬品岡山

工場、 KKR東京共済病院

1984 (S 59) 草子5芝公社 . ' ; I . ! : 公々社民営化 千葉支所開設 l次岡市文化会館メインシアタ 一、天理干li 庁舎、

建築士法 ・建築基準法改正 総務 ・財務 ・O A化 つくば科学博容備 ・消防本部 ・情報センタ ー

1985 
1985 (S 60) つくば科学博開幕 インテックス大阪、名古屋港ガーデ ン埠頭休

恕所、長居公園球技場、 兵庫県民業共済会館、

京都市消防局本音11庁舎

1986 (S 61) チェルノブイリ原発事故発生 市川| 宏、賞綬褒章受132 神戸市外国語大学、三重県立一志病院、神奈

内高不 ￬ｲｾ 川県立相談原球場、小山聞記念温泉病院、三

木市文化会館、瀬戸大橋架橋記念会館

1987 (S 62) イラン ・イラク l隙争終結 福岡支所開設( 稲岡市博多区) 京事11j{;f 総合見本市会館、名古屋国際見本市会場、足

NT T 株上場 立区制人総合セン タ一、社会保険庁富山厚生年金休

J Rll 社発足 II I l 1センタ ー

1988 (S 63) 大阪事務所 CAD導入 鈴鹿市文化会館、愛媛県笹察本部庁舎、東京

週休 2 日制導入 モー ド学園

1989 (1-1  1  )  ベルリンの壁崩咳 九州事務所移転 京都市国際交流会館、興亜火災海上保険日吉

天安門事件 東対11認定三、 紺綬褒章受章 センタ 一、佐賀市総合文化会館、国際花 t 緑

平成公気、 ￬ｬｮｾ 税導主人 の博覧会政府苑 ・いち ょう館、 河内長野駅前

再開発

1990 
1990 (I-I  2  )  東西ドイ ツ統一 二重 県議会棟、 ｩ ｜ Ｑ Ｎ｛ 而 ｝Ａ ｾ立水泳場、 ｮｲ ｬＡ ｺ 銀行本

国際花と緑の↑ w覧会開幕 ' ; 5 、愛媛県生波学習センタ ー

1991(H  3)  湾岸戦争勃発 コンベックス岡 111、松下電器産業淀川察、 京

ソビエト連邦消滅 都市障害者ス ポー ツセンタ 一、神戸市王子副j

バ ブノレ経済崩壊 物園 E うぶつ t こどもの図、大和銀行本' ; 5 、

立川市稲祉会館

1992( I-I 4)  地球環境サミ ァ ト|制! l i 草津市庁舎、千里 ライフサイ エ ンスセンタ 一、

広島ビッグア ーチ、横浜市障害者スポ ー ツ文

化 センタ 一、 奈良 ファミリ ー

1993( H 5)  E C統合rli 場スター卜 神戸市フル ー ツフラワ ーバーク、姫路科学館、

J リーグ発足 大阪市立総合医療センタ 一、静岡県厚生年金

北海道南西沖地震 健康福祉セ ンタ 一、京都市健康増進セ ンタ ー

1994( I-I 6)  GATT ワノレグアイラウンド 名古屋事務所移転 神奈川県産業技術総合研究所、愛知青少年公

妥結 市川| 宏、勲五等双光旭目 立受託 国センタ ーソずーン施設、香川県産業交流セン

関西新空港| 計] 港 タ 一 、北九 ｾＧｉＧ｛ 穴生ド ー ム、横浜市環境 事業局

鶴見工場

1995 
1995( H  7)  米国 ・ベトナム国交正治化 東北支所 |封l設 (仙 台市大白区) 大阪府立産業技術総合研究所、 中国銀行大| 仮

地下鉄サリン事件 支底、宮崎県立農業大学校、八潮市生涯活動

阪神 ・淡路大長災 センタ 一、皇子視庁渋谷警察署庁舎

1996  ( 1-1 8  )  アジア欧州、|首脳会議 新伏見開] ピノレ全館使用 |剤始、 泉佐野総合文化センタ 一、京者11万、ーテ、、ンパレ

ワーノレドカップ日総共同1Jf. lflli ス、大阪プール、秦野市総合体育館[ 、江戸掘

決定 センタ ー ピノレ、大野城市多目 的被合施設

1997 (1-1 9  )  香港、中国への返還 東北支所移 転 Ｈ ＱＱ｛Ｑ 白汁 ￯ Ｑｾｦｾ 区Ｉ 横浜国際総合競技場、交野市総合体育施設、

東対11謙三、取締役名誉会長 長野県障害者 福祉センタ 一、警視庁東京空港

市川 宏、 代表取締役会長 軍手察者庁舎、大阪城天守閣改修

其塚達夫、 代表取締役社長

1998  (I-I 10) 4 月29 日、来刻11謙三逝去( 平年97歳)

39 



東畑謙三先生を偲んで、

有士
J D"、

アーキヤマデ株式会ヰ土 代表取締役社長山n' ，ｾｉＺ ｴＮ ｪ＠ 干564-0053 大阪府吹田市江の木町24- 10 TEL06- 6385- 1261 

株 式 会 社 I NAX 関 西 統 括 支 社 取締役支社長 続本武彦 干550- 0013 大阪市西区新町 1-34-15大阪グレンチェックビル TEL06- 6539- 3500 

浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支l吉 専務取締役支庖長 谷 進 〒530-0043 大阪市北区天満2- 3- 5 TEL06-6351 -7502 

オ イ レ ス 工 業 株 式 会 社 代表取締役社長江 市利幸 干550-0012 大阪市西区立売掘卜 l 卜2 OT ヒ・ル TEL06-6534- 1951

株 式 会 社 大 林 組 取締役社長向笠似二 〒540-8584 大阪市中央区北浜東4-33 TEL06- 6946-4578 

株 式 会 社 岡 村 製 作 所 関 西 支 社 取締役関西支社長室 jl 王山 〒542-0081 大阪市中失区南船場4- 1-9南船場第一東洋ビル3F TEL06- 6282-4001 

株 式 会 社 奥 村 組 取締役社長奥村正太! ! j l 干545-8555 大阪市阿倍野区松崎町2- 2-2 TEL06- 6621ー1101

カ シ マ 工 業 株 式 会 社 代表取締役社長 加 向|後源 干536-0011 大阪市城東区放出西3ート1 TEL06-6967- 1221 

鹿 島 建 設 株 式 会 社 関 西 支 庖 常務取締役支庖長 井保武寿 〒550- 001 1  大阪市西区阿波座ト3-15 TEL06- 6536- 331 1  

川 崎 重 工 業 株 式 会 社 関 西 支 社 関西支社長 1(11王!文昭 〒530-0004 大阪市北区堂島浜2- 1- 29古河大阪ヒ・ル7F TEL06-6348- 8271 

株 式 会 社 き ん で ん 代表取締役社長 |日l ぷiS 干53卜8550 大阪市北区本庄東2- 3-41 TEL06- 6375- 6000 

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖 取締役支庖長山 n幹二 〒534- 0025 大阪市都島区片町2ー10-5 TEL06- 6352- 1151 

栗 原 工 業 株 式 会 社 取締役社長楽原信英 〒530-∞17 大阪市北区角田町卜 1 TEL06-6313- 1101 

コ ク ヨ 株 式 会 社 取締役社長泉 i且主主祁 干537- 8686 大阪市東成区大今里南6ート 1 TEL06-6976-1221 

株 式 会 社 三 晃 空 調 取締役社長野f藤 :ti' i 〒530-∞47 大阪市北区西天満3- 13- 20 TEL06-6363- 1671 

三 精 輸 送 機 株 式 会 社 代表取締役本多 議 〒564-∞63 大阪府吹田市江坂町ト 13-1 8 TEL06- 6385-5624 

株 式 会 社 三 冷 社 関 西 支 社 取締役支社長 新司恒夫 干550-∞03 大阪市西区京町堀2- 9- 8 TEL06-6446-0901 

シ ー メ ン ス 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 所長 岡本義成 〒530-∞47 大阪市北区西天満4ー川- 22 TEL06-6364-4551 

清 水 建 設 株 式 会 社 常務取締役関西事業本部長榊烏修二 干 54ト8520 大阪市中央区本町3- 5- 7 TEL06- 6263- 2800 

関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社 大 阪 支J吉 支庖長 三 品秀 ｬｩｦｾ 干 534- 0021 大阪市都島区都島本通4- 20- 26 TEL06- 6922-7661 

株 式 会 社 銭 高 組 社 長 銭 高 ー 普 〒550-∞05 大阪市西区西本町会会 11 なにわ筋ツインズウエスト TEL06- 653卜6431

大 成 建 設 株 式 会 社 関 西 支 庖 専務取締役関西支庖長 迷I制i I I 夫 干542-∞81 大阪市中央区南船場 1- 14- 10 TEL06- 6265- 4534 

株 式 会 社 高 島 屋 建 装 事 業 本 部 関西迎装事業部長明口賢治 〒556-0∞5 大阪市浪速区日本橋3-5-25 TEL06- 6632- 3190 

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取締役社長竹 l ド統一 干54ト0053 大阪市中央区本町4ート 13 TEL06-6252- 1201 
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東畑謙三先生を偲んで

有士
i D、

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常務取締役支庖長 府藤宗一 干 530- 0047 大阪市北区西天満3-6- 14 TEL06-6364-6661 

大 建 工 業 株 式 会 社 西部建築部部長 小川 賢治 干 530-8210 大阪市北区中之島2-3- 18 TEL06- 6228-3472 

株 式 会 社 築 柴 取締役社長 築柴宗 IW 干 604- 8414 京都市中京区西ノ京小倉町 10 TEL075-811 -617 1  

株 式 会 社 テ ク ノ 菱 和 大 阪 支l吉 常務取締役大阪支后長 鈴木災児 干 530-∞43 大阪市北区天満2- 7- 3 TEL06- 6352-4881 

戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締役支 底 長 河口允Ｑｉ ｾＱ 干550-0005 大阪市西区西本町| ー13-47 TEL06-6531-6095 

東 急 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 専務取締役支底長 ;:ji; III 左 門 〒53卜 0072 大阪市北区豊崎3-1 9-3 TEL06-6377-6514 

飛 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支l吉 常務取締役 支 庖長ｾ Ｍ［＼ｾＮ￺ Ｇｴ ｨＺ主 干 540-0034 大阪市中失区島町2- 2-21 TEL06-6942- 2481 

ナ ブ コ ド ア 株 式 会 社 代表取締役社長 ｊ ｉ ａ 山 Ｚ ｾｾＦ ｦ 長 干 550-0∞5 大阪市西区西本田J 1- 13-8  TEL06- 6532- 5841 

株 式 会 社 内 外テ クノス 取締役社長 小凶，年一 干574-0074 大阪府大東市谷)112- 7- 1 TEL0720- 72- 2161 

日 本電 気硝 子 株 式 会 社 常務取締役建材事業本部長 戸谷文降 干532- 0003 大阪市淀川区宮原4ート14 TEL06- 6399-2728 

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 株 式 会 社 取続役社長 ，'I'.J t'J 1t )，j f ，-; J 干 544-0014 大阪市生野区巽東3- 17- 10 TEL06- 6758-1251 

日 本 ピ ー マ ック 株 式 会 社 大 阪 支 底 支庖長 治符 仁 〒530-0054 大阪市北区南森町 1- 4- 19サウスホレストピル TEL06- 6362- 6655

株式会社ノ、マ キ ャス卜 代表取締役 ift '1' 消海 干553- 0006 大阪市福島区吉野3- 2- 32 TEL06- 6463-6684 

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 大 阪 支 庖 常務取締役支庖長 l対111泰道 干54ト0046 大阪市中央区平野町4- 2- 16 TEL06- 6201 -3737 

不 二 建 設 株 式 会 社 代表取締役 大必品H召 干540-0011 大阪市中央区農人橋ト 1-22 TEL06- 6946-2270 

不 動 建 設 株 式 会 社 取締役社長 dT古 11ミ伝 〒54 卜0046 大阪市中央区平野町4-2- 16 TEL06- 6201 - 1121 

富 士 技 研 興 業 株 式 会 社 代表取締役 金 f 敏級 干54 卜 0053 大阪市中央区本町会3- 6ビジネスピル3階 TEL06- 626卜 5222

福 西 鋳 物 株 式 会 社 代表取締役社長 '1' 緑茶夫 〒550守 0015 大阪市西区南堀江4- 25- 17 TEL06- 654ト2924

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 取締役社長 総本餓三 干 540-0028 大阪市中央区常皇室町 1-3-8 TEL06- 6966-0400 

(50音順)

文 化 シ ャ ッ タ一株 式 会 社 関 西 支 庖 取締役関西支庖長 松 本 義 lりj 〒54ト∞57 大阪市中央区北久宝寺町4-3- 11 エーユ一本町ビル6階 TEL06-6282- 0945

株 式 会 社 松 村 組 取締役社長 稲 川 耕作 干 530-8588 大阪市北区東天満ト 10- 20 TEL06-6353- 1131 

ヤ マ ギ ワ 株 式 会 社 近 畿 営 業 部 常務取締役営業部長 平向II )!! I(犬 干556- 0005 大阪市浪速区日本橋3-4- 9 TEL06-6643- 321 1  

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代表取締役立野 純三 干550- 0015 大阪市西区南堀江2- 13- 22 TEL06-6532- 3188 

日 本 建 築 協 会 事 務 局 一 同
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KAJ I MA D ES I GN 誠二桑原

芝生から

園

素材と妓術が生み出す desi gn

素材、技術の源流へのRe- approachによって新たなる創造性に向かうことを企画するシリーズ

第17回は 「緑」について考える 。

建築の世界では「緑」は外檎や造図という分野に類別され、建物に付加されるものと捉えら

れがちである 。今回は、建築を構成する素材としての「緑」の可能性から、新たな空間の展

開を模索してみる 。 ( I素材と技術が生み 11"¥すdesi gnJ 幹事会)

Care 

素

材

と

技

術

Heal i ng 

芝生の 「芝」とは芝草の一般名である 。 I しば」は古くから「頻

( しばしば) J すなわち何度もくり返すことから 「繁るJ の7まにな

り、そこから由来するといわれている。室町時代には芝生の上が「猿

楽」ゃ 「幽舞」等の芸能を見物する場となり、これがのちの「芝居」

の語の起源となった。

芝生が造り出す緑の広がりは美しく、人々がその中に入りその雰

囲気を l床わいたい気分に駆られる 。芝生は人にとって最も親しみや

すく 、気軽に利用できる線であるといえる 。緑の評価をアンケート

調査した結果からも、安らぎ! 惑や雰囲気の明るさの項目においては、

芝生は緑量の多い森林よりもその評価が高いことが指摘されている。

日本のように1涜温E毘u暖援で

くと芝生の中にたちまち多種の植物が紛れ込みJ l 成J戎文長を始める 。一般

の高麗芝は、長くのびると害虫、病気の発生、板腐れになり易いた

め、健康な状態に保つには、定期的に刈り込み風通しを良くする必

要がある 。つまり 心地よい芝生の環境を保つためには、それだけ頻

繁に人の手が入らなければならないのである 。我# の芝生に対する

親密感は無意識のうちにそこに人の手の痕跡、を見いだしているから

なのかもしれない。

草花の香りをかぐと野山を駆け回 った少年H寺代の記憶がよみが

えるという方も多いだろう 。近年この香りには様々な効果がある

ことが科 学 的に明らかになりつつある 。 才 ｩｾ 物が続発する芳香性炭

化水素「フイ トンチッド」がその香りの成分であるが、この物質

には細菌を殺す作用や人間をリラックスさせたりする効果がある

ことが分ってきて いる 。

また植物を見たときの視覚的効果として、脳内の日放総長が増

加するという 笑験結果や 身体の疲労回復効果、さらには心理! 的な

騒音低減効果もあることが認められている 。 こうした効果を利用

して、フィ トンチッドを抽出したエ ッセンシャルオイルを用いる

アロマテラピーや患者の精神閣の問題を癒やすために j 日いられる

図芸療法が医学の分野で応用されている 。

甘い花の香りは民族や性別を問わず誰もが惹きつけられてしまう 。

人が花の香りを心地ょいと感じるのは、 学習効果によりきれいな

花を連想するためと 一般的に言われているが、むしろ人間と昆虫

には香りに対する共通の l瞥好があると考えるほうが自然なことの

ように思われる。

建築と社会 ・1999. 542 



素

材

と

技

術

Breath 

植物は光合成を行う際に二酸化炭素とともに空気中の様々な物質

を吸収する 。屋内の緑化はシ ックピルシンド ロームの原因となる物

質の吸収により汚染浄化の役者l を果たし、さらに蒸散作用により室

内の加湿効果も期待できる 。室内観葉植物により火災時の締射熱を

減少させることが出来るというデータもある 。

しかし植物はこれらの物質をすべて分解してくれるわけではな

い。一時的に保管しているだけで、純物が枯れてしまえば大気や土

壌へ放出される物質もあることを忘れてはならない。すべての生物

は生命活動のプロセスで様々な物質を生体に取り込み、その物質は

食物述鎖を通じて生物問を移動した後再び‘ 環境へ戻っていくという

サイクルを何度も繰り返す。そして人間もこの自然界の原理原則の

中で生命活動を営んでいるのである 。

緑をめぐる商品開発は巷のガーデニングブームにも乗って百花綴

乱である 。特に屋上緑化は最も手軽に行えるエコアーキテクチュア

の手法であるため、平f:@: 土嬢に| 刻する技術の開発はめざましい。そ

の工法の一つに超軽量無土壊地盤緑化工法というものがある 。これ

は土撲の代わりに不織布を基盤として用い、その上に芝生を張る工

法である 。土を使わないことから設置場所の自由度が広がり、たと

えば室内床仕上げ材としての応用や壁面への施工も考えられる 。

室内には日照不足、空調による乾燥、温度較差、業面への挨の堆

積など生育を抑制する条件が多いが、それらを技術的に克服する様

々な取り組みが現在研究されている。 しかし室内のように人工的な

環境の中で植物を生育させるためには、もともと外部の自然が持っ

ている高度なシステムを人が自らの手で補完する ことが、どんなに

技術が進歩しでも必要となっていくであろう 。

Technol ogy  
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“ 人間サイズのまちづくり"

宮本比佐志

兵庫県まちづくり部まちづくり政策課課長補佐

の始動

341 

者になっている 。政I.I li.((¥+.j の過政 ・27i齢化は今後さらに進tr状況に

ある 。

方、都市はどうか。

庭用の機会に7ぶまれている大者1111) に人口は集 lわした。平成 7年の

統計では日本の者IIr打者11に住んでいる人 " は、約80%。つ まり、 日立

2，600万の人口のうち、H. b ，t 近い人々 力f都 市 lこ住んでいる状況にあ

る。 この数字だけを見ると、行Il rli には病気があふれているように忠

われるが、実際はそうとはいえなし、。

確かに者|争心部に人々が集まったが、経済の発展とともに、土地の

生産性が上がり 、. l tl!.1llfi が 1:.11 した。J也di lli が上がると住宅地として都

心部に住むことは雛しくなる 。 そこで、守干し、人を 中心 として郊外に

つくられたニュータウンへ移住する 。すると者|比、苦11は、いわゆるイ

ンナーシティい、われるように、高齢者カ f取り残され、生活環抗の

: l f . 化したなかで居住している状況となった。

阪神 ・淡路大2ζ 災はこのような大都市を直撃した。焔ましくも亡

くなられた6，400名を起す) ; の々うち、 50歳五UニのブJ が実に 52%を

市めている 。 いかにや11戸を '1
1
心 とする対H怖の被災地に高齢者がた

くさん住んでいたか、 ということを如'Xに示した数字である 。 この

ことは、や1
1戸だけで、はなく、恐らく n木の大都市における共通の引

先Lになっているであろう 。

このような ことを振り返ったとき、 IIJJi fi 以来130年かかって盟か

にな ってきた 日本Tごが、 lU山i.((¥村においても、者ル心告11においても、

あるいは郊外の新しいまちにおいても、人1M! が木当に心盟かに暮ら

せるまちになっているのか、 ぃ、う! 日J ｾ、かけに疑問を持たざるを符

1995 ( 平成 7) 年 H Il 71ー|、午前 5時4&分 。兵庫県南部を突

如、大地誌が襲い、 一瞬にして、多くの噂しい生命をま宇い、愛するま

ちをｦｩｉｊｩｾした 。 ＱＹＹνｆ という、くしくも高 度経済成長を遂け‘た ｉ Ｑ 没後

501，f. 目にこの大震災は発生したのである 。

振り返れば明治斜断以来、私たちは齢伏先進国へのf中|古l入りをし

ようと 懸命に努力してきた。 しかしながら、特に第二次世界大戦後

は、動7守発展を急、ぐあまりに、人t : J J! こt って本当に犬切なものを置

き去りにしてきた観がある。

この こと は、まちづくりにおいてもいえるのではないだろうか。

写UEのまち力士本当に安全に安心して暮らす ことができるまちにな

っているのか、本当に愛3 fi:を持って暮らす ことができるまちになっ

ているのかー … 一。大I4;iZは、私たちカ唱える基本的な該当坦を端(l{J

に泌定させ、その こt をJ*寄生に見つめ直す機会 t もなったのである 。

兵庫県イは、一日も早 l Ｂ￭Ｑｴｊｾ 復興引制主する 一 方で、復興に携わ

る行政としての責任 t して、また自らも被災した者の使命として、

ｼ仮や Ｑ Ｑ ・ 淡路大民災とその復興の過程て Ｑ 号られた Ｑｴ 重な教訓を玖 ､ 止 ｩｾ

に引き継いでいくために、これからの成授は士会を切り拓〈新しいま

ちづくりの在り方を検討してきた。

そして、その ｨ 叫ｾの ーっ として、「まちづくり基本条例 ｊ が、本年

3灯17n、第256回定例兵庫113守義会において議決され、同181: 1、公布

されたのである 。

本;fiWにおいては ζ
の「まちづくり基本条例j のlll lJ 定の背景、経企iL

そして剣ylJ がめざすと ころを論じる こととし、兵庫県が今後進めて

いこうとする新しいまちづくりについて、少しでも多くのご理l鮮と

ごIJi I，) J をいたfごくことができればと考えると ころである 。

法

令

コ

ー

ナ

ー

ない状i } t とな っている 。

l
阪神・淡路大震災の教訓

(1) まちの安全

そう L、う状況のなかで、阪神 ・淡路大』必it は発生した。 この長災

から、私たちは多くの拶 ｾｊｉ 他行たが、その 一つ が、 ｲ Ｇ ｴＨ全 ｪ の主要性

で‘ あった。

J; 討すがある程度自然のf受理11に従ったまちであるのに比べ、都市は、

科 判 雌I等の力 lこより白rsf. fi 城を{ えす形で拡大してきた。A ... L 的な

基盤の上に巨大サイズ化する行1111)ては、臼然と人| 目j との調和が保た

れず、安全よりも危険に近づくものとなる 。 ひとたび大きな災苫が

起これば、被害も甚大なものとなる 。1.1 1のが印刷こ造成した宅地など

が示すように、都市は l三大化すればするほ E 危険 t も隣り令わせと

なる 。 こ の ことは、ＮｬｴＡＡＮ｢Ｎ ｾなどの災害がＤ＼、“脆弱列品 Ｂ い、われる

日本においては、なおさ らの ことといえる 。

(2) まちの安心

大艮災での初JOI の救命 ・紋JJ ) J 活動においていわれた「人の命は、

結局、人が救ったJ いづ言葉に象徴されるように、立石災初期の救

助 ・救援活動や被災者の心のケアに大きな力を発擁したのは、住民

間上のJJ)) け令いだった。私たちは、生前に安心感をもたらし、生き

がし、をもっくりだす地域コミュニティの犬切さるナ改めて焔感した。

このように本当 に人間が安心で、きる暮らしは人と人と のつながりの

なかで百均支される t いえる 。人r: nはま ったくひとりでは生きていけ

ないのである 。 いつ、どこから、どのような災害や事故が襲ってき

て、助けの必婆な状況におかれるかも分からないのである 。 しかし

l
まちづくりの背景と課題

(1) 近代化とこれまでのまちづくり

まずは、* 粂例の制定をめざす要因ともなったわが国におけるま

ちづくりの背景 U *1ill について Ml j i におさらいしたい。

今 11 のようなまちづくりは明治対闘r1: ともにはじまったい、 って

もいい。も ちろん平城京や平安京の造常い、った歴史的なまちづく

りは当然わが国にも存在するが、まちづくりが全国的な動きて、行わ

れてきたのは
i
明治時代にはじまる 。鎖国時代の深いl眠りから目を党

ましたわが国は、 ｬ リｈｦＺ ￬ 品 ｩ 左手 ｾｲ とともに国家政策として近代化 ｬ こ 全 Ｉｊ を

ftii け、臥沫先進諸国へのキャッチアップをめざした。

lリl?fi 初期のわが国の人 1"' 1は、 1ft
青|で. 約

4.000万人だったといわれ

てL 、る 。 lリIi h以日総丘代化を進めることにより、経済が大きく発展す

ると、人口を養う力も大きくなる 。 その結果、いまではわが国の人

"  

は約 Ｑ 億 Ｒ Ｎ ＶＰＰ 万人 ｴ なり、ｉｬ ｦｬ＿￉￬ｾＺＱ 蹄 ｦ から ＱＳ ＨＩｩｦＮの聞に ＳＱ 剖主に増

えた。人n1l"I}J nのみならず、特に第二次世界大戦後には、近代産業

の発展に伴う人口の都市集 ｉ ｾｬ が急激に進んだ 。 こ うした人口増加、

人口移動に対する受け肌づくりに効率的に対応するため、官主導 -

1.11必峨の下でまちづくりが遊められてきたのである 。

(2) まちのE期犬

その結果、まちの状況は E うなっているか。

守千年! 再を 11 1心として、 J2山i.(>(¥1すからは多くの人口が流出して者11市

へと移動した。12 山漁村 lこ残った人たちは当時は壮"' F- j tJJ てあ ったTご

ろうが、詐年月号が集落石「後にして 30年近くた っている 。当然、市齢

建築と社会 ・1999. 544 
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まちづくりの推進に関する基本的施策

第 1 節 まちづく り施策等

( 安全なまちづくり)

第7 粂 mは、，) t 同E念にのっとり、すべての人々が

安全にｾらすことがで量るまちづくりをＭｉＡｦ Ｐ 韮するこ

とを行 t して、次に掲げる胞5買を講ずるものとする。

(1)災' 九 1[!;Jlll えびすド故から人々 の安全のU制祉を[5<[る

持らしを守るま ちづ〈りに| 剥する胞策

ＨＲＩ ，ＺＧ，Ｇ綿布等々 ｦｔ むすべての人々が公錨内胞ｾＦｾ，ｾを ｐｉ

iitl こ平rlJl Iすることができるパリアフリーのまちづ

〈りに| 刻する施策

ＨＳ Ｉｦ［ｾ党 ｴ のＮｩＱ ｍ Ｎｦ ＧＱＱ に円以官、した Ｑ Ｇ Ｑ 然 ｵν 在するまちづく

りに| 則する施策

( 安心なまちづくり)

第8条 mは、 J必本J 1 [ 念にのっとり、すべての人々 が

安心して非らすことができるまちづ〈りを1 f 凶iする

ことを? ? として、次に掲げるB笛石を講ずるものとする。

これを'A胞するとともに、 mがF泉施する基本. I ，I H念に

のっとったまちづくりに| 射する絡策に協力するも の

t する。

o県民の1'H主)

第5粂 m民l.t、 J会木型念にのっ/ : 9 ，内発(1切 っ ICI

11刷にまちづく りに J絞り品[1むよう努めるとともに、

l¥l及びr[ 押IJ が刈血する必搾理念にのっとっ たまちづ

〈りにｼ刻するｨ￭ＡＡ ｦｦｩ に ｴｾ｢Ｉｊ しなければならな ｌ 、。

(' 1¥菜K' i ' の向者)

第 6粂 目 ｬｾ 末端は、その事業討 ＧｦＨＡｉＡｉｊ がまち づ〈りと制岳

な|民li*'、にあることを自覚し、主タ料 E念にのっ/ : 9，

ｭｾ ｉＺ ｗ ， Ｉｊ してまち づくりに 取り， Ｑｬ ￙Ｇょう努めると

ともに、その・r¥:%ii "iillJ Jをj通じて、l U. &ぴi lilll Jが実施

する基本J 1ll 念にのっ t ったまちづくりに| 則する胞策

に協力しなければならない。

第 2 章

総 則

('Ei 斤おの剖む日に立ったまちづくり)

第 l 粂 ｉＦＺｾｍ｛ 会におけるまちづ〈りは、一人一人が

I也1攻'll: 会のなかで、安全に、安心して暮らす ことが

できるまちづくり及び ｊ 似或への ｾＮｻｩＧ を ｬ Ｎｴ ( ，くむ魅力

あるまちづくりを行として、 '1そ汗'1{i'の?JL点に立って

行われなければならな L、 。 ，

Ｈ砲射、 ￇ［ｾＡ｛ 及び ｼ 刷ｩｽ ｊ によるまちづくりＩ

第 Ｒ 粂成主ｾ｜Ｑ｟Ｑ会におけるまち づくりは、 ｊ｜ｴ rli1l l[、

ｭ 氏及び中味ｻ￭Ｇの相似の ｐ 凶年、イ己申 ｭ 立び ｴｾ｢ 働の ｆ に

行われなければならな L 、。

O(! の武務)

第3粂 l¥lは、 liij 2粂に定める! 瓦野崎t会におけるまち :  

づくりについての1，¥0吋 E念( 以ド「占炉j ; : J 1[ 念J 1:. l 、 '  

う。) にのっとり、まちづくりにWl する基本{ がゆっ総

合(1りなぬ策を策定し、」えびこれを実施する t ともに、 1

rIi聞l が夫絡するよE本. f I 1! 念にのっとったまちづくりに

| 対するぬ気を援助し、かつ、その総合流絡を脳lるも j  

のt する。

(r[iJ IIJ の点務)

百S4 粂 rI神ITI ; I. 、広本. fI[念にのっとり、、r' r該Iω 或の状 l  

況に! 応じたまちづくりに| 民| する胞策を策定し、及び l  

Ut伝子UI[ を次のl止( ¥に{五 λ てL、くためにも、災害に必氏、 ;

高齢者 ［舎の 利 ｭ に同ｃｩ ￆ した住宅、公主 ｾｉ 甘胞設等の整備

を行うとともに、良好な ｊ 也域ｾｊＺ会の形成をも ｚ 進するこ ， 

t により、 211!bi cの成抑制会におけるまちづくりを進，

めていかなければならない。

このような認織に必づき、すべてのl口氏が尖千1てき

る新たなまちづくりのよWl l 念を明らかにする t とも

に、成主1刷会におけるまちづくりの- 11じι に測するよ忌和

的な純策を定めることを日 (I"J I : . して、二の粂1日jを制定

する。

第 1章

まちづくり基本条例 ("1' 成1J i f . 3  ) 118 11 列車!日粂例百¥29' ，士)

近ｉＧ ｴ 化の幕を跡 ｉｬ 、た明治品目 ｾｲｲ 以降 、経済の発Ａ 必とと

もに、我が閣の人 Ｑ Ｑ は ｴｩＧ しくｊ￭Ｇ ｉｉｊｉｉ し、 ｾＲ 次世界大 ｬ￬ 世

後のt:j 皮経済成尉UI には、 iJE山i，((¥f 初、ら行Ilrli へJdJ1:の ;  

人nが流入した。

このような急激に変化した人口到般に対応して、我 i

問主|におけるまちづくりは、ま| 汐トての大統校なニュー

タウンの防l手伝平に凡られるように、明大する都市の人

日の受入れ等に一定の成栄を収めてきた反l師、 生前よ ;  

りも車お汗ｊｪ［を優先し、 ＱＱｾｈ 主に乏し ｌ 、liITlー(I(J なものにな '  

りがちであった。

そうした出if のなかで、抑制HにおL 、ても、 mlrli で :

は自 ｼ 児、における ｴ 仁 ｌ ｉＡＺの而伶化やｾｩｉＢｊｦヒがＮｩｬｬｩむ ー Ｉｪ て、

Ｑｾ ｬｬｬ ￬｛Ｈ ｴｈても住民の Ｂ 百齢化や過疎化が込み、ｦｦ｛ ｬｲｬ￯ と ｴｳ

山i，((FH の双方仁おいてこれまで兵仲mのヲ臼認を支 λ て

きたｾ悠 ｴ もいえる ｉω 鳥 Ｚｬｬ 会が脆羽化しつつある 。

符い、結済の成長や人口のl ¥' IIJII が終わり、人々 が多

織な価値観のなかで点の12かさを求める成務刷会の到

来を泊Jえつつある t 、ま、 :2i 主に少子イヒ及び[ ' ，，'，附ヒカ'.i l l i

むとともに、 12かな人II¥II 'TI係が忠、づ< ｪ ｴＡｬｬｾ財 ｴ 会が形成 l  

され ， ｾｉ ｦＮ ｬ 、状況が生じており、これらの相会 ｊｑ 象は、こ

れからのまちづくりの伐り ) J にさまざまな3姐を役げ

掛けて L 、んそして、それらの設泌を角触するために、

ｉ 也 ｊ 或の Ｑ ］ＱＺ Ｑ 去による主 ｦ 村 ｩＧｊ なか ｬ 芯、工夫をノ ｉｾ かした新し ｌ 、

まちづ〈りカちトめられている。

こうしたなか、私たちは、阪神 Ｇ ｩｭｬ￱ 大 ｢Ｍ｀ｾ におい

て、一人一人カサ也j或:ll 会のなかで、安全に、安心して

暮らす ことができるまちづくりの必要t J と I似攻への愛

おをはぐくむ魅力あるまちづくりの耽変性を改めて認

識する t ともに、被災地において広〈対主主 λ たi H互に

よる! と17e(l ¥J かっ臼tl的Vなまちづくりへの11ぽ1l に、これ

からの新 しいまちづくりの点り) ; を』心、だすことがで

きた。

いまこそ、私たちは、| 坂村l ・淡路大足む足によって得

45 

者カワ[ i ( り囲む形式とした。つ まり“ 訴すf ! ! 1J" と“ 聴く 側 " を分離する こ

となく、発言者と参加者に |口l じ目線 でこれからまちづく りにつ いて

考えて いただくのがねらいだった。 会場には一体感が生まれ、バオ、

リストの発言 に耳を傾ける参加者の熱気さえ感じられた。 まさに成

熟した白* 判内市民社会の到来の感を身をもって体験したのである 。

や1
1戸 ・|仮十11

1・淡 路地域を対象とした県民フォ ー ラムでは、「まちづ

くりプロ セスへの住民参加が重要だJI まちに対する愛 百がまちづく

りにつながる J 1情報公|剤、情報共有からまちづくりははじまる J 1ま

ちづくりを進めるには ｼ ι ｼ 己責任 、 仁 ｬ 己管理が犬 ￇｊ ｊ ｊ い、った芯 ｊ ｾ が

山 された。

「行政と市民が協働して収り組むパー トナー シツプのまちづくり

が犬切J I人が歩ける範闘で考える ヒューマンスケーノレのまちづくり

が犬切J I NP O、コミュ ニ ティビジ、オ、ス、 地抜連携がキー ワー ドに

なる」。 これは崎隣地域からの立凡である 。

イE烏 ・丹波弛 I或からは「少子市齢化相会におけるまちづくりを兵

食IJ に考える 必要がある H まちづくりの触媒よ コーディオ、ーター とな

る人材、紅故調iをつくる手法が3烈凶」 との指摘があった。

さらに、 これらの地峡フォ ー ラムての議論を集大成するため IJf，JHI1

した総令県民フォ ー ラムては、「少、子高齢化 を前提として、地域述

携、: ; 11とさl:、 ユニノf ーサノレデザ? イン、協仰j、 白律の新しい理念に基づ

くまちづくりが犬切」という宮北 が示された。

基本条例の案は、 これらのフォ ー ラムでいたt:_'¥、た県民の皆さん

や学識者の方々からの数多くの! { ・重な ご定、見 ・提言 などそもとに作

成されたのである 。

(2) 条例の理念

q〉生i古老の視点に立った“ 人Il:J サイズのまちづくり"

条例の第 1粂では 11I民現吐t会におけるまちづくりは、

ながら、現代のまちづくりは、経済令理Jt 性に比重をおくあまり、人

IM1の生活よりも産業経済的 なfllli 他 を生み出す こ とをfむたして行われ

てきたきらいがある 。例えば、者111行の再開発 においても、住民のゴ

場に立った暮らしやすさよりも、経済的な尺j支て機能配置が行われ、

住んでいる人にとっては安心して暮らしにくい、ある意味では人fHJ

|見隔を疎外した無機質なまちとなって L 、る 。

(3) まちの魅力

わが国て、は、全国総令IJ トl発計 l而lの下にさまざまな分野の社会資本

準備計画が策定され、それをもとにした、効率性を重祝したまちづ

くりが行われてきた。 その結巣、全国一律の基準による、均質的で

地域の魅力に乏しいまちとなり、わがまちへの愛着や誇りが失われ

つつある。かつて ニュータワンに住み着いた若年層の人々が、今や

壮年、さらには老五|弓引を迎えようとしている。 ニュータウンの子ど

もたちは、核家B矢化 した こ ともあり、成人して ニュータウンを 山て、

別の場F斤て百三百をはじめようとしている。 このままでは、 ニュータ

ウンがオ ールドタウンになってしまう 。 ニュータウンに限らずそれ

ぞれのまち において、 このまちに住みがしけよう、 このまち力市子きだ、

という愛着をはぐくむまちの魅力を創出する こ とが犬切だ。

人一人が

l兵庫県の「まちづくり基本条例J の制定

(1) 条例制定のプロセス

粂171J案の作成に当たっては、 こうした5加盟を認識する t ともに、

県民の ｊｊｾ 見を広〈聴く こ とを心がけた 。 いわば、行弱〈主導から ｬ 県民

主導の案づくりへの転換である。 このため、 「まちづくり県民フォ ー

ラム」を県下各地で|片!似し、ホー ムペー ジ 「インタ ーオ、ッ卜まちづ

くり県民フォ ー ラムJ を立ち上げ、 常時 、意見を募った。

まちづくり県民フォ ー ラムは、 |百l じフ ロアーでノ叶、リス トを参加l



まちづくり基本条例

にl刻する知識及び技術についての司把持i}fj ' eを行うも

のは、 J1l ( こ対 して、当該知識及び技術に係 る従家を

行うことができる。

2  mは、前項に規定する提案が、 主タド理念にのっ t

ったまちづくりに資するものであると認められる と

きは、当該千足当Eを地域にお けるまちづくり胞策に反

映させる よう努めるものとする。

第 3 節 まちづくりを推進するための基盤の整備

( まちづ 〈り のti 凶 j 本ilirJの必怖)

第 l 暁 mは、船同比: にのっ とったまちづくりを総令

的にtl 伐主するための体lt; rJ の型車備に努めるもの とする。

( まちづくりに資するための諸経削除主の{ む止)

第17粂県は、五炉ド理念にのっ t った まちづくりに資

するための司沼今8i J f 究をt({t社主するものとする。

( まちづくりに| 刻する知識及び技術の普及)

第18条 県 i阜、 m民による自発的かつ自得郁j なま ちづ

くりに資するため、まちづくりに関する知T議及び技

術の普及に努めるもの t する。

( まちづくりを術逃するための:t1lttli)

第19粂 ! Hは、前 3粂に規定するもののほか、主じ同E

念にのっとったまちづくりを判副主するための基継の

盤備に必裂! なJli 世を誹ずるよう努めるものとする。

(表彰)

第 Ｒ 瞬知 ｊ ｴ ｬｾ は、基本理念にのっと っ たまちづくりに

関して若しいりよ紛のあったものに対して、まｾｾ芸を行

うものとする。

雑則

ω断子1011司)

l  こ の条例は 、 公布のＱＧ Ｑ か ら起 ｘＷｾ して Ｖ 月を越えな

い範悶内において規J l i Jで定める日から飽行する。

( 2 - 3  ｾ各Ｉ

ー

“
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第 3 章

当該I血域におけるまちづくり胞策にl刻する情報を提

供するものとする。

。也域の住民の立兄の民I!A)

第 12.粂 mは、 lt!!)或の住民による自発的かつ自手付内な

まちづくりに関するな兄を当該地域におけるまちづ

くり施策に閃映させるよう努めるものとする。

(r11111J に対する援助)

第13粂県は、市官ITが刻』或の住民による自発的かつ自

符耳I(J なまちづ〈りを促進するため、次に掲げる措置

を講ずる場令におL 、て、当該rlj1l ITに対して技師〈媛

ｬｬ Ｉｊ 又は財閥 帥別 ｾｊ を 行う ことができる 。

(1甘也主主のまちづくりを行 い、又は これを支援してい

ると認められる回日本カヨE本理念にのっ t った当該

地I"xのまちづ くりに関する従案をmllr に対して行

うことを促進するための措置

(2) : t 助主の位去が当該t也1戎内の一定の区主主を定め、互

いに 当該区域における五タド理念にのっ とったまち

づくりに| 射する協定を締結することを促進するた

めの措置

2  ，1押1m、mに対して、 mが当該ー刊 ITの区以内にお

いてまちづくり胞 ｩ 誌を講ずるに 当 たって、日 ｾｴ 頁第 ｬ

号に規定する悦% 又はl百ド頁第 2 号に規定する協定 lこ

配 l占するよう要請する こt ができる。

( まちづくりに資する活動を行う団体に対する支援)

飢 娩 mは、地域の住民による自発的かっ自衛内な

まちづくりを伐出主するため、広域的に活用する こと

ができるまちづくりに| 刻する知識及び技術について

のi l I 宿主研究及びその広以的な普及を行う団体の活動

力え基本理念にのっとった まちづく りに資するも の

であると認められる t;Vj合 に 飢 、て、当該団体に対し

て必要な封Zを行う こt ができる。

( まちづ くりに限lす州職及び技術に係る提案等)

第155 ¥' < 広域的に活用することができるまちづくり

( 1 粧民が共に支え合う lt!ll t対J会の形成を図る述ff? の

まちづくりに|刻す る胞策

(2) 保健、関東及びザftlt のサーヒゼスの利用、 日常生活

に:ι 裂なものの入手等を身近に行うこ t ができる

暮らしやすいまちづくりに関するぬ策

(3) 間 |糊及び交通網の強制縛 lこより 1以 刷会4閥 均

述jj与を図る交流のまちづくり にl刻する胞策

( 魅力あるまちづくり)

百 ｾＹ 粂 mは、' 1. . 12>同I l 念にのっと り、 I也J.!&への愛あそ

はくー〈む魅力あるまちづくりを11m する ことを旨 t

して、次に- 10げる胞策を講ずるものとする。

(1):tt!ll"xのj員は二、l来史、伝統等の特性を生かした誇り

の持てるまちづくりにl射する施策

(2)l t!ll或の経済的な4主体を生かした活力のあるまちづ

〈りに| 則する施策

(3)文イt _ 芸術、スポーツ等に身近に接する ことがで

きる感動のあるまちづ〈りに| 刻するぬ策

( まちづくり五Vド方針)

第 ＱＰ Ｎ条主 ｉｉ ｚ ｉｾ は、 ｬ ｪￎｪ 3粂に規定する胞策( 以下「まち

づくり胞刻 い、う 。) を総剣内に鱗ずるための基本

方針( 以下 「まちづくり基本方針」い、う。) を定め

るものとする。

2  IJ:iI 'JH. t 、まちづくり Jν ド方針を定めよう t すると

きは、あらかじめ、附liii峨 l県欣; 丘剣列 (11(1，平日36i0 ，

Il l Il 日条例! ! j$2がす) ?i¥ 1粂第 P X ! に規定するまちづ く

り政策結晶会の芯 ｊ ｾ を勝くものとする 。

3  Ｇｗｾ ｲ ｾ は、まちづくり基本方針を定めた ｴ きは、 こ

れを公表するものとする。

第 2 節 地域の住民による自発的

かつ自 律的なまちづくりの促進等

( まちづ〈り』色気に|刻する前十"のも印。

第11粂県は、 t也J成の住民による自発(1甘かつ白 fl 耳内な

まちづくりを促進するため、 J似或の位ゴ支に対して、

法

令

コ

ー

ナ

ー

② 住 民 と の パートナー シップによるまちづくり

わが国では、 少子高齢の成主MヒのJI寺代を迎え、民自律 ・分権型へ

の構造改革が急務とな っている 。

そのなかで、私たちは、震災を契機とするボランティアやNPO

活動の広がりに公民協働への大きな流れを実感するとともに、被災

地において広〈芽生えた住民による自発的かつ自得却。なまちづ くり

への取り組みに、 これか らの新しし、まちづくりの在り方を見いだす

ことができた。 そして、 この動きを今後も犬切にすべきであるい、

うことは、まちづくり県民フォ ー ラムても議論されたところであ っ

こうしたことを踏まえ、基本条例においても、第 2粂において「成

努叱t会におけるまちづくりは、県、1 ' 11111丁、県民及び事業者の相互の

理解、信頼及び協働の下に行われなければならないJ t 規定し、住

民や行政等のパー トナー シップによるまちづくりを基本理念として

掲げている 。 これを受け、第 11条以降にお いてまちづくり施策に閲

する情報提供や住民の皆さんからの意見 ・提案の施策への周映等 に

ついて規定して いるのである 。

今後は、まちづくりの実践において、県民の主体的なまちづくり

が県土全域にわたって展開されるよう努めていきたいと考えており、

こ のため、市 ｾｉｊ における住民 主 体のまちづくりを托凶主する体 制 坐備

への支援、市III J と住民が協倒してまちづくりを行う場合の活動助成、

住民によるまちづくり計画の策定支援、アドバイザ一派遣等 を行う

こととしている 。

これからも基本条例を礎に、市III T等 t の連携を図るなかで、 地域

住民の自由な発想、と倉IJ 意工夫を生かした自得幼ワなまちづくりが展開

できる環境整怖に全力を注いでいきたいと考えている 。

( みやも t ひさし)

地1ゐ社会のな かで、 安全に、安心して暮らすことができるまちづく

り及び地域への愛着をはやくむ魅力あるまちづくりを旨として、生

活者の視点に立って行われなければならない」い、う基本理念を掲

げ、これまでのまちづくりの、 ともすれば、経済活動に視g去をおいた

考え方から、人間の生活に視点をおいた考え方へと、転換していく

こt を宣言 している 。つ まり、拡大し巨大サイズイヒしてきたまちづ

くりからまちの内側に目を向ける、物質的な* ，l i斉サイズて。考えてき

たまちづくりから安心感や心のゆとりといった内面に目を向ける、

他性に乏し い画一サイズの まち づ くりから地域の持つ{I苛|企 ・魅力へ

と目を向ける、まちづくりを行ってい こうとするものてーある 。

つまり、商底やレス トランなどの利便施設をは じめ、公闘や美術

館な E の公共空! 日1が身近なと ころにあり、まち全体が住民に t って

安全で安心な魅力ある一つの生活空間として、 f主み、 f$t い、 学び、

ｪｭｽＩ くまちとなるような、生活者の祝 ｽ ｾ互に立った“人間サイズのまち

づくり " を進めていくことを意図している 。 この“ 人間サイズのま

ちづくり" を進めて いく ことで、地域に住むすべての人が、まちを

わが家のように使い、そして愛し、その結果として瓶かいふれあい

のある 地域コミュニテ ィが生まれ育つ ことを期待しているのである 。

今後は、 この基本粂例に基づき、 まち づ くり の基本方針となる「ま

ちづくりグランドテ、‘ ザ、イン21J を策定し、

i  g: 1然 と共生し、災害に強〈バリアフリ ー化が進んだ“ 安全なまち

づくり" (巨大サイズから人間サイズへ)

11 住民間士の述持、地域社会相互の交流が活発な“ 安心なまちづく

り" 段差i斉サイス、、ら人間サイズ、へ)

111 まちへの愛着をはぐ くむ地域のイ殴性が生かされた、感動や活力あ

ふれる “ 魅力あるまちづくり " (画一サイズから人間サイズへ)

をｾ［ｚＺ Ｇ令 Ｈ Ｑ 句に展開していくこととしている 。
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低電圧床埋込式ネオンサイン

東 信 良

栂タイリン取締役企画部長

オ、オンは従来のイメ ー ジを打ち破り、米国を '1
'
心に大きな進展を

みせている 。 その特記すべき要点は、 ①オ、オン管の品質 ・性能の向

上、②ノンサポート工法の開発( 当社開発) 、 ③ インバータトランス

の製: 引ヒ( 夕、、イへン社製) などに要約され、従来のものより施工性

や加工性に優れた低電圧才、オンカ主普及した こ とである 。

当社では、 このような特徴を活かして独立型 ・t1l . ¥込裂など、 これ

までにない新い、形態のオ、オンの展開を図っている 。

こういった新しい試みのーっとして、平成10年 11月に和歌山県任l

辺市の J R田辺駅前飲食街に“ 光るオ、オン道" ( 名称 : 1床光路) を展

開した。これは、 |王l辺市が県の助成金を受けて駅南に広がる約2601;15

の飲食衡の活性化 を図るために笑施した事業て¥路而整備や羽|沫 路

埋設とともに 8 つの道路に 3 タイプの呉なるオ、オン守埋設し、地域

の活気と魅力あるスポットを整備したものである 。

l光るネオン道の展開

光るオ、オン道li 、 1  kV低電圧インノ f ータトランス 1伯lを内蔵した

オ、オンを、全路線に用途に応じて点型、而型、線型に埋設し、地区

全体を一つのテ ーマのもとにーイ桝惑のある街路として構成したもの

である 。

1  ) 点型 : 床: 出込式オ、オンフットライ ト

約15m間隔に計64基のオ、オンフットライトを埋設。足元の太陽、

月、魚な E 閏辺と地区の風物を象徴する 9極類の図柄を 5色のオ、オ

ンがソフトに照らし、飲食客をJ吉へと誘導する機能をもたせている 。

2) 面型・床埋込式ネオンフロアサイン

飲食街の出入口道路 6 カ所にオ、オンサインを埋設。飲食街の名称

[1床光路] の文字をオ、オンで浮き出させ、刻IJ*的に飲食客を地区へ

案内する存在差是示サインとしての機能をもたせている 。

3) 紙型 . オ、オンライトウェーフ、、

地区のメイン道路 (1陥6 X 長さ 130m) に3 J IJ のオ、オンライ トウェ

ーブ封印形に椛成。150基を連絡させて、街n石のデザ、インにあわせて

Ｑｊ 主が海岸に打ち寄せるイメ ー ジを表現する 。 Ｕ 色のオ、オンが自主 ｉｊＮｾ Ｇ ｾ

滅により定期的に一定l時間、大iJ主、小波のウェーフ。を繰り返し、地

区の夜の!日I わL、を演出する機能をもっ。

ネオンフットライト(田辺仕様) ネオンライトウェーブ(図辺仕機)

l各タイプの仕様

1  ) 床埋込式オ、オンフットライト( サイズ ・200X 200x  210mm) 

オ、オン管 : 8mm ( 米国 E GL 社製) 、 1111げ加工 : 9程瀕の図柄

トランス : インノ f ータ 1kV 1個( ダイへン社製) 100V 

二次電圧660Vr ms 入力7白夜0.30A

防水型 B OX : 2mm厚ステンレス SUS304

上古11) ゲラス音11 : 12+  4  mm強化令わせカ8 ラス、表而ノンスリッフ功H工

2) 床埋込式オ、オンフロアサイン( サイズ 1183X  283X  210mm) 

オ、オン管 : 13mm ( 米国 E GL 社製)

トランス : インバータ 1kV2個伊守イへン社製) 100V 

二次屯j王660Vr ms ，入;JJ';[!: 流0. 30A

l坊* 型 B OX : 2mml 写ステンレス SUS304

上部方、ラス音11 : 12+  6  mm強イヒ令わせガラス、表面ノンスリップ加1

3) 床叫込互にオ、オンライ トワェーフ、、( サイズ、: 86x 900x 210mm) 

オ、オン官 8mm ( 米国 E GL 社製)

トランス : インノ f ータ 1kV 1佑1 ( ダイへン社製) 100V 

二次電圧660Vr ms ，入; J J 屯流0. 30A

|坊水型 BOX : 2  mm厚ステンレス SUS304

上部方、ラス部・ 12+ 4  mm上部強化カ、ラス、下書11スリ加工

設
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l光る道開発の検討事項

低 屯i圧オ、オンを JJ I3月 i した光る道の開発に当たり、懸案とな った検

討司: i J : 頁は次のようなものである 。

①地区を巡る遡告はm道であるため、 I IIjl lij 通行に対J必できるもので

ある こしまた、道路管理才? との1加設により構造や形態 lこかかわら

ず許可を得る必要があること 。

｀ｦ ｖ 択する通行者に危険ｼ笠がないこと 。 Ｈスリップｼリ ｊ 止、 ｩｾｬｹ ， ｴ 防止Ｉ

③ ｉ 也区の電飾看板等の ｬ 切るさにより、ＮｬＡ ｗ ｉ ｊＱ ｾＩｊ 栄が減衰しないこと 。

④ イニ シヤノレコス トとともに、ランニングコストが刻illi て¥斜備 ・

管理11が容易な こと。

こ れらのｾｬｬｂ ｭ に対して、実施に 当 た っ ては木体ボ、ツクスは、 玉 ｉ ｚ 米

当たり 14 ｴ の荷重に ｩ 耐える椛迭とし、県ｾＭｩＧ干との ｉｨｊｪ 識により車両交通

に極力支障のない寸法と形態を採J ' l ' Jすることにな った。

また、危険性のタ版 t しては、表而方、ラス制釧ヒガラスにすると

ともに、泊り止め力n工を施した。 さらに、ボ、ツクス内のトランス結

線、及び二次結線に関しても 二重、 三重の漏fE防止を施した。

l製昂の改良

fJi凶:、製品は改良を進め、」ニ記 3 ｊ ， Ｇ ｾ＠ (仔!辺住枚) のほかに、オ、オ

ンフットライトでは、上告11ガラスに成型カヲスブロックを使川した

GB200型( サイズ ・221x 221x  221mm) 、GB130型( サイズ 134x

134x  221mm) を完成した。オ、オンライトウェーフ。て" は、」二持11方、ラス

に ｪ 立さ ＱＶ ｭ ｭ 、 Ｑｾ ［ｦ， ＳＴｭｭ の成型強イ ヒ ガラスをイ史ｊｬ ｉ した事跡 ｉ ｦｉタイプ ＨＵＰ シ

リーズ〕の S200型( サイズ: 50x  253X  144mm) 、 S300型( サイズ

50x  333X  144mm) 、 S400型( サイズ : 50X  416X  144mm) を完成させ

ている 。

それぞれ、逐次、品質向上のため改良を加えている 。

( あずま のぶよし)
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2成分形ポリイソブチレン系シーリング材

村瀬雅明

サンスタ技研側住環境事業本部技術部製昂技術グルプ長

210 
分施工材料の頁

ｊ ゲラスの機水汚染状況の ｼ 三 ｼ視線 集結果 ｴ 樹 ｉ ｾ ｉ 地界 ｔｦｲｩ 1二、下"，心部か

らの所定地点のノド摘の核触j11のilli l定結来を表 1 に示す。l悦ヒドロキ

シアミン型の 2成分形シリコーン系シーリング材( 以下 S R - 2 )

と目地充I貨のない被才'H4>: ( 以下ブランク) とよじ;1交すると、 S R- 2

が明らかに目視で取水汚染現象を呈して桜fQ1!f' l も爪吻nしているのに

対して、ペンギンシール7000は自宅J i . 及び桜fQ1!jJI のillil 定結果からもブ

ランクと 同様に綴水汚染は利信担、きれなかった。( 写真 1 ) りぴj: もこの

屋 外 恭 銭 的 腕t しており、 この結果の信頼性を追試'1' である。

2  ) ガラス耐候接着性に優れており、ガラスまわりの白地にも適用

可能である。

カラスに対する核新耐久性主悦指針i巣を表 2 に示す。透明フロート

ガラスに対してサンシャインワエザーメーター暴露60001刷I l J まで

!i' (rf認した結果、物性、磁波状態の低下はまったくなく良好な按者| 企

を保持していた。 また、 1S O 11600に基づき改正された来Ir ]1S  A  

5758ではタイプG、F クラス 25L Mに、附Ji高書 2 内のI rl JI S の耐久

' 性区壬〉て。は 10030及び9030Gに中H当する IJj :を訂正吉悲している 。

3  ) 硬化前の性能( 作業性、仕上性、スランプ) や硬化後の性能( 硬

化性、各種金属・多孔質被着体への接着性、塗装適性) は変成シリ

コーン系シーリング材と同等以上である。

比七の→ ｪｬｲＱｾ ｪＮ ＭｉＺ 生にっし、ては当初舟 Ｒ 成分 Ｗ Ｑ ヲ変成シリ コーン系と同

様、環境依存性の少ない性: 伏、硬化什| 企を有しており、相対的に塗

牢| の汚染性に|刻 してはこの系をJ -J百|る結果: も待て L 、る 。詳細lは弊ヰ」

「カタログ"J 1技符改革!I-J に殺る 。

五Jよ、簡単に当ネ' : Li H製JG1の特徴を rill '汚染性白日 を ':1' 心 に記述し

たが、この 『ペンギンシーノレ7000J 1. : 1 : 当社としては全ての苦| 刷に適

川できる可能性があること、また、写佐「般水汚染J ｾ 呈 している

2成分形シリコ ーン系シーリング材の改修材料にもなりうる こt か

ら2111 t f . 己を見耐えた新しいコンセプ卜のシー リング材と位世づけ、

更なる社会資産イilli11]'[の品11持 ・向上に: n 献で3 るものと碓信している 。

今後の十針葉ブJ のご支媛封切待すると ころである 。

( むらせ

l はじめに

t必互の娃築物の長- A 命化、外装の美絶叫，JJ ーを重視する流れの '_1" で

建築物の 11坊水J Ｈ二大きな役割 ｬ ぞ担っている ｾｉｩ ｬ｟，性シーリング材も例

外ではなく、より高いi耐久性能とな匠| 封iEを兼ね備えた材料力苛庁し

い市場ニーズ、として要求されてきている 。 そのーっとして、卓越し

た耐久性能から出府、; 也市iMのカ、‘ ラスや塗装金属ノ叶、ノレのカ ーテン

ウオーノレ日 J也等に使JTl されるシリコーン系シーリング材の低分子シ

リコ ーン化作物の遊肉I f によるれ極外壁表而の m1*汚五主』の解消が

あげられる 。

このような千円止から、当社ていはユーザーの要望に応えるべく、 98

年恭に 2成 分71ヲシリコ ーン系シーリング材 t 同等の性能を有しなが

らこの mM<汚染j がない f2成分形ポリイソブチレン系シー リン

ク羽 ペンギンシーノレ7000J を開発、上市し、すでにはば全国の物

件に採n - l され、施工夫総を亙ねつつある 。

本杭では、今 ｬＢｉｉｾ ｦＮ ＱＹｅ した こ の新製 ｬｬｦｬ の性 ｦｩｅ 特徴を 『 汚染凶性能

のtii 朱を 小心に制介する 。

lおわりに

lポリイソブチレン系シーリング材の概要

そのポリマ一二i-jj'lWf:i1i I. : l : シリコーン系のケイ索 (Si) と酸素 (0)

からなるシリコーンポリマ ーや変成シリコ ーン系のポリエーテノレと

は相 |逃してイソブチレン単独カチオン重令体からなる完全飽和炭化

水素である 。 その末端に反応裕二に ［＿［んだ下 ｲｴ￬ｳ Ｇ誌がｾＭｱＮ入されている ｚ れ

から、触媒 (1却化斉11 ) の存花下で空気'-1' や材料 '1' の水分によって硬

化してし、〈樹九をとる 。ただ、その硬化物! とl身の非透温性能から現

伐のところ 2 成う，)-)1予に限定される 。

施

工
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lペンギンシール7000の性能特徴

当社が長年附った配令技術の応用により、以下の市耐久性 ・高耐

候性 ・低汚染性 . ｬｾ Ａｬ ｦ な被塗袋 ＧＱ 主の竹工微を有している 。

1  ) 目地周辺の 「鍛水汚染j がない。

tfi 品イヒヵヲス を被JrfイイEとした I_IJ:也にペンギンシーノレ7000を'JVi!i .

硬化させた後、 9 ヵJ J II ¥J 南而30/度傾斜にて屋外様保した11寺の札制ヒ

表 1 屋外暴露後の綴水汚染状況 と接触角測定結果
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屋外暴露後の療水汚染状況

目視観察
接触角 (8)

試 験 材 料 結 果 白地上面 白地下面

6. 0cm 3. 0cm 0. 5cm 0. 5cm 3. 0cm 6. 0cm 

7000 
。

43 21 27 33 33 39 

S  R - 2  ×  88 108 126 122 90 84 

7 ' ランク 。
36 50 45 45 50 36 

話， 0 異常なし ×  滋水汚染あり

※ (  ) cm 目地界面からの距離

ガラスに対する接着耐久性試験結果

サンシャインウエザーメ- 7
Mso Tmax Emax 破壊状態( 面積% )

暴露時間 (hr) ( N /mm') ( N /mm') ( %)  
CF TCF AF  

。
12 42 430 100 

。 。

2000 14 52 450 100 
。 。

4000 16 54 440 100 
。 。

6000 17 55 450 100 
。 。

表 2

写真 1

※ M
50

:  5 0 %引張応力、 Tmax 最大引張応力、 Emax : 最大荷重時の伸び

※ 破壊状態 CF: シーリング材の凝集破1裏

TCF シーリ ング材の薄層凝集破壊

AF  シーリング材の界面破壊

建築と社会 ・1999.548 



防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点目

由上雅章

ヤマトブロテック附

l連結送水管の設置 ( 一般建築物)

圃畠結送水管はどういう建物 ! ; : ，必要か

消防法施行令第29粂に規定されています ( 表 1)。

￬ ￬ ｾ ｬ ￭ｊ 恨ミ 以外 、 火 災 ニ Ｗ ・
表 1 建物区分と設置要件

主l ! 物 l天 分 ;没 ;nl 伺-I J'I ドr.数

司I まU} 設置i

包合距離

J也J Il ' i を除( J Il ' i 数 7以上

3 附以上

が 5 以上の主l ! 物

50m 

( 防火対象物) 6000m' 以上 5以上

3 隣以上

50m 

I也ドjf.f (令))11表

1000耐以 l

ｾｾ＠ 1の16の 2)  

50m 

延長50m以 上 の ア ケ ド

25m I  
防火対象物で道路の! H に供される部分

防粂例 により、表 l 以

外でも設置が必至Eな場

合があるので1主誌を35

します。

なお、連 ｾ［ｦｩ 送 ＷＩＨｾｓＧ は

消防隊の消火活動上必

要な胞設であるため、

消防の意向が完全に反映されなければならない施急」亡す。

・連結送水管をシステムとして繕成させるには

表 2 連結送水管の設置に関する技術基準

ｩ 羊ノ Ｇ ｾ 11 Ｍ 述市 ｦ［ｩ 基ノＧｪＨＩｾのな ＱｾＺ の数以 ＱＺ の数を、地盤而からの ｉＺＺｊ さ ＰＮＵｭ

以上 1 m以ドに設ける二 t

放 水 11 - 送水円、放ノ'H Iは凡やすい筒所に府、識を設けること

放水 11 の .  ｾ持段室、 ｾｉＢ ，Ｚ［Ｇ［エレベーターの来降ロビ 一 、その他これらに ｾｲｩ す

設;n 条 件 る場所で、 ｩｩＧｪｾｊｩｬ 放が干 ｉ 効に￬ｊ Ｇｪ 火活動できるｻ主流

I1J1l' i以卜 - 放ノド111;1.双 1I ｾｩＲとすること

のIj !i. ノド11 

- 主計の|人l径 1;l. IOOmm];.U とすること

- 鋼'1'1' 1;1. j lS  G  3442、G 3452、G 3454に通令する作、またはこ

れら1: 1百l等以 Lの強度 ・耐食性& び耐熱性を有するもの

円己 1"y 

Ｍ 配 ＱｾＧ ・の設計送水 ｬ 工ｽｊＨノズルの先端における放水 ｊ 主力が Ｖ kg 

f /cm'  Ｈ消防長または ｩｬＧｪｾＩｪ 将長が指定する ｉ 晶子干にあってはその放

ノドハソ) ＾以 卜 ーとなるように ｩ レドした場合における、 ｩ 羊ノ ｾｉｉ の圧力

いう) が10kg f /  CIげを超λ る場合には j ISG3454の S CH40以

上のものをJ l Jl 、ること

- 面白? の設JI 送水JT. } J が10kg f /αn' 未満のI晶子干

フランジ継手 ; フランジ継手以外の継手 i

，.・・・.. . . . . . . ---. .，----ーーーーーー・・・・・ーーーーー・ 4 ・..，------. .ー.-------ーーーーーーー『

i ね じ 込 み 式 : JI S  B  2210 :  JI S  B  2301 

;溶 J長 継 下 : j lS  B  2220 :  JIS B  2311または B2312 :  

Ｉｾ Ｚ 副主手 - 目凶? の設;fI-送ノドII:) }が10kg f/α げを越える場合

，. ---------ーーーーーー・園、ーーーーーーーーー・・・・. . ーー・・ 4酔晶----. _-・・・ーーーーーーーーーーーーーー・『

ジ継下 :  jl S  B  2210らしくは B ＲＲＲＰ に述作する ＱｾＺ 継手 ｪ
Ｚのうち、 呼ぴ ｉｊｾＩｽ 16kg f/cm' 以 l のもの

j  フランジ継予ー、: J  1ーSーーBー2一一3一1一2一に一一一迎一一合一一一す一一る一一t一T一ー継ーー手ーーーのーー-うeち--1e1子一一ぴ一一l一半一一さ一一、i  

: 以 外 の 継 手 ; で S CH40以上のもの

・- - - - - - - - ・- - - - - - - - - - - - - - - ーーーーーーーー・・・ 4・・・. . ーーーーE  

ノ、‘ ノレプ

.  jl S  G  5101、 G  5501、G 5502、G 5702、もしくは H 511 1に迎令

するもの

Ｍ 当該配 ＱｾＺ の設ｾｦＱＧ［孟ノ ｍｅｊｽ の Ｑ ＮＵ 倍以 卜 のノｾｌｩｾを ｉｊｉｉλ た場介に、

当該ノドI:F.仁和Iλ るものであること

配管の耐 h .IJII!王i孟ノド44:;丘を設けた場令の当該 IJ Ii L[; 羊ノk 装 i在の1I.t IJ'dJ!l Iの

自己併の曲、ｴｌ ｅ ｽｊは、 ｉｊｉｉｉ Ｎ王 ｩ 孟ホ装置の締［［ｊ ｊ ｉＮ主 Ｉｊ のＱＮ Ｕￜｾ 以」の吋

該ノ Ｇｾｊ ＮＺｅ に面白 ｉλ るこ ｴ

.  j也1: 11附以上、かっ70mを超える主主築物にあっては、 IJII 口送水

装置を設けること。なお、 ￆ 結送水 Ｑｾ は Ｑｍ 式とするこ ｴ

- ポンプの11j_: .'J "l ltは隣彼するこの附に設けられる放水 11 の設 iE

加11:; 基ノド 側数を令市したイ ｉｾｉ 数のうち、 Ｑ ，［ＧＺ大となる当該設 ［ｮ ｪ ｬｾ Ｑ 数 Ｈ 設 ｩ￹Ｚ イ 同数

2主 1丘 が3を，箇えるときは3とする) に8001/min を釆じた泣以」ーのidとする

こしただし ￆ 紡送ノ ｍ ＧｉＧの立 ＱｾＧ ご とに加 ＱＱＺＺ 送ぷ装 ｩｬｬ をＺ生ける場

合のポンプの1山 lii 止は16001/mi 叫孔上のi止とすることができる

- 火災等の災 :1;: による被7: を受けるおそれの少ない併i所に設ける

- 起動装i丘はu' d 安保作てき、かつ、送水 11の直接または '1' !Il: WF) .

起国! I}袋 j:'l: 箪に設けられた操作部から迷隔操作できるものであるこ t

' 11附以上には、 Ij :文ノド川 2非共を物納した1引をi - J ;j ' ，' すること

Ｈ欣ノドＡ日出品 ｬｾ は長さ ＲＰｭ のホ ー ス Ｔ 木以 ｬ 、筒先 ＲＪ 以 上 Ｉ

ホ ー ス - 絡納草fil まーの u'l :iW附段について、断数 3 以内ごとにーの放水 11

帰 納 fii から歩行距離 5 m以内で消防隊が消火前! f i ) } できる位 iu:

11 Ｇｉ ｪ｜ ｝Ｗ同 ｪｬｦ の設置は ｩ 泣ｾ副長てやは定められていませんが、技祁郁 ｪ に必

要であり、ポンプの性能主WRや、ポンプより !っ荷附の配管の充水源

として有効です。y同lllが'1
1
継ポンフ。の位置五ん|ごとなるように設け、

当該ポンフ。の一次イl!i JにlJ lnJ の配平'，' を接続する ことが必裂となります。

65Aテスト弁補助高架水借

地上11階以上かつ建築物 、

の高さ70mを越 える場合炉

地上 11 階以下の場合V

65Aテスト弁 補助高架水措

¥ 
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設
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防

災

設

備

の

要

点

l中継ポンプ

- 中継ポンプ( ブースターボンフ1 の設置階

j差ノド口 から設計送水圧力てでぷ7]'< したときに、ノスツレ圧力 6kg  f/cm'  

カ汚ヰられない階以下の階を設問精とするのがーー般的です。

設計送水圧力= ノズル圧力+ ホー ス損失+ 落差出失+ 配管庫牧そi Jl 失

ノズノレ圧力= 6  kg f/cm'  ホー ス岐失= 4 mX 2

送水 Il の摩擦i J 1失 = 4. 7m ( 大阪市のみ)

落差損失= 送水口 からポンプ設世f l 'irの脱水 円までの市さ

配管l明記せ11失= 送水口からポンプ設置|併の放水 口までの必要な

流量にて発生する出失の令言|

・中継ポンプの押込圧力の計算

ポンプ官i笠|精力、ら最上|惜の放水 I 11こ協ノドi- るが、送水 口からは必

要ノドi止が迫i 7ドされてきます。

事jI 込圧力 = 設吉|送水圧力一( 務; 差損失+ 配管:;:fft :t紺Ji 失)

泌差損失］送水口からポンフＧｾ｜決込 Ｑ Ｍ Ｑ までの市さ

配 ＩｾＺｊ 制剥 ｊｩ 失］送水口からポンフ可 ｉ 及込 口 までで、 ｴ 削 二 階の ｊｩｸ ＷＩＨ

日 に 必 ｾな ｩｭｩ￯ｴ にて発生する 偵 失の合言 ｼ

・最上階の放水口から中継ポンプまでの掛呈計算

防程= ノズル圧力 + ホー ス損失+ m: 2剖1失+ 配管・燈t紺lJ 失

落差損失 ］ｬｩｬｬ 階放水口の位置からポンフ Ｑ 山 Ｇ Ｎ ｾ， 口までの高さ

配管峰t剥1' 1失 =i rx J 二階放水口へのポンフ吐 出註てやのtI! 失の合計

・中継ポンプの期呈の計算

ι ｬ Ｇ 継ポンプの札〉松 ］ 五 ｕ 二 階放水， Ｑ から ｾ ｉｉ 継ポンプまでの揚程

一送水口から 1' 1" 継ポンプへのがjI 込圧力

消防当 川 から青 Ｑ Ｇ ｘＷｾ方沼二を指示された場介は、それに従って下さい 。

・迅緒送水管の構成機器の→9 l J

A 放水口格納籍 (表示灯併用型)

650HX500怖のK2300

・4屋内消火栓格納箱

(放水口付) 企消火栓 ・放水口格納箱

， 1. 350HX750 WX2300 (高層階用)

1.500HX叩 M 担 3700

‘ スタンド型

双口送水 口

(捻子式・楚込式)

100AX65AX65A 

‘ 埋込型双 ロ送水口

(捻子式・差込式)

100AX65AX65A 

A 露出型双 口送水 口 ( 捻子式・差込式)

l OOAX65AX65A ( ゆかみ まさあき)

建築と社会 ・1捌 5 49  
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マンションライフ法律相談

九 鬼 正 光 著著彦幸島

真

藤

写

榊

咽

郎

お

正

札

山

口

な

り

亥

み

ヨ4

4

島

畑

町

藤

田

住まいのノーマライゼーションE

ーパリアフリー住宅の実際と問題点

菊 池 弘 明 著

住まいづくり・まちづくりの仕事

榎回基明 ・小伊藤直哉 ・田村宏明 ・

坂 東 亜 希 子 編 著

日経 8 P 社

1999 .  1  .25刊

四六判 355頁

学芸出版社

1998. 3 .25干IJ

A5判 320頁

技報堂出版

1999. 3 .01干IJ

85半IJ 184頁

昭 和 堂

1999. 4. 10干IJ

85判 208頁 本体 1800円本体3500円本体3800円本体3000円

住吉、 L ぞ

切り二:tJ j:

h 動:

回

O

O
穴

マンシヨン特有のトラブルの実体

など辛IJ 例を具体的に紹介しながら

分譲マ ンシヨンの仕組みゃルール

を比較的詳しく解説。

半世紀以上にわたり 日本各地で調

査を続けてきた著者は今年 5 月で

満百歳。貴重な資料をもとに第一

級の町家30件を選ぴ、伝統の美と

文化に映えるたたずまいの意匠と

歴史的背景を写真と図版で綴る 。

高齢者や障害者の自立した生活と

尊厳の基本となる「住まいJ につ

いて、これからの在り方を模索す

る。

家族 ・福 祉 ・まちなみ保全などの

視点から、住み手とっくり手のパ

ートナーシップに根さ. した建築計

画を考える 。

ω

↓k

y

↓
一

O

Z

建築知識( スーパームック)

木造住宅( 私家版) 仕様書架構編

松井郁夫・小林一元 ・宮 越 喜 彦 著

よむ住宅プランニング

宮 元 健 次 著

日本建築史

藤田勝也 ・古賀秀策編

鉄筋最前線

豊 島 光 夫 著

建築知識

1998. 12.2日朝l

A4半IJ 179頁 本 体2800円

学芸出版社

1999.  1  .25干IJ

日5辛IJ 127頁

昭 和 堂

1999 .4. 10刊

A5判 240頁

建 築 技 術

1999.3.01 干IJ

四六判 206頁 本体2400円

後 ー も 旬、

宅フ ､ｾ
-

Ｂ ‘ＭＺｊｾ＠

本体2400円本体 1600円

構造、架構の設計手法、監理術な

どを含め、独自の仕様を豊富な写

真や図版とともに解説。

住宅の設計を学ぶ学生などの解説

書として、 古今東西の優れた住宅

の平面図を各空間別に分類し、そ

のよみ方や考え方についてわかり

やすく説明。

京都・奈良 ・大阪の近畿圏を中心

として、建築の種類ごとの多様性

に注目し、その歴史的変遷の過程

を概観。 また、現代的課題として

の保存と活用制度の変遷と実態に

ついても触れる 。

鉄筋工事について分かりやすく解

説。 また、鉄筋工事百年の歴史に

ついても触れられている 。
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[ お知らせ]

フォーラム「し1ま危ない日本の宝J

「地震火災から文化財を守る協議会J ( 小松左京会長)

の主催で、文化財の地震火災による焼失を防ぐ手だて

を探るフォーラムが長唄崖される。参加費無料。

日時 1999年 5 月16日(日) 13 ・0ト 17 : ∞ 

会 場 東 京 ・有楽町マリオン 11階( 朝日ホール)

内容 ・挨拶/ 小松左京氏、幸胞子幸次郎氏

・基調詩，良/ 上田正昭氏

・特別講演/ 大林宣彦氏

n f o r ma l i o n  

5人の舞台裏一竹中・意匠展ー |  村井修写真展『港まちク‘ラフィックスj

竹中工務属宣言部の意匠諒博 5 人によるグループ展 写真家 ・村井{ 彦氏か主主築や彫刻を対象とする仕事の合

は、プロジェク卜縫i隼のプロセスの創造的部介に光を い間にある港町で見つけた人間の無意識の営為を記録

当て、発想から現実への舞台裏を顎見することを意図 したカラー写真35点で構成する、 「港まちグラフィック

している。入場無料。 スj と題した作品展が開かれる。

・展示会 日時 ＱＹＹＹ 年 Ｕ 月 Ｗ 日 幽 ｾ Ｕ 月 ＱＹ 日制

日 時 1999年 5 月17日( 月ト 5 月24日(月) 1  1  :  ｏｏｾ＠ 19 :  00 会期中無休

11 :  ＰＰｾＲＰ ・ ＰＰ 会 場 ア ユ ミ ギ ャ ラ リ ー TEL03- 3269- 1577

場 所 ハ ピ ス OSAKA 4階 東京都新宿区矢来町 114

- 討論「あらためて文化財の21世紀について考 リビングミュージアム円形ギャラリー

えるJ/ 大町達夫 ・小林隆彰 ・杉浦日向子 ・竹内 大阪市北区梅田 2- 5- 25

謙 ・土岐.憲三の各氏 展示スケッチ、エスキース、図面、写真などのパ

申 込 住 所 ・氏名 ・年齢・職業・ TEL/ FAX を記入し、 ネルおよひ' モックアップ

ノ、ガキまたは FAX で下記あて。 ・フォーラム

鮒アドスリ ー内地震火災フォーラム係 日 時 1999年 5 月17日明) 18:  Ｐ か ｾＲＰ :  00 

〒 105-0001 東京都港区虎ノ門3- 16- 7 場 所 ハ ー ピ ス 6階 ・ガーデンシティークラブ

FAX03- 3459- 6894  

「建築設備診断技術者J講習会

過去 4回の講習で約2200名の「ヒ' ルテ・ィングドクタ

( 建築設備)J を誕生させた標記講習会が開かれる。主

テーマ 「発想から現実への舞台裏」

講演者吉引顕久/ 島田保美/ 小梶音隆/ 仲晴男/ 山

羽ひとみの 5 人

定 員 50名( 定員になり次第、締め切り)

会 費 2000円( 要予約)

写真/ 村井修

「ノード99J ーアートスペース虹で一

催は(紛建築・設備高樹寺保全推進協会 ( BELCA) 、例日本 予約先 i 5 人の舞台裏フォ ラム申込みJ と明記の 作品に至るフロセスの中には、現実となるまでの豊か

建築設備 ・昇降機センター。 上、参加者氏名 ・会社名 ・TEL/ FAX を記入し な世界が残されている。「ノート J に書き留められた思

・東京会場/ 日本都市センター( 千代田区平河町) て5 月10日までに FAX で、竹中工務庖言宣言十部 索、希望、アイデア、気まぐれは、作品に一歩踏み込

1999年 7 月 6 日りト 9 日風 定 員2∞名

・大阪会場/ 千里ライフサイエンスセンター( 豊中市)

1999年 7 月27日伏ト30日風 定 員 150名

申込受付 ＱＹＹＹ 年 Ｔ 月ｼ日 ｾＵ 月 ＳＱ 日 焼渚 ＩＱ 慎で締切Ｉ

受 講 料 52500円( テキス卜代 ・消費干見含仁)

申込先受講願書、その他問い合わせは BELCA事

務局( 〒| ∞- 0006 東京都千代田区有楽町 l

- 8- I TEL03- 5252- 3873、FAX03- 5252

3871) へ。

第15回'98総合建築材料・設備展

' 99総合建築材料・設備展は、大阪では唯一の建築材料

及ひ言封筒の展示会である。; 毎外からの出展は約30%と

多〈、国際色豊かな展示会となる。入場無料。

テ一マ

主 催 (件ω+紛B佃日; 本本建築材料協会、日本工業新聞社

会 期 1999年 5 月11 日以ト14日幽

10:  0ト 17 : 00 ( 最終日16 ・ 00まで)

会 場 イ ン テ ッ ク ス 大 阪 4 号館

大阪市住之江区南港北ト5- 102

イ弁催 ・建築トレンドセミナー ( 国際会議ホール)

T併す公太郎氏( 建設省近畿地方建設局局長)

東孝光氏( 千葉工業大学教授、大阪大学名誉教授)

広房感明氏( 前京都府立大学学長)

・出展各社による製品説明会 ( C ・D会議室)

間合( 初日本建築材料協会 TEL06- 6443- 0345

情報部門 ( FAX06- 6538- 5506) へ。

1999年作昂展8 記念セミナー

- 作品展 ＱＹＹＹ 年 Ｕ 月 ＲＷ 日休ト ＲＹ 日 出 Ｑ ＰＺＰＰｾＲＰＺＰＰ

作品大阪ガスインテリアデザインスク ールの'98年

度卒業生の卒業制作作品を中心に展示

場所大阪ガスインテリアデザインスク ールのA事丈室

(1蔵後町オークピル内)

・記念セミナー「インテリアデザインにおける 2G世紀

の流れと 21世紀の展望J

日時 1999年 5 月29日仕) 13:  3ト 16: 30 

基調講，寅/ 樋口治氏

トークセッション/ 樋口治氏 VS 島崎信氏

場 所 備 後 町 オークピル 3 F ホール

大阪市中央区備後町3ーか 14

定員 150名( 先着順 ・電話受付)

受付 TEL06- 6262- 4103

参 加 入 場 無 料

- 樋口; 台/ 制インテリアデザイナー協会名郡Z事

一 一193&年京都高等工芸学校卒業。高島屋E貫主惜匹長を経て京都工芸

拍筋量大学専対豊に就任. 1979年退官. A i 諭由の内装をはじめ、大規模イン

テリアデザインを手がけた。このたひ宙井喜大郎産業工芸賞を受賞。

- 創 鴫/ 武 躍 簡 駄 制 服

一 一195&年東京百軒大学工芸科図案部卒業。デンマ- 7王立話荷ア

カデミー廷諜桝1959年修了。ホテル、商空風住宅などのインテリ

アデザイン、インテリア関連製品の企画再移老とコンサルティングに

燐わる。著書に「椅子の物語」など。

む手がかりとなるのではないか?

この展覧会では、いま活躍中の現代費削乍家 3 人のそ

んな「ノート J をのぞいてみる。

日時 1999年 5 月11 日伏ト 5 月30日(日)

1  1  :  ｏｏｾ＠ 19 :  00 ( 最終日 18: 00) 月曜休廊

作家 森村泰昌氏一「テタノテラピーj 展などー

ヤノベケンジ氏一「史上最後の遊園地j 展などー

ゃなぎみわ氏 r VOCA展'99J などー

会4易アートスペース虹 TEL&FAX075- 761 - 9238 

京都市東山区三条通神宮道東入る3丁目東町247

'99建築プロフ工ツショナルセミナー

言語十事務所実務者を対象に、空間創造にかかわる各分

野の第一人者を講師に迎えてのセミナー (年 6回開催

予定) の第| 回「素材を活かす建築術」が始まる。

テーマ素材との対話

講 師 竹 原 義二氏( 建築家、無有建築工房主宰)

日 時 1999年 6 月 2 日制 15: ＰｾＱＷＺ＠ 00 

会 場 大 阪 ガ ス 本 社 ピ ル 3階ホール

大阪市中央区平野町4ート2

定 員 200名( 予約制 ・先潤慎) ー参加費無事iトー

申込先指定申込書( セミナ一事務局へ請求・受付

TEL06- 6262- 4089) に記入して、 FAX てった阪

ガスインテリアデザインスクール内建築プロ

フエツショナルセミナー ( FAX06- 6262-

7202) へ。
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」凶己

o  

o  

C白

一一一一一 - 骨空宇. .

Q )  

ｾ＠

ι n 

52 建築と社会 ・1999. 5

2666 

2667 

2666 ..J円奈 良 駅 前 第 1 街 区 再 開 発 ビ ル

設 計 ・ 都 市 設 計 連 合 ・日本 設 計 ・大

ヰヰｾＮｊｬＮ

施 工 大 林 組 ・村 本 建 設 ・浅 川 組 共

間企業体

a 奈良市三条宮前町

b .  5，401. 41m'  

c  4，467.  70m'  

d .  40 ，369 .54m'  

e  S RC+ RC、 B 2 F 、 10 F 、 P 1 F

f . 平成 7 年 6 月~平成10年 2 月

こ の 建 物 は 、 ホ テ J レと商業施設の複合

建 築 物 で 、 国 際 文 化 観 光 都 市 「 奈 良J

の 玄 関 口 の 景 観 形 成 と 、 周 辺 の ま ち づ

く り の 核 と な る こ と を め 5 した。 外 観

デ ザ イ ン は 、 基 本 設 計 を ア J レド ・ロッ

シが担当し、 3 層 構 造 の デ ザ イ ン と 色

で 古 都 奈 良 に ふ さ わ し い 重 厚 な 存 在 を

主 張 し て 、 周 辺 と の 調 和 を は か っ た。

ホ テ J レのインテ リア は モ ダ ン シ ル ク ロ

ー ド を メ イ ン テ ー マ に し て 、 ロ ビ ー ・

宴 会 場 ・料 飲 等 の 施 設 毎 に デ ザ イ ン テ

ー ? を 設 け て 個 性 あ る 空 間 づ く り を め

ぎ し て 、 オ リ エ ン トの 香 り の す る 格 調

高 い シ テ ィ ホ テ ル を ね ら っ た。

設 備 面 で も 地 域 冷 暖 房 の 導 入 、 コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン の 採 用 等 で 省 エ ネ J レギ

ー を め 5 し 、 井 水 の 利 用 、 雨 水 の 流 出

抑制j を お こ な い 、 環 境 に 配 慮 し た 設 計

をした。

2667 ヴ 工 ル ド ワ イ エ芦 屋

設 計 ・ 大 林 組 本 広 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 。大 林 組

a 兵庫県芦屋市東芦屋町16- 55

b. 1，700.  61m'  

c  612.  73m'  

d .  1， 221. 18rri を

e  R C、3 F 、 B 1 F

f  平成 9 年 9 月~平成10年 7 月

こ の 建 物 は 、 阪 神 大 震 災 に よ り 被 害 を

受 け た オ ー ナ ー 住 宅 を 再 建 し 、 併 せ て

賃 貸 マ ン シ ョ ン を 設 け る た め に つ く ら

れた 。 3 階が二世帯手のオ ー ナ - j主戸、

l 、 2 階 は 賃 貸 住 戸 と な っ て い る 。

計 画 地 は 斜 面 地 で 、 眺 望 も よ く 緑 の 多

い 閑 静 な 住 宅 地 で あ る 。 そ の 恵 ま れ た

環 境 を 取 り 込 み 、 溶 け 込ι ・ょう配慮す

る と 共 に 、 復 興 の 芽 と し て 力 強 く 育 っ

て い く よ う な イ メ ー ジ で 計 画 し た。

既 存 の 地 形 を 利 用 し て 駐 車 場 と 住 戸 の

2 練 を よ 下 に 配 置 し 、 駐 車 場 の 屋 上 を

緑 化 し た。 こ れ に よ っ て 、 周 辺 へ の 圧

迫 感 を 低 減 す る と 共 に 、 住 戸 内 か ら も

四季の移ろいを楽しめるように配慮、し

た。 施 主 の 要 道 に よ る 「 ベ ッ ト ( 犬 ・

猫 ) と 共 存 で き る マ ン シ ョ ン 」 と い う

方 針 の も と に 、 デ ィ テ ー ル に も ア イ デ

イ ア を 盛 り 込 み 、 入 居 者 か ら も 好 評 を

得ている .
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2670 
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2672 2673 

2668 和 歌 山 市青 岸 ク リ ー ン セ ン タ ー

設 計 神 戸 製 鋼 所

施 工 向上

a 和歌山市淡1342-39

b.  6，990. 65m'  

c  3，865. 65m'  

d .  14 ，437. 13m'  

e  RC 及び S RC

f . 平成 6 年10月~平成10年 3 月

2669 広 島 県庄 原 合 同 庁 舎 培 築

設 計 大 旗 連 合 建 築 設 計

施 工 ・ 奥 村 組 ・玉川工務庖共同企業

体

a 広島県庄原市東本町一丁目 4- 1

b.  13 ，976.  49m'  

c  2，703.89m'  

d .  6，799. 35m'  

e  R C、5 F

f . 平成 8 年10月~平成10年 3 月

2670 福 岡 法 務 局 八 幡 出 張 所

設 計 九 州 地 方 建 設 局 営 業 部

施 工 山 九

a 北九州市八幡西区樋口町41 2  

b .  2，000m'  

c  894m'  

d .  1，525m'  

e  R C、2 F

f. 平成 9 年 3 月~平成10年 3 月

2671 大 阪 府 営 大東 末 広 第 l 期 中 間 ・

高 居住 宅

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 、 (賜大阪

府建設監理協会

施 工 住 友 建 設 、 淀 建 設 工 業 、 富 田

建設

a 大東市末広町

b.  13，257. 5 m'  

c  2，279.  39m'  

d .  12 ，643. 75ぽ

e  ｒｃ 、 ＳｾＵ 、 ＱＰ ・ Ｑ Ｑ F、 166戸

f . 平成 8 ''1'. 6 月~平成 9 年11月

2672 キ ン グ マ ン シ ョ ン 天 神橋 E

設 計 大 林 組 本 庖一級建築士事務所

施 工 大 林 組

｡ 大阪市北区天神橋 Ｗ 丁目 ＸＱｾ 1  

b .  1，747. 19m'  

c  988.  25m'  

d .  18 ，110. 17111'  

e  RC、30 F 、 P 2 F

f . 平成 7 年12月~平成10年 l 月

267古 松 原 市 消 防 本 部 消 防 署 庁舎

設 計・松原市都市整備部建築課

施 工 : 三菱 ・末広特定建設工事共同

企 業 体

a 松原市阿保 1丁目 16- 2

b .  1，026. 61m'  

c  665.  19m'  

d . 2，104.54111'  

e  R C、'1F  

f . 平成 9 年 6 月~平成10年 3 月

凡例

a 所在地

b  敷地商. f i ' 1

c  } 主築而恕i

d. 延床面積

e 構造線侠

f . 工期
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月間の動き
【平成11年 2月分】

跡をたどる J 特集広告粧品報告 議 事 ( 1)30' 5 E Y E 記録編集

通 常 総 会
(4) 6 月号「大阪城天守閣平成の大改修J i堂島 (2)今後の予定

24日 Ｕ 時 ｾＵ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か26名

議 事 ( 1監 事選挙の件

(2休部所属評議員選挙の件

(3濫事およひ評議員重任の件

(4)名誉正会員推挙の件

(5) ' 1 " 成川年度事業計画( 案) 承認の件

(6)平成 11年度収支予算( 案) 承認の件

理 事 会

第 6 固定仔I ] I 里事会

24日 Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 同 名

議 事 ( 1)平成 11年度事業計画( 案) 承認の件

(2)平成 11年度収支予算( 案) 承認の件

(3涯自事 ・評議員出塁の件

(4)平成 10年度第 3 固定時評議員開催の件

(5)入退会承認の件

(6)f，圭援協賛名義の使用承認の件

(7庫 業 報 告

第 l 回 総 崩E 当理事会

9 日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

アパンザ」特集広告粧品報告

(5昨 品 作 風

(6触自特集路島報告

(7活訴正 4 面広告掲載紹介の協力要請

(8) 1 0 ( 支状況報告

第 11 回編集委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 4 名

検 事 ( 1) 3 月号「東海支部会員作品J i北信濃→者並

み修景と地域文化の再構築」特集伍昼報告

(2) 4 月号「都市のパブリック」特集経過報告

(3) 5 月号「関西建築界の流れと東畑謙三の足

跡をたどる」特集結晶報告

(4) 6 月号「大阪城天守閣平成の大改修J 特 集

経過報告

(5)シリース頁結晶報告

(6)'1"成 11年度収支予算案

(7) 1 0 ( 支状況報告

第 11 回索材と技術が生み出すデザイン幹事会

10日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 遠 藤 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ＲｾＵ 月のテーマの内容検討

出 席 者 三 品 副 会 長 ほ か 5 名、鶴田評議員 第 4 回罰百ーインテリア ・住宅系一分科会

オブザーバー/ 市川会長 22日 Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

議事国の「公益法人に対する指導皇鑓諮基準の改正J 出 席 者 石 川 幹 事 ほ か 4 名

に伴う本会の定款の改正等に関する件 致 事 9 月号インテリア ・住宅特集企画

第 2 回編集理事会 第 11 団法令介科会

20日 Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室 24日 Ｒ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 金 多 副 会 長 ほ か 4 名 出 席 者 炭 崎 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) i建築と社会」の編集内容について 議 事 ( 1) i法 令コーナーJ の企画

(2)  i建築と社会J の収支状況について

編 集 委 員 会

第 10回構造分科会

3 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会隷陸

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) i ;概盆の頁」の企画

(2) 10月号キあ童特集の企画

第 9 回施工材料介科会

4 日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 4 名

議 事 6 月号「施工材料J 特集の企画

第 11 国会員企画小委員会

(2) 7 月号「改正建築基準法J 特集の企画

第 11 回設備介科会

25日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 谷 津 委 員 ほ か 3 名

誠 事 ( 1) i設備の頁」の企画

(2) 8 月号設備特集の企画

第 11回作品作風小委員会

25日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1} f 乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2)(乍品の選定

(3)  i  gal l eryJ  i S KE T CH BOOKJ 報 告 ・予定

4 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室 |  事 業 委 員 会

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 2 名 第 10回若い会員の集い小委員会

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定 3 日 Ｗ 時 ＳＰ 介 ｾＸ 時 ＳＵ 介 ・ 於本会会議室

(2漉庁しい企画案について 出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 川 名

第 10回広告企函小委員会 議 事 ( I)今後の予定

8 日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室 (2)  i 30' s E Y E 記録編集J

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 2 名 (3)当小委員会の今後

議 事 ( 1)日ヒ信濃→萄並み修景と地域文化の再構築J (4)  i委員の時間J

特集広告経過報告 第 6 固 30' s E Y E 言己主諮窺集分科会

(2)  i都市のパブリック J 特集広告出血報告 3 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

(3) 5 月号「関西建築界の流れと東畑謙三の足 出 席 者 米 井 主 査 ほ か 9 名
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出 版 委 員 会

第 10回出版委員会

18日 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 11名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の結晶報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)第 19回〈プロのノウハウ〉講座申匙| 犬; 兄

建 築 ク ラ フ

第 322回朝食会

9 日 Ｘ 時 ＳＰ 分 ｾｉ 日時・於リーガグランドホテル

演 題 i 21世紀は沙漠の時代J

Ｍ ｾ ，少，糞緑化は世界平辛口への道一

講 師 遠 山 正 瑛 氏 ( 日 本 以 莫 緑 化 実 践 協 会 会 長 )

参加者 58名

80年 史 編 纂 委 員 会

17日 Ｓ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 80年史編纂

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員 6 名〕

田 中 議 論 竹 内 謹 治 共 田 秀 雄

( 田中揖，台園祭政計) (T&P  I i 計. 輯所) ( 三圃段肘}

富 田 一 夫 増 田 博 山 田 栄 治

( ミキ瞳綴股肝移晴朗) ( 細田工揖庖) ( 山回世泊盛聾置計事暗所}

〔準会員 l 名〕

，可尾腎平

( 大眠エ集大会解}



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

A 朝日工業社

本 社 ・本 広 東 京 都 港区 浜 松田Tl - 25- 7 Ｇ［ ｬＱ ｾｬｩＰＳＨＳ Ｔ ＳＲＩＵＷ ＱＱ＠

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区加島1- 58- 59 ';1]: 話06(6302)  2270 

支 庖 北海道/ 東 北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本直・大I! i *社 干550-0002 大阪市江戸繍 l 丁目 9番25号 電 話 (06) 644  1  -823 1  

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15帯10号 電 話 (03)3261・8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・績浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高総 ・熊本

営 換 所 干if広 ・函館1 ' 1森 ・秋朗 ・盛 岡 前 橋 ・長野 ・静岡 ・盤回 ・沖 沼 山 ・

福井 ・徳 山 松 山 ・高知 ・北九州鹿児島 ・郷軍1

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シンガポー J レ・ホンコン

技術研究所 干354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和設備 / ) ( ¥  産 業 設 備

給 排 水 設 備 1/ : ¥ 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役| 則凶支l占長 本 木 満

関 西 支 底 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2 - 2 1 包括 06(6202)3071 ( 代ぷ)

本祉東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 ーl 泡話 03(3502)6111 ( 大代)

支 唐 名古屋九州北海道中国東北北陸 横浜東関東北関東京都神戸 四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

⑪三建設備工費将来ま奮社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 22 屯 話 (3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 社大阪市中央区域見2丁目 1iI¥61号ツイン21M1Dタワー電話06-6949- 1371

東 京 本 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ノ レ 電 話03-3344-7911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20号 電 話06-6363- 1371

支 庖 1111台 ・繍浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広品 ・福岡

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 臓 へ 繍 で 挑 む 一 一 一

- 株式会社意書研

自闘 ' ・ーー. . .  

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11欝16号( オートセンターピル l ・2階)

干 542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

メ ン テ ナ ン ス 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代 表

東 京 支 宇 土 東京都文京区小石I11 I 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は宇気てすo ¥! r-
a・.. 黙と空気のエンジニア川ーーー-

ｾ｜ン Ｕ 君主・宮

ガス鼓備のき金計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 6466- 2 26

大阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 11汀9 - 3  Hl 0720- 49- 2128 

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設備

C J 6 諮西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 泣 話 大 阪 (6458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川西 ・神 戸

O K U J U  
，-、ースタ 'J .r.<t，ー

自 箆rlf:ts愈惑もお島b長三銭 鏑 拶 窃 §

「大規模天井無足場工法j

内外装劃作パネル・システム天井・間仕切

問 主11オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530→047

TEL(06) 6312ー 削 31 FAX(06)6312-7998  

東京九州横浜・名古星宮崎・京都

Di gi tal  Pri -Press 

凪ｾ凪副凪 ｾω ｊ｢ｗｫｵ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534-∞27 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone.06- 6351・5 4 2 8 F;似.06- 6351- 5299

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回--r;:!? 紙)( 株) 日 1:J!l C:2

55 



情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

ＭＱｾ＠

日本電植株式会社

〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代) F A X  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

社

線式会事I 工 又 王 ム ピ 一

線 式 会 粧 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 見，!J;( l;f i 港 区 六 本 木 3 ー 16 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2 23((，1愛ピル)

T E L06 6202 3294 

人カ%、る多彩なフィールドで、

訴しい限界に挑戦してb 、ますTa

大阪市中央区南限橋 4 丁目 3 1I'i 7 号 '111話大阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ ＧＱ号

本 社東京I f t l 千 代 田 区 内 仲 間 1 丁 目 4 1l'i 5 号

支 社 北海道.)j，!北 ' JL / 内・新宿・神奈川 ・点関東 ・北関東 ・中部・九州

社

在 〒沼ト日l 47;!: 匝市北区西王濯+ 匝堂ピJレ) TEL06( 閃64)1471 'FAX06( 印刷 )5533

延 引岳{ ( l ) 3 畷臨廊ま船ゆ万ィ舟世ヨル T E L閃(54nJ お11 'F AXωω72) 反 応

邑o! i Si 15 〒4田部47g百慶市北区金瓶3・12-14 T E L!li 2( 991) 5131' FAX!li 2(914) 汚35

神戸支后 〒伍7i J J ! J 緋靖粛軍高頭D.6ト刊K' Tピjレ TEL078( B42)6411 .  FAX078( 仰の6416

明研究所 〒頃〉似E 太飯府規市主宝町 t Tお9 TEL0722( 27) B408・FAX0722( 27) 1424

電気位備・計装制御t D : 備・空関段備・クリー ンルーム設備・プラント段備

鎗排水衛生役備 ・エ ヰルギー集中監視 システム 設計施工

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

心

一

品

ム一

A

三宝電機柿式会社

取 締 役 社 L< it; 中内 72 

干 547- 0001 大 阪 市 平 野 区 加 美 北3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

取締役支社長

C H OY O 

1111
11 

w，

t
問

d

d

-
h

m

 

ヰ土

革

本

刊 j

相干 日 Ｐ 叩 ｴ 区角田町 ｈ Ｈ ｡ｾ ｴＧ ｍ 句。

μ 日己主出2 とと伐に

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 2522::;:1i;2121Z2f25421jlE:;::;!!

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

あ 三

込T 00i 4

る- ;!s ?  

Ji ! ‘ 7  * ft :> 

恨 ごー i良 ?  

工 ＮＱＡｌ ｾ ス

・ ｆ を ｾ ｭ ささ
の 唱アト 草 :tJ. :tJ.

十11式 干二二

11"'" ，人・ 目 ¥¥ 

l立去 孟 主主

社 言二五

大阪市西区西本町 I の13の33

TEL06 6532 0641 ( 代点)

I' AX. 06 6535 5181 

J C Frr rli 丹 波 市 新 聞r <1 9  

。.T1...¥¥)*- 鴨代の断熱局シ~人

1易会ペ ''''.J.ィ:み

目n/，1

1

イチ11ーシートP

自 主 電 線 様 式 曾 祉 制 問 干 代 田 区 糊2丁目1書 {

- 情報通信段備

情組温情ネ γ トワー ク

情絹処理

通 情 システふ

抽 進ンステム

・電力流通政備

畳宜電

架空送配電

地中道配電

人と都市の快適な環境をつくります

大 阪 市 中央 区北 浜3 - 6 - 13  ( 11  1て地 徒 出 橋 ピ ル)

111 話 o 6  (  6  2 0 5  )  3 6 7  1  ( 代 )

点 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 IUf 2  r  LI 1 7 1昏3 号

徒 話 o 3  (  3  6  6  6  )  1  4  7  8  ( 代 )

騨 ・ 泉 州 ・ 良 市 ・ 滋 賀

締 式 全 員 三 興 討

上 田 正 雄

電 気 設 備 設 計 施 工

- 空鯛・ 給排水 ・衛生設備

空気闘靭

工割・配菅

水盤理

コージェ ネレー シ ョ〆

ク リー ンルーム

・プラ ント

プラ ン ト計量

システムエ ンジ ニアリ ング

lx会長d。

天地営業所

本

代表取締役社 長

⑪ 応 " 階 業 舵

、‘F

<  

必議議呈桑雲霊

宮鍍種目股肘・施工 ・監理

・電気段備

畳宜電 ・脚圃

動力 ・酬園鶴置

電 盤、担 進. イ ンターホ ン

防犯、防虫

中灸監視酬割

システム肘舗を

。

キ士

l苫

営 業 所

本

支

56 



デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCS A <膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子二J n弓ヌヨニJ <クラウト用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

Ｍｔ 二 ｊｮ 守 Ｓ ー宇・ＧＱＧｊｾ Ｈ意 義一＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- T二J nES<土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・ョーニJ nI I OOO<製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土A

2

 

業 株 式産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本 社 ・京 高1) ・網 針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式

1  

浦 産

T E L 大阪 ( 06 ) 6 4 4 3 - 6 1  

業 株金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L  *京 ( 03 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T EL  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 06 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

ム

玄式産 株洋 物光

T E L 大 阪 ( 06 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

1 、: J ¥J O，ノ割。毒

ごい 巴 潤

建築と音

の

トラブル

建築と音

の

トラブル

(  ( プロのノウ J 、ウ) )  

第一線の
企画・日本建築協会

著

u
n

孝

釦

川

友

曜

ル

松

対

刊

平

(

U
U

田 野 正 典 、 中 川 清 、 縄 岡 好 人 、

(鹿島建設) ( 清水建設) (大林組)

四六・ 224頁 (2色刷) ・ 2300円+ 税

技術研究者が

生活騒音、建物の構造や配置プランによる騒音、

設備機器からの騒音振動、配管の伝搬経路の騒

音など、建物に関わる椋々な音のトラブルの解決

方法をゼネコンの第一線の技術研究者が解説。

約50の重要事例について具体的な内容→原因→

対策→解説→ヒントとして整理し、建築設計や施

工監理の実務担当者に役立つよう構成した。

わかりやすく

G  

学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通

西洞院東入 〒600-8216

tel 075-343-0811 

fax 075- 343-0810 

鋭く解説
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砂荻2描27
東京本部 〒1臼- 0031東京都渋谷区桜丘町9 - 8TEL. 03- 5458- 7283

ホームページ http://www. f uj i sash.co. j p/

03379-5 
tw士号士

本ｾｰＧｲＮ，

豊かな都市空間にとって、そこにある建築ファサードが担う

役割は計り知れません。それぞれの面に現われる表情には

そこに関わる全ての人々に対するメッセージ、創り手の「夢J

が込められているのです。不ニサッシはこの多搬なビルの表

情を彩る役目のお手伝いをさせていただいています 。ビル

をスクリーンのように映し出す外壁材カーテンウオールもそ

の一つ。私たちの技術が新しい建築文化を創造していきます。


